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同じ建て坪なら 倍ぐらいには使えます

事 務所・工場 ・倉 庫 な ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ い。 中 柱 が 不 要 で 、 問 円 犀 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建て坪なら、まず、倍くやらいに活用でき、合理的てやす 。 強 靭 てや耐 久 性

に富 み 、 建 築 も 簡 単 。 360種 以 上 の 標準 設 計 を 用 意 し て い ます 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

E， 
。 住 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社



いつまでも変わらない美しいロイヤル/ ¥ターン

す ばらしい立体感を もっ絵模綴、ロ イヤルパターン 。

その、 美 しい気 tE 23 ある絵柄は 、o.5mm・.....1 .0mm

1. 5mm.. ... .、どこまでい って もt肖えません。

しか も、マチ コロイヤj しは

摩耗に強 く、 きびし い床の 使m条件 lこ

耐えるタフさは抜桝です。

ロイヤルの

美 しさは

いつまでも

豪華な雰囲気をただよわせる

最高級の床タイル

マチコロ イヤルは、良い材料 を

すく寸1 た技術でJJl J 工、いっそう

品債を高めた最 ｾ ［ ｾ ｦ 栄作 で す 。

色は、インテリア デザイナーが

最も 使 いやすいようにまと め

あげた 6 色。明度・ 彩J免とも

ひかえ白 。高級タイルにふさ

わしいエレガン トなl床をだし

ています。ロイヤルを放き つ

めたフ ロアは、ま さに“ ロイ

ヤルルーム" の風絡 です。

おとろえません

8 1 r T I L E 品込

町II A .T ・c o

⑫ 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

人通りのはげしい場所には

とくにおすすめします。

マチコ ロイヤ ルは、ビルのエレベーター

ホールや階段、 !rili 卜などに最適です。 もちろん 、

オフ ィスにも 飢 えます。ホテル、レスト ラン 、喫茶山、

銀行、デパー ト、病院など 、人の集まる. 1M! 升には

ドシ ドシご採Jl Iください。

本 社 / 大阪市南区順慶町巡り 4 - 25(順 旋 回I 三 和 ピ J レ) 〒542 官 (06) 252- 2921代

東 京 / 東 京 都 港 区 芝 琴 平 岡T 3  3  ( 琴 平 田I 東 洋 ピ J レ) 〒105 官 (03 ) 503- 3021代

名古屋 / 名古屋市中 区錦 2 - 2 ー 1 3  ( 名古屋セ ンターピル ) 〒460 官 (052 )211 - 5458代

福 岡 / 福 岡市大 手 門 1 - 4 ー 1 2  干812 官 (092 )75- 0  4  2 5  
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風にいどむガラス

旭 硝 子 は ， 建 築 に お け る ガ ラ ス の 性 能 と 構 法 の 研 究 開 発 を つ づ け て

い ま す 。 高 所 に お け る ガ ラ ス の 耐 風 圧 性 能 に 関 す る 独 自 の 研 究 も そ

の ひ と っ て ¥ 超 高 層 建 築 の 設 計 に 不 可 欠 の デ ー タ ー を 集 積 す る こ と

が で き ま し た 。 旭 硝 子 研 究 所 の 耐 風 圧 試 験 機 も ， こ の 研 究 に 大 き く

貢 献 し ま し た 。 実 物 の カ ー テ ン ウ オ ー ル を 取付 け て テ ス ト で き る こ

の 大 型 試 験 機 は 旭 硝 子 が 世 界 で 初 め て 開 発 し た 脈 動 方 式 を 採 用 ， 息

の あ る 本 物 の j忍 と 同 様 の 脈 動 す る 風 圧 を 再 現 で き ， ま た 水 密 テ ス ト

も 同 時 に 行 な え る 画 期 的 な も の で す 。 旭 硝 子 で は ， こ の 風 圧 に 関 す

る 諸 研 究 の ほ か に も ， 建 築 の 設 計 に フ ィ ー ドバ ッ ク す る 基 礎 研 究 ，

そ し て 新 構 法 の 開 発 に 努 力 し て い ま す 。

写 兵/ 大阪三重長ビルと ，大型試験倣による同ビルの実物カーテンウオールの耐風圧実験

e，旭硝子株式会社

本 社 . 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 14

郵 使 番号 100 電 話。03) 211 - 0411

大 阪 支 届 ・ 大 阪 市 北 区 堂 島 船 大 工 町 53

郵 便 番 号530 電 話 側363- 1121
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も耐えてい か な る 苛 酷 な 条 件 に

しい特性がこのすばら

建 築 を 守 り ま す

特許

ｾ食。 ＭＴ ｉａ お水絡の智ゅう，ィド・

。

※ 新ア ス タイト の開発に成功- 4 種類から 2種類へー

※ 建築構 造 の 多様化に即応し た特殊防水仕様の採用

※ 建築物 の大型化に備えた 歩行用 及 び室内、地下 防水仕様 の強化

※ 強力ギル ソイドー 主材料 と して持に 重点的に改良

※ ベ ースルーフ ィングの採用一殴米に比 べて湿気 の多い我 が国独 自な配慮、

※ ギルボード採用によるイ ンシ ュ レー ション イ士様 の市在立

折曲 げ試験ですばらしい

柔 軟性を 示すギ ル・ アス防水 層

折曲げ試験 に耐 えき れず

に破断した 一般防水層

責 任 施 工 組 合員 名 簿 ( 西 ア ス 会 員 ) S .  44 .5 現在

近 銭 地 方 日 本 政 背 工 業 側 大 阪 支 信 仰 名 lli if!j 式 鮒 小 島 工 務 応 正 手 I l 商 事 株 式 会 社

側 久 保 1湖 底 イ i )1 処 材 体 式 会 トl 防 総 建 材 庖 中 国 ・ 田 園 地 区 九 州 地 区

側 木 下 護 三 間 1; 5 胸 中 山 商 会 日 東 物 産 株 式 会 社 背 盛 建 材 株 式 会 社 w盛建材( 附稲岡営業所

( 附井 上 浄 夫 目指宿 千 代 朗 建 材 株 式 会 社 太 田 建 材 株 式 会 社 苛 政 建 材 側 岡 山営 業 所 町 有TI 工 業 株 式 会 社

側 大 手口 閉 会 ( 附 タ テ パ ヤ シ 商 会 北 陸 地 区 制 小 野 甚 閥 庖 高稲工業制北九州営業所

向 山工刻側大阪営業.所 凹仏応用化工側大阪営業所 北 川 泌 背 工 業 株 式 会 社 側 浜 原 12 問 応 石 紫 産 業 妹 式 会 制

内 外 工 業 株 式 会 む 東 海 地 区 北川後背工刻附宮 山且Pi 長所 側浜原型商応防庁f営業所 市 稲 工 業 側 大 分 出 張 所

旭 化 建 工 業 妹 式 会 社 問 l封 建 材 株 式 会 社 北川縫う1f 工業制福井 出様所 古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 ii'r， ［ｦｦｦｩ工業側熊本出 ｾ ｊ ｾ 所
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独得な組立法により 、取 付 は 簡 単

カラー村妹アルミ合金( フ レクサラム) を似

川しているので 、， ｾ王 ｊ 止で・ＺＺｫしく、メ他のアル

ミイT令では汚えられない 12 かな伴 )J 性 の た め

ピス 止 めの千Ｑｩ ｾＱ がなく、 Ｑｾｻ Ｎｊは迅速 、ｦＮｉｉ ￬ 修、

とり作も 簡 単 ですの

レディメードが生んだローコスト

コイルから直接成形するので、ＮＡￆＩＧＨが ｉｉｲ￭ｩｾ で

あり、切断 抜 統 ・ 折 り IJl Iげ・ アール )) 111: が

1' 1111 にできます。パネル標準色は 15色で形状

( 陸Irl(tI ) の純類も盟問、レディメード製品のた

め ft lli 絡が' ムいのも判長です 。

材 質 は 最 高 級 品 を保障

'-;e寸でな|耐向山1' 1: 材 料のため、断 l(tI が現われでも

il; !i 蝕の，じ刊己はなく、ィ、鋭、1' 1: ・耐J"n毛'1'1: の j lk dJi

級 品 で す。 ?，'jfn1 もノI<i .先いで110 Ij i にすみ、メ ン

テナス 'L'() 11 も不要です。

総 発 売 冗 都 ｬｩ く伝統 ・ ｴｾＱＱ Ｑ への 飛附

現代建築の夢 一一 画期的な内・外装材

コじっ!: f: ; c. .ヲコJ L- J [ I -

〔ハ ン タ ー ・ タ ク ラ ス 社 技 術 提 機 〕

製造元 三 協 ア ル ミ ニ ウ ム 工業 株 式 会社

詳 細 は カ タ ロ グ を ご 請 求 下 さ い

<iS> 
，安宅走業株式看E赤土

J.l! J;f -k H  !R 以内11[ ' 代 Illt><: 太 f 町 1 1'1 14 ( 大 f. 町ピル) - ; U. ! l i  (o:n 20 1- 6' 111 

札 帆 支 Vi 札 制 市 北 i 車 内 4 川 1 1 ( 11 本' 長命ピル ) 市 枯 (0122) 23 - 7 161  

% 山 f"¥t 支 1，1; γ'，c'! !;i r! i
l !・t.{ 帥 2 1 '1 115 - 2 2 ( t品 卸 ピ ル } 市 川 ( 052) 201- 327 1  

仏 向 車 問 山 品 rli Ｉｾ町 ｈ の Ｑ Ｐ (  r 代 111' 1' . 命 ピ ル } 司1 ， ｉｾ＠ ( 0822)  28 - 0586 

八 幅 五 1，1; 北 九 州 . !i 八 III t><: r， 川 町 l の 1 7t! ，!，I; ( 093)  67 - 5 13 1  

金属建材部 ・本社大阪市京区今1，(¥5 rl 1l 4  "世話 (06) 231- 846i  ( ).:代 }i )

h'.¥ I昌l 五 1; 1-; ｾ， ｉｬ 品 ｉｲｬｩ 刷助町 Ｒ l'  11 2  Ｈ ｾ ， ｉ 同 ｊ ｾＱ ピルＩ '，11 ， ｉｾ＠ ( 092)  28 - 623'  
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ドアチェ y ク 60シリー ス

ドアチェ y ク 70シリース

ドアチェ ック 80シリー ス

ゆ

フロアヒン ジ

その他

ラノ 〈卜リヒ ンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

トアハン ドル

N E W * S T A R  

米 品質性能とな用祭スライド式

z ユースターf j 1"ペ1.，-' :1

片引き戸内観図
上枠断面懸吊要領

ｾ早早口 円 戸
ト一一一D W- - - -→

内

穆

レール取付緩例国

議 fP.t 法" 守ヮて下さ い.

州 問岡 山の 肘u詰κ 剛 d h J. ' ".  

. ニュースタースライド式ドアオ ペ レータ ーの特徴

. ill1圧 の長所 と7日気 試 の 不IJ.' .' 人とを 組 合せた 新 製 品 です 0 ・illl 圧 装置 がつ いているために |羽 る述 度 が 「ゆるく J r なめらか」 です。 ・パ ルプの 淵 援

で J' J'J る速度 が自 a l に変えられます。 . ｊ ［， ｮ る手 ｬＧ ｪￍＩ で ー 且 ｌｉ 二って 、 その后 ゆ るく ｼ 刻り ま す 。 Ｎ ｦ ｴ ［ＺＮＧ ， Ｚ ＱｊＺ の 場合、すぐ に手で ｬ 降 くｊｩｦ ｊ 聞 が ｮｾ ， 来ます 。 Ｎ ｪ￹ｦｩ 絡が

安 く、日IJ 途 工 事 がほとんとな い。 ・取 付工事 、保守 が非常 に簡 単 です 。

笹W.STAR)

M 

日本ド7一子工w ク楽団4 式命社ＴＧ ｲｲＭｔｾＧｙ ・Ｏ有定スー不 日 守

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 w 矢 柄 町 2 2  2 地 I1舌 ( 06 ) ( 758)  12 5 1  ( 代 )

東京支庖東 京 都千代田 区 判 ｬ 凹小川町 Ｒ ー ＱＲ Ｈｦｨｩ ｾ ピ ｊ レ Ｉ 1世間 ( 03 ) ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 帆 市 月 寒 中 央 通 り 月 諜 3 1  4  - 1 地 問 ( 0122 )( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 番 丁 1 8  7 匂 結 ( 0222 )( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋 出張 所 名 古 屋 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 旬 結 ( 052)( 981) 7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 郡 {左 京 町 線 井 2 0  5  1世間 ( 08287)( 7  )  1  6  1  1  

福 岡 出 張 所 初 間 市 天 神 4 丁 目 4 帯 2 4 地 結 ( 092) ( 74)  2372 .  3312  

5  



の製品には・・・・

- ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

'ート

S T - 8 4  (18- 8 ステ ンレス )

-
R A システム

- 仕上はサテ ン仕上 です

寸法 ("Ym) 板 厚 木ネ ジ穴の数 木ネ ジの太さ及び長さ 梱包数量

. R A システム (90。抜 け芯装 置付) です

・高精度を 諮 り、耐蝕性・耐熱性にすぐれ

錆びた り変 色 したりする 事 はあり ません

・18- 8 ステ ンレス、木ネジ付き です

全長 横巾 (明)
+  

弘、
(枚)

8 9  8 9  2 .  5  6  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4.  1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4.  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・ 2 枚 木 ネ ジ付 紙函 入

.  ｪ［ ｦｦｾ で ガ イド Ｈ下穴Ｉを設ける必要がない 。

料ジの革命亥/ ，イヲー

・ 全 ネ ジ 式 で す か ら 符 者 が . Q く 振動 の た め に

抜 け て く る よ う な こ と は な い 。

- 釘 状 の fflS分 で 木 古11へ 安 定 し た i伏合 が出 来 る

の で ド ラ イ パ ー の横 滑 り がなく 製 品 を 傷 め

ず に |川 辺 出 来 る 。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 加 が

少なく 反 復 作 用 によく 耐 え ま す 。

※ とア ー トミ の ヒ ン ジ の 中 級 JIlt 以 上 ( D R - 844.  

N  R - 64.  S  T - 84.  S  T - S  L - 84- 1) に は

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

. 最新型ウオール

レ ジ ス タ ー セ ッ ト EWι シ究ター・米国 F HA糊

- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

もｾさやか 。 レ ジ ス タ ー

・ 皇室 内冷暖房の保 Ｍ［ｬｾｩ ｡ ｭ｝ 節が 容易 。 ｎｯ Ｎ ＵＵ Ｍ ｒ

・ シャ y ター 120・ 迄 自 在 潤 節 止 め 付 。

・事i5の 発 生 、 変 色 が な く 温 度 の 高 い

所、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 して 使

用 出 来 る。

・ ス ァ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 IHJ 色 の

務 ち つ い た 色 制。

・風 雨 の |悩 す 場 所 で も 雨 の 11大 込 む 心 ク リ J レ

配 が な い 。 N o. 5 5 - G

・ ソ フ ト シ ー ト に て 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

6  

夕つ き が なく、 完 全 密 着取 付 け 施

工 が出 来る。

伺E砂

. J 1 5 規格表示許可工場住宅公団・建設省指定メーカ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 "Ym ( 吋 )

縦 I f黄

150 ( 6  " )  

150 ( 6  ")  

150 ( 6 つ

260 ( 10")  

3 10 ( 12つ

360 ( 14つ

取 付 部分 切 込 み 寸 法 悦 ( 吋 )

縦 I f貰

150 ( 6  ")  

150 ( 6 つ

150 ( 6  " )  

260 ( 10つ

310  ( 12" )  

360  ( 14つ

表 面 板寸 法 ( %)

縦 1 償

195  I  295 

195 

195 

345 

395 

表 面 板 寸 法 ( "Ym)

縦 I f蹟

195 

195 

195 

295 

345 

395 

諜 鉄 筋 住 宅 の お 部 局 の換 気 、 冷 暖 房 設 ; 況の 通 Ji i l . 口には』現氾1的 な

"hl 入 、 排 気 の レ ジ 旦 夕 一 、 グ リ ル を 七 y トして f士m く ど さ い 。

.  本… … 社 い … 大 城 阪 … 柄 押 刷 図 町T 1寸 2 8  … 1け川)什 l

工 3場 晶 束 大 阪 市 布 市 図 町T 5  0  T E L校 問 (印81け) 5  5  6  6  

束 1ヌz 束 京 都 干f代t 因 区 外 神 回 3-6ι 一1げ2 T E L束 京 (げ25臼3) 0ω3 1円7 - 8  
出 張所

ｾ＠



Ｇ ｾ＠

宅ラヌ1 - : J

宅ラ ＺｊｾＮ ト

宅ラ Ｚｉｊｾ ト

③ 

合倣レイヨン中央{ i JIー究所

セ ラ ス キ ン と は 問 磁 器 の 皮 (C E R AMI C S KIN) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 i夜

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ y サ ー使

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁画 、 天 井 etc に 吹 付

け、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

- 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250.C ー I350.C  ) に で 発 色

し た 陶 臨 器 を 主 材料 に し て 顔 料、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

・ 耐 薬 品 性 弱直室、弱7 ' ルカリに対しては変化 を 起

し ま せ ん。

・ 耐 寒 性 一20" Cに 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ 入 。

. 下 地 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ ニ

ヤ 板、 辛口壁、 フ ロ ッ ク 、 ス レ ー ト、

テ ン ケ ス 類 etc

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗料 を 塗 って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工 場/ 大 阪 府 H ! 潟 市 別 府 3 6  5  T E L 大阪( 381 )913 1 5  

東京出張所/ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 2  1  6  T E L 東京( 431 )7106 7  

仙台出張所/ 仙 台 市 堤 通 町 3  0  T  E  L 仙台 (231 1  9  2  7  

瀬 戸 工 場/ 愛知県凋戸市大牢山口牢南山 1 3  8  

7  



ドする画期的新製品グ

問問機

ター界をリー、ソ

用時

。

電

4

停

ト

|

ト

ー
ぷ

!

?

日本のシャ

ブラケ y ト

三点押釦スイ γ チ

使用モーター

三相200V 50/60%  400W 

工

内
〈
ベ

v

n

/』

A

U
マ

4

|

|

高

さ

(

H

)

停電時周手動チ ェソ

2  6
M 

4  5  

幅 (W)一 一 +

開問機使用範囲 ( スラッ トS C I 6)

3  

電 動 開 問 機

L 型

ｾ＠

::j J周 新首E 巻l l J l り軸 と の 述 給 機川

お よ び L 型 機川

チ エ ン 収 納耳目

開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

凸部のない真直な シャッターケ ース 。

袖壁は不用です 。

減速機構はすべて完全密閉式です 。

小型で〉耐久力に 富む減速機 構。

給油の必要がありません 。

エンドレス強力ローラーチエンの内造。

リミ y 卜・スイ ッチを完全に内造。

手動操作をひとつにしました 。

ヒューズ装置の取付けが可能。

一 斉 ・両面 ・遠隔操作いつれも 可能です 。

リ ミ y トス イ γ チ

ガ パ ナ ー 機 州

手 動 機例

・特長・

4寺宮守出 版 中

1

2

3

4

5

6

7

8

9

印

日

ｌ ｽｲｾＮ ， 包 到 ｊ ｉｬｦＮ ｊ 問 機は、 ＱＱ 本シャ ｹ ター技術 研 究 所 において 、 長

年 にわたり 、国 立 大学 中it i街 機械 工予告IIJ I'i教段 の指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 、 ｬ￭ｴｴ 技 術 Ｑ ｾ ｬ￭ が総力をあげて 研 究 開 発し、遂に 従 米の ｉｬ ｦＮｊ Ｑ 別 機

の 概 念 を 倣 っ て 完 成 し た )1111JtJ J的 な新 製 品 です 。

この IlfJI 羽機 には 独白IJ にj1111 ちた 新 機 桝 が 数 多く 取り 入 れ ら れ て

おり( 特，i' F 3 件、ゾ4川 新 案 2 1' 1 を，'1' ，1必[LIこ1) 、減速機、 モータ一、

ブレーキ 機柄、千Ｇｾ ｾ Ｎ '.江叫川下到j 袋 i白は も と よ り、リ ミ y トスイ y

チ、 同U U板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の IIJi 河内 にコンパク トに

車内め で あ り ま す 。

ｦ えって、建築設 計 ｼ 二の納りが ｊ ド Ｇ ｉｾ ［ｾ［ に 簡 単で 、 しかも 、lDd.J や

そ の 後 の 似 守 山、検等も楽にできるよう 汚ヨさされております 。

これらの点から 見 て 、 ｬ［ｕ との ｾ ｉｉｉｉ ｉｉ に 比 べ総ゆる 点 にｊｩ［れてお・

り、シャ y ター 1lf.J問機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

北 九 州

鹿 児 島

ッター製作所

松

分

崎

高

広

大

宮

日本シャ刷 株 式 会 社

川 崎 01" tif ) L ( 点 3 r  11 1  1  5  9 併 J也

大 阪 dj ! . U. 淀川 1>( 川 川 通 6 r  11 3  8 酢 地

似 ＱｾＱＱ ｾ ｈＨｬ ｬ［ ｬ＠ ｴＺｬ ＱｾＨＱ Ｑ［ ＱＱ ｉＱ ｲ＠ ( ' 1' 以後/:;1 2 7 2 7 幣J也

名 山 九101" 1) ' 川 1><: .1ヒi_[ 側r 2  r  11 1  2  I件hh

東 京 工 場

大 阪 工 場

九 州 工 場

名 古 屋 工 場

8  
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• 

日 本 建 築 協 会 会 告

喝日本万国博建築講演会 (第 2 回)

一一 お祭り広場について一一

共催 日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

日本建築家協会関西支部

日 時 1O)J 23日( 木) 13.30→ 17. ∞ 

会 場 大 阪Tb凶区靭118 大阪科学技術センタ - 4 階401号室

プログラム

1. 設計JI 画について

l附ぷ〈星社竹腰建築: ぶ務所代表取締役

( 附昂rli J ] 築設音| 研究所代表取締役

2. . k . 屋恨の椛造について

法 政 大 学 教 授 工 学 博 士

3.  大屋恨の施工について

大 林 組 万 博 お 祭 り 広 場 建 築 工 'Jc

共 ["j 企 業 体 工 事 事 務 所 所 長 代 理

定 員 Ｒ ∞名Ｈ本会 ｾ［Ｎｉｊ 当 ＷＰ 名Ｉ

福 凶 t初 生 氏

神 谷 宏 治 氏

川 口 衛 氏

( お願い中)

新 l.li J 信 之 氏

会 費 2∞円( 当日会場受付にていただきます)

申 込 往復はがきで ｬ 名のみとし ， ｾ名のお巾込はお断りします。

氏名 ・勤務先名および所在地 ・述絡fU話器号を記入の上10)::1

151 - 1 までにや業課へ。ただし定員を担過したときは抽せん lζ

て決定し ，ど通知1いたします。

4 大徳寺の茶室見学の会 (第 2 回)

乙の見学会は本会名谷正会員で茶室の権威である岡田孝男先生のど案

内により催す乙とにいたしました。

大徳寺 ( Cは21 の塔頭があり ，茶肢はあわせて32防あります。茶室の見

学は普通に古いものを主としますが，新しい茶席も加えて先生から新旧

の比般をしていただきます。

Ａｬｾ＠ 1回は国宝の密l奄，: i l l : 文の隆玉 '1' 1 ' および袋l低新しい席と して酒虚亭

および安勝粁を見ましたが，第 2 回は次の茶室を先生にど案内願います。

1. 孤ｾＩＷｯ［の忘釜と山霊床Ｈ亙文Ｉ

2. 栄光院の閑駒市と桝床 ｊ ，ｾｾ (重文)

3.  丙桐院の松| 旬;1'1:と M米( 古い席と新JI! ';)

4  徳禅寺の向東路と骨消庵Ｈ新 ｊｾｏ … 乙乙で抹茶の綾待をうけます。

日 時 10月25日( 土) 午後 2 11寺( 集会) → 5 1時( 解散)

集合場所 京都市北区紫野大徳寺，三門修理場前 ・目機会腹

案 内 者 帝縁山学 院 大 学 教 授 工 学 博士 岡田孝男氏

定 員 30名( 今回は特に限定します)

会 資 500円( 拝観料，抹茶代)

申 込 往復はがきに限 り ます。はがきには Ｑ ｾ ，｛ 絞り氏名 ・ 勤 務先名

および所在地 ・述絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便器号を記入

の上10月13日までlζ 事業課へ。ただし定員を超過したときは

拍せん( c て決定し ，ご通知いたします。

当日欠席されても会貨のど負担を願います。

4 修学院離宮の拝観( 予定)

本年は秋色目Itな11 )=J を選び下記の通り 2 回にわたり拝観を願山ており

ますが，許可になるものと予定して希望者を募る乙とにいたしました。

日 時 (A) 第 l 回 11月 7 日( 金) 15. ∞ ( 集会) →16 ∞ ( 解散)

(B)  ):l' 52 回 11月14日( 金) 11 / 1 11 11 

集合場所 京郷市左京区修学院離宮 ，門前 ・目標会旗

( 京福沼市「修学院j または市バス修学院道下車，徒w約20

分)

定 員 各15名

申 込 往復はがきに| 絞ります。はがきには 1 : 名限りとし ，(A)か(B)の

区別 ・氏名 ・年令 ・勤務先名および役職 ・所在地 ・述絡EE話

洛号 ・返信J - rJ宛名 ・郵便番号を記入の上10月10日までに事業

課へ。ただし定員を超過したときは抽せん lζ て決定しど通知

いた します。

司 会 館 基 金 へ の 寄 付 受 領

先年近畿建築会館建設資金として借入いたしました借入先の内 ，下記

各位より借入金を会館越金として改めて寄付し ていただく乙ととなりま

した。本会の基礎をますます強固にするものと ，ま乙とに感謝のい た り

で，乙乙 Iζ 誌 して厚くお礼申上けます。

記

株 式 会 社 森 組

大阪生 コンクリ ート 株式会社

浅 海 ' 心 気 株 式 会 社

中 央 fG気 工 業 株 式 会 社

計

30，α氾円

l ∞，∞0円

l∞， 000円

70，∞0円

3∞， 000円

9  



4 新建築研究ゼミナールと見学会

東洋ホテル新築工事

共催 日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

日 時 10月 3 EI  ( 金) 13. 30 ( 集合〕→17 ∞( 解散)

集合場所 大阪市大淀区盤的凶通 1丁目21

定

L >担

τE  

申

東洋ホテノレ中央玄関前 ・回線会総

( 地下鉄，中津駅下車，中津本通 1 ・2 丁目山口すぐ)

0 ゼミナール 13. 30→15.∞ 

1. 挨 J歩

東 洋 ホ テ J レ株式会社副ネl : . k 木 村 伊 太 郎 氏

2. ｾ設計画および設計古 ｼ 聞について

( 制大林組建築本部設計部次 j乏 吉 岡 吉 雄 氏

3.  H骨造計画について

附大林組建築本部設計部主査 樋 口 元 一 氏

4. 空気調和設備その他について

岡大林組建築本部設備gH設備課 rt 1  
1 . 京信生氏

5. m気設備について

Ｈ附大林組建築本古 ｾｓ 設備部 ￭ｬｬ 気鋭 品d 大 成 氏

6. 施工について

( 附大林組豊崎工事事務所以 橋 J f ¥ 謙 介 氏

0 見 学 15. ∞→17. ∞

建築級要

所 在 j也 大|節1) 大淀区豊島凶通 1丁目21

i主 築 主 点洋ホテノレ株式会社

設J I ・施工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 5，121. 54rrf 

建 築 面 的

床 而 悩

階 主主

3，017. 65nf  

34，363. 62rrf  

j 出ド 3 階 ・地上16階 ・地屋 3 ｉ ｾ 皆

粁 尚 G L  145m 

l及 煎i gjS G  L  157m 

地 下 深 さ G L - 15 m 

構 造 S R C造 ・基礎ノf イJ レコラム

客 室 659室 ・特別室 4 室

工 期 昭 和43年 3 月 1 日→昭和44年 10月31日

員 150名( 本会割当50名)

費 1∞円 ( 当日受付でいただきます)

込 往復はがきに限ります。はがきには 1名|浪り ，氏名 ・勤務先

名および所在地 ・連絡氾話番号 ・返信用宛名記入の上 9 月26

日までに事業課へ。ただし定員を超過した時は拍せん lζ て決

定 し，ど通知いたし ます。

10 

日 本 建 築 協 会 会 告

4 日本万国博会場建設工事見学会(第 4 回〉

共催 日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

( 今回は特 lζ 地方会員のお申込を歓迎 します〉

日 時 10月 8 E1  ( 水) ，集合 12時30分( 雨天でも参り ます)

集合場所 大阪市北区中之島。中央公会堂 ・西裏

大阪観光ノ〈ス 2 台( 提供大成建設) ・目標会政

万国博会場 吹田市大字山間下3492

行 程 12.40 中央公会堂西袈発，阪神高速→名神高速道路を l次旧よ

り会場へ

13. 10 会場展望台若，万国博協会お係員の案内で全景を展望

した後，全会場の工事を l順次見学

16 ∞ 会 場 発，千里ニュータウン→豊中岡田I→阪神高速道路

を経て大阪へ

17. 00 大阪駅西口12 ・解散

定 員 150名( 本会割当50名)

申 込 往復はがきに限ります。はがきには l 名|綾り氏名 ・勤務先お

よび所在地 ・連絡む話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の

上 9 月29日までに事業銀へ。ただし定員を超過したときは拍

せん lζ て決定し ，乙‘ 通知いたします。

4 神戸の明治建築を見る会

乙の見学会は本会の正会員で，さきに近代辿築調査委員会の委員とし

て，また現在は出版委員会の委員として常に本会のためにと尽力願って

いる ，明治建築の権威工学博士坂本勝比古氏のど案内により催す乙とに

いTこしました。

日 時 10fJ 18 1::l ( 土) 13. 30 ( 集合) →17. 30 ( 解散)

集合場所 事1
1
戸市灘区背谷，王子公聞日ハンター邸前 ・目標会肱

( 12. 40 阪急神戸線梅凹発特急乗車，西宮北口乗替，普通電

車西灘駅下車山側- ，- 徒歩10分)

下記見取図参考・・ハンター邸位置

見学建物

1. 1日ハンター住宅( 重文)

2. 北野町異人館街

3. 旧 トー マス邸

4. 1日ピショフj j ; B

5. 浄土真宗本願寺派兵庫別

院

6. 旧ハッサム住宅( 重文)

と相楽園

以上見学後，相楽園で解散

定 員 30名

=ゴ 171- 一一一ー

コt 二

一一」主主杢竺」号孟空 説

三宮 - - ← 訂ｾ - - -

申 込 往復はがきに|現ります。はがきには 1名限り氏名 ・勤務先名

および所在地 ・述絡匂話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入

の上10月 6 日までに事業課へ，ただし定員を超過したときは

抽せんにて決定し ，ど通知いたします。
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新時代の建築をリードするグ

ヨイワコサ旦，ヨの I ' : 1: ミ，ー径三<>

- 耐風圧強度 風圧200勾1m
2

の大型台風にも

ビクともしません 。

・気密性 す ぐれた 気密性を持ち 、遮音暖冷

房負荷にも好結果をもたらします 。

・割安 の低 価 格 枠 見 込70引にまさるとも劣

らない高性能を持ち 、 しかもお値段がグー

ンと低;いお買い得ニサ ッシです 。

ヲイワコサ旦，ヨ揖互信託
. 本 社 ・工 場 堺 市 松 屋 町 1- 6 T E し 0722( 38 ) 1141 大 代 表
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まえがき 明和44年 5 月 I 日か占 施行されたi l ! 第 i&制法施

行令の一郎改正に つい ては，すで 1<: 本欄で紹介しましたが( 本

年 4 月号害関) . ｊｦ 細に つい て質問を受けてお りますので ｾ ｩｬＡ

築地撤法施行令 の一郎改正 1<: つい て (i 血述 ) il! 投省LHi T発第

26号昭和44年 3 月 3 日〉 およ び < i l ! 築応部法施行令の 一部を

改正する政令の施行につい て( 通知 ) 正s般行i主術発第 149 号

昭和44年5 月 l 日〉 において明らかにさ れた 'J 1mも含めてお

答えします。

問 1 施行令第 112 条の防火区画の規定で，用

途上やむを得ないものとして緩和されるものに

ついて，説明して下さい。

答 防火区聞のうち用途上の緩和規定があるも

のは ，っさの 3 つの防火区画です。すなわち，

(  1  ) 耐火建築物，または簡易耐火建築物の易

会の 1. 5∞rrf 以内毎の面積区画( 令第112条第 l

項) . ( 2) 特殊建築物( 法第27条) または準

防火地域Ｈ法賀 ｾＶＲ 条第 Ｑ 項Ｉの規定によ って ，

外壁耐火構造または不燃構造の簡易耐火建築物

とした場合のそれぞれ5∞rrf . 1. αぬrrf 以内毎の

面積区画( 令第112条第 2 項第 3 項) . ( 3) 耐

火建築物でかっ地階または 3 階以上に居室を有

する建築物に適用される階層区画( 令第 112条

第 8 項) であります。

そのうち ，その用途上やむを得ないとして緩

和される もの は. (  1  ) についてはただし告で，

< 劇場，映画館，演芸場，観覧場，公会堂また

は集会場の客席 ，体育館，工場 その他乙れ らに

類する用途に供する建築物の部分> ( 令第112条

第 1 : 項) . ( 2 ) についてはく体育館，工場そ

の他乙れ らに類す る用途 IL供する建築物の部分

で，天井および壁の室内に面する郎分の仕上

け‘ を不燃材料または準不燃材料でしたもの>

(令第112条第 4 項) . また . ( 3) については

第 112条第 1 項ただし警に規定する用途に供す

る建築物の節分で内装を不燃化 した ものについ

ては ，その用途上区画す ることができる純闘で

区画すればよい乙とになっています( 令第 112

条第 8 項) 。

なお ， 令 ｴｲｾ 日 Ｒ 条第 Ｑ :項fこた‘ し韮r - および) : j H

項に規定する用途 IL供する建築物には ，倉庫お

よび荷さばき施設( 荷役機械を除く) が含まれ

る乙とが明確にされました。( 通達〔上記通達。

以下同じ) )

問 2 防火区画に用いる防火戸の開閉要件 (令

第112条第13項) は，常時閉鎖状態にある戸に

は適用されないと思われるがどうでしょうか。

答 令第112条第 i 3項 lとは ，第 l 号で随H寺手で

閉められ，かっ ，火災時に熱感知 lζ より自動閉

鎖する乙と ，第 2 号では直接手であけ られ，手

を商!t すとi ' l ［ｲｩ Ｉｊ 閉鎖 する ｬｾｓ 分を有する ζ と ， か すなわち ，防火材料( モノレタ J レ，しっく い，

つ，その戸の JJfl JJJgjS分の所姿、l 法を定めていま 鋼板，石綿スレート ，石rr ボードその他可燃材

す 。乙のうち ｴｲ ｾ 1 日については ， はめどろし

戸，パイ プシャフ 卜な との点検しl の戸などmjji

・ 刑法が ｾＺ ［ＧｩｬｬＡｦｊｾｊ ＤｊＧ ￭ の状態にある も のには ， 実際

上告!tjぱl沫ですので適JII がないとしています。

( 通知I ( 七記通知。以下同じ 。) ) 乙れら 以外

の戸は( たと えば ドアチェック付のみの戸など

の場合) 削 ljf 閉鎖的に使用される ものと予想さ

れて も，現実ICx.R築物j を使用する際には，とき

に必要上戸当りなどにより常時開放されたまま

にされ， そのため ，火災時の自動閉鎖が確保で

きなくなるととが考えられますので ，第 1 号の

適用を除外されないと解釈されます。 しかし .

公共住宅などにみ られる階段室形の共同住宅に

おける各住戸の出入口戸については ，その用法

からみて! : l ' 51号についての適用がないと してい

ますので，乙の場合は第 2 号の要件のみ充足す

ればよい乙とになります。( 通知)

問 3 避難階の直上階または直下階のみに通ず

る吹妓きを設ける場合，その部分の壁および天

井の内装を下地共に不燃材料で行なえば，その

他の部分との防火区画が免除される ( 令第 112

条第 8項ただし書き) とあるが，不燃内装はど

こまで行なえばよいでしょうか。

答 ｾおよび天井の内装を下地共 ｬζ 不燃材料で

行なうべ き制凶は，その吹抜きを含めて耐火構

造の床 もしくは壁または甲種防火戸も しくは乙

種防火戸で区画された部分全部であるとしてい

ます。 ( 通知) なお避難階( 通常は l 階) から

その直上階のみに通ずる吹抜きと避難階からそ

の直下階のみに通ずる吹抜きが，廊下などでつ

なが っていて その聞に 上記の 区画がないとき

は，避難階の直下附から避難階の直上階まで通

ずる吹抜きになり ，防火区画の免除がなくなり

ますから ，どi注窓下さい。なお念のためつけ加

えますと，乙の規定は ，主要構造郎が耐火構造

で，かつ ，地階または 3 階以上の階に居室のあ

る建築物に適用される ものです。

問 4 内装制限の規定のなかに，居室などから

< 地上に通ずる主たる廊下，階段その他の通

路> に関する制限がありますが，くその他の通

路> について具体的に示して下さい 。

答 特殊建築物および高さ 3 1 mを乙える建築物

κ あっては居室なと、か ら地上に通ずる廊下，‘階

段その他の壁および天井の仕上げを不燃材料ま

たは準不燃材料としな ければならない 乙とにな

りましたが( 令j : s 129条第 1. 2. 3. 4 項) . 乙の

くその他の通路> ICは. 1  通路 ，入口などに

属するロビーの類. 2. 避難専用通路等のほか

3. 避難上必要な他の用途部分の通り抜け郎分

なども含まれると解釈されています。( 通知)

問 5 内装制限を必要とする部分の室内仕上げ

で，規定による防火材料の上に紙貼りまたは布

貼りを施した場合，適法でしょうか。

答 紙，布などによる現場貼付け仕上げについ

ては ，現在建設省でその取扱いについて検討中

との乙と ですが，暫定措置として ，当面の間っ

き‘ のような場合は適合するものとされました。

料による 表面仕上げを施してない ものに 限る。)

lζ 紙n占りまたは布貼りを施した ものは，紙また

は布の j♀さがおおむね 0. 3 m m以下で，かつ，

下Jl ，!i りしないで，直接，防火材料 lζ ベた 11占りを

行な った場合同線り . I1占り下地の防火材料と同

等の防火性能を有するものとみなすとの建設省

見解がだされています。 ( 通知)

問 6 内装制限を必要とする部分の室内の天井

仕上げを光天井とすることができますか 。

答 内装fJjl JfI良で天井の仕上げ材料が制定されて

いる場合 ，不燃材料でない照明器具などもその

対象となります。

すなわち ，照明器具のカバーなどで不燃材料

でないものを壁また は天井の表面に設ける易合

には ， 天井市に占められる表面積の合計の%。

以下とする乙ととされました( 通知) 。 したが

って ，不燃材料でない照明カバーで天井全国を

おおった光天井は不可能になります。また ，天

井ノレーパーなどを全面に設ける場合も ，そのノレ

ーパーなと仕上げの材料が当該規定( 令第 129

条第 1. 2.3. 4. 5 項) に適合するものとする必要

があります。

さらに ，換気ロ など( 排煙設備で あるものを

除く) についても ，天井面における |期日而般の合

計を天井面積の %。 以下とするとともに Bf. J 口郎

lζ 防火上有効な金網，パンチングメタル . 防火ダ

ンパーなとを設ける乙ととされました( 通知) 。

問 7 従来は適法であったが今度の改正施行令

には適合しない既存の建築物にさらに増築する

場合，既存の部分について施行令の適用が除外

されますか。

答 従来は適法であったものが，改正後の法律

に適合しない部分を生じた場合 ，一般的には ，

さらに増築 ，改築 ，大規模の修繕または大規模

の模様替の工事をしないのであれば適合しない

ままでよく，乙れらの工事を行なえば既存の不

適合の郎分も同時に適法 IL しなければなりませ

ん。適法に改修しなければならない純聞は，条

文の制| 壌が敷地全体にわたるものであれば敷地

全体について，棟単位のものであれば泊築など

の工事をするおu全体についでになります。例え

ば. 1. 5∞rrf 以内毎lζ 防火区画を要する既存建

築物でスプリンクラ ーを全館 lζ 設ける乙 とによ

り防火区画を行なっていない場合 ，その屋上に

さらに増築しようとすれば，棟単位の規定であ

る防火区画についての改正施行令条文が建築物

全体について適用されますので ，既存部分に

ついても 3.α わrrf ( スプ リンクラ ーを考慮して

3. αXJ rrf 

一万一一= 1. 5∞rrf ) 以内毎にあらた iζ 防火区画

を設ける乙とになります。

なお，上記の適合しないままでよい場合でも ，

特定行政庁が著しく保安上危険であるとか著し

く衛生上有害であると認める場合には ，除却]，

修繕などの必要な措置をとるよう命ずる乙とが

あります。

大阪市悠築局建築部審査謀 本 郷 聴 l

大阪市II 築局m築部設計課 平 ! i 哲 朗 f
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読者の頁

投稿をおまちしております 。掲載の

分には規定の稿料を差上げます。

- 文 化 財 は 国 民 的 財 産 で す /

一一開発に当っては

ぜひ事前にご相談を一一

大阪府教育委員会文化財保護課

文化財が私達国民の大切な遺産である乙と

は，今更いうまでもありません。日本へきた外

国人が，京都や，奈良の文化財を観賞して 「日

本の美」に絢をおど らせ るのも， 当然すぎるほ

どわが日本は伝統のある美しい国であるか らで

す。とくにわが大阪は，地勢的には金岡1) ・生駒

・中国山地K か乙まれ，緑なす丘陵か ら平野部

にかけては，大阪湾 lζ 注ぐ大小の河川が発達し，

温暖な気候. 海の幸 ・山の幸なとにめぐまれて，

大普か ら多くの人々が住みついてきました 。

稲作りが開始された弥生時代以降は ，初夏に

おける適量な降雨と水手1]， 気温が農耕の必要条

件となり，それらの条件を十二分に整えた乙の

地域が，政治 ・文化の中心として栄えるととに

なりましたのも当然の乙とといえます。

従って私達祖先の足跡は，遺跡として今日 lζ

伝わっているのです。

大阪府教育委員会では，乙乙 10年来，府下一

円lζ 存在する分布調査を継続して行ないまし

て，いままでに 2.104 箇所の遺跡を確認し、たし

ました 。そ の地点は，今回刊行いたしました

「大阪府文化財総合分布図」に周知の遺跡とし

て記載されております。

乙れらは互いに密接な関連をもって成立して

いる性格上， 当時の歴史 ・文化の解明にはいず

れも欠く乙とのできないものであり ，今後の文

化の発展の基礎として ，また地域の文化環境の

保全の点、からも，乙の分布図の積極的な活用が

のぞまれるものであります。

最近地成社会の急激な変化によって ，遺跡地

一帯の状況が着る しく変化し つつある乙とは事

実であります。とくに開発と文化財の保護と保

存は，私達当事者の設も重大な関心事でありま

す。最も理想と考えられるととは，計画当初に

おいて当課と緊密な連絡を願って ，文化財が損

なわれないで ，しかも環境整備など建設のプラ

スとなるような配慮をして頂ければ最も好まし

いことといえます。

しかしどうしても計画上避け られないという

乙とになりますと ，①発釘1調査が必要となりま

すが，とれは法によりまして ，発掘着手30日前

までに， 当課を通じて文化庁 lζ 届け出なければ

ならない ζ とになっています。

発銅調査は ，土中にある辿構を検出して ，当

時の状況を復元する ，きわめて慎重さを要する

作業ですが，地表而からは見れないために ，発

掘過程で何がでてくるかも知れません 。そのよ

うな点でかなりの日数が必要となる場合もある

わけですので ，調査 ・建設計画双方lζ 支障がな

いように，できるた‘ け早く相談していただく乙

とが必要かと考えます。

②また ，確認されている 遺跡地帯以外の処で，

工夢中不l剛 ζ 造物が発見される乙とがよくあり

ますが，当時の歴史を明らかにす るためには，

その出土状況が重要な窓味をもっておりますの

で，乙のときぜひ逃物をとり上げないで工事を

一時とめていただき ，至急電話で当課まで連絡

• I反 戦 の た め の 万 国 博」

"人類の平和と解放のために " をテー <' 1ζ

「反戦のための万国博J ( ハンパク) が 8 月 7 日か

ら11 日まで ，大阪城公園でお乙なわれた。参加

したのは全国か ら集った地区ベ平速を主体とす

る約200団体で，毎夜 1 千人もの若者を集めた 。

市民大学，対話 ，演劇，映画，フォークソン

グなどの輸が自然的 lζ 発生し消滅する 。そ して

最終日 κ は 5 千人が参加して ， ヘルメット集

団，反戦の花グノレ ープ，呼び乙みグループ，フ

ォーク集団などの多様なデモを御堂筋に繰り拡

げfこ。

ハンパク協会の山田宗隆理事長は，ハンパク

の理念を「反戦がなくて人類の進歩と調和はな

い。矛盾をはらむ日本万国博のあり方をわれわ

れ名もない民衆が告発し，反戦のために ，創造

していただきますと ，技sili を直 IC現場 lζ 派遣し

適切な処 ｬｬｾ を講ずる ζ とになっています 。

古代か ら政治 ・文化の中心てあった大阪を語

るこれ らの遺跡は . ｅ ｉ 本歴 史学の上で て ｉｩＺｾな佼

間を占めているものですが，不芋ーにして消滅を

余儀なくされたものが半数近くにのぼります。

今後の大阪 ，あるいは! 怪火学の研究，郷土教育

のＩＮｾ、を考えますと Ｎ 何とかＨ栄作して後世にゆだ

ね ， またも ｬｩ 級ＨＱＧＭＱな活問 昔 ｬｩ 凶を Ｎ 占 ｾｉ rli 計画のなか

で大きな観点 IC立って推しすすめる ζ とが . 過

記長i化し てくる者f I ! h 域の住民の文化 (I'. j )基盤を縫保

する上からも . 必要な ζ とだと思われますの

で. <&; 1 : 去な. c l ! *，れとと協力をお願いいたします。

なお不明の t旦につきましては ，乙遠慮なく当

課に乙相談下さるよう 言 ｦ［ＺｾＧ､てお願い致します 。

し，参加する 。その基盤を つくるのがハン パク

だ。会場をつくり ，参加し， 見物するみんなが

主役なんだ」 と語り， またハンパクの成果を

「五日聞のハンノマクと，デモを通じて，少なく

ともバ ラバラだった市民運動の連帯; の広場がで

きた」 と評価した。

ハンパクは所謂市民運動の現在までの頂点を

形成した。と同時にベ平速を中心とする乙の運

動が転機にさしかか ってきているの も事実であ

る。運動の量的拡大によ って ，本来流動的な市

民意識に立脚した "反戦" 理念が再検討を迫ら

れているといえよう。目下のと乙ろ乙の運動の

主体は学生を中心とする若者である。真に名も

ない労働者を吸収する乙とができるかとうかが

今後 ζ の運動に諜せられた問いである。

U11I 1111，"l l l l l l l l l l l l l l l lJ l ll tlllll l l l l tl IIIIIIIII III II IIII11111111111111111111111111111111111111111111111111“11111111111111111111111111111111111111111111111111: 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111.11111111111111111111111111111 

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その31) ( 明治11年 10月13日~至10月16日) 口

明治

11年 10月13日

11 11 15日

1/  11 11 

11 11 16日

11 11 / 1 

11 1/  11 

11 11 / 1  

高知県の前ｾ部補荒尾設二郎の詐欺未遂に関する記事があるが ，退職後紅茶製造を

志して京都へ上り ，静岡県士族熊谷義ーというものの指導を受けて ，一緒に「丹波

国所々の紅茶場へ」出張して ，経理を担当したとある。

じよ乙うひん

明治天皇京都着。 19日まで滞在。 川原町職工場へも臨御して ，女紅品 ，勧業分局の

製品類なとを見学した 。

明治 8 年 4 月布告「街面詰難破及漂流物取扱規制J K 一条追加。乙れは難破漂流の

材木が大 き過ぎて領置の難かしい場合 lとは，その場で公売し ，その代価を現物j とみ

なして処分してよいという条文( 第38条) 。

華族島津忠義は ，旧領麗児島での滞在期限が切れたが，ゼ J レ7 ン( 日耳受。 ドイツ)

人某及|日家臣晶品屯宣活と，諸鉱山開発 lζ 尽力したいと ，さらに 1年間の滞在許可

を願い出た 。

京都一大津間鉄道工事は ，請負の棟梁が決まらないので ，計画通りに運んでいない

という記事がある 。棟梁が決ま らないのも ，根本は職人不足で責任が負いきれない

からだとある。

前熊本鋲台司令官谷干城。家族と ともに ，故郷高知久高村へ帰る 。故郷の教育 ・殖

産事業のためにつくしたいというのが表面の理由だが ，板垣退助とも数回会談して

立憲政体論をめぐる意見の調整 ( 従来板垣は急進論。谷は漸進論) に成功したと伝

え られ，政治的下野として注目を集めた。

東海道金谷宿河原町仲田源、蔵，小川村向坂淵平治の 2 人が，大井川へ半永久的な橋

を架す許可を内務省より得る。 併し落成までに六年かかる予定 という。

( 東京都北区神谷 2/ 22ノ13 須藤欣二)

制 刷 1111山 UU II III III IIII II II IIII 川 川 1111111111111山 11111111111111111川 111111川 11111111111111111111111111111111“1111111111111111111111111111川 1山口 1111111111111111111111111111111111111111111111川 川 川 川 山 川 川 川 11111川 川 川 IIIIIIIIIII UJ P
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各種玄関マ ット設計製作 ｅ 畠温孟ｾ

〈 詳 細 図 〉

|十U 111 1  1+.. 1  ｾ＠

::ニコJミ

〈規格色〉 赤 ・自 ・緑 ・鼠 ・青

お そ う じ 百 貨

玄関に

ハイセンスを ノ

マットは

トップメーカーの

ミ サ ;; . / v 製 品を

お選 び下さい

( ウルトラセン)

ウルトラインマット 試験表

・耐 摩 粍 試 験 一 摩 粍 減 量 0 .0035 グラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グラ ム

回 転 速 度 57 r.p.m. 1000 回転

・熱収縮試験( 膨張)

40 .C 土 1 .C  3 時 間 変 化 な し - 5 .C  3 時 間 縦 ( - 0. 10% )  

横( 一 0. 17% )

・耐 薬品試 験 浸 ，責条件 30・C x 31日間重量変化率

3  % H2S0 . ( 孟 0 . 1% ) 10 % N AoH( ;亘 0 . 1% )

植 物油( 白絞油) ( 5 .2% )  ( 30.C  x  5 日間)

・耐 水 試 験 浸 漬 条 件 23.C X  24時 間 0 .07%

〈営 禦 所〉

三官リ" 孟，，/ V 工 業 株 式 会 社

ミ サ ユ. I""i 7

営 業 本 部 / 大 阪市 西 区 北 堀 江 上 通一 丁 目 20 T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

東 京/ T  E  L  (667)  8  8  4  4  ( 代 )

名 古 屋/ T E L (911 )  4 3 0 6 - 7  

京 都 第 1/  T  E  L  (221)  5363  ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312)  6  0  5  1  

大 阪/ T  E  L  (531)  7  5  7  1  - 4  

福 岡/ T  E  L  (27)  2  3  3  1  ( 代 )

北 九 州/ T E  L  (57)  3  5  7  9  

本 社 工 場 / 京 都 市 南 区 久世 築 山 町 380の 2 T  E  L  (921)  6  3  6  1  - 3  

16 
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日本万国博建築ニュース

5  

圃 富 士 グ ル ー プ パ ビ リ オ ン

設 計 村 田 豊

施 工 大 成 建 設 K K

敷 地 面 楠 9 . 790m' 階 敏 地 上 2 階

瞳担 ｾ ｩｬｩｩ 珊 3 . 565m'  愚 高 高 さ 31. 6 m 

量ｾ ilii 珊 4 . 148m' 起 工 昭 和43年 7 月25 日

構 ;ft ニュー 7 チ y ク ( ヱアドーム )

直 径 4 ｭ の イＢ製 の ｈ ゎ 、 皮股 のパイプに日三 仰官ｾＨ

を 吹 き こ ん で ふ 〈 ら ま せ た 笠 宮u英 桝 造 に よ る 変

If" ド ー ム . ド ー ム 内 は 大 気圧 よ り 0 . 1 気 圧 町 〈 、

行B i U時 に は 0 . 2 5気 圧 」二に 百五め る 。 ド ー ム 数 は 1 6

本 、 両端 的 ft)}:jl;' 1jfflS は 地 上 3 1 . 6 川， r-I-'心 部 刊 さ 25 . 2

側、長 さ ＶＴ 附 で、巨大な悦，ＱＮ Ａ ｾ ・ Ｑ Ｑ を 加 わせる 。

昔 、 光 、 映 像 を 同 時 に 則 、、た トー タノレ ーエ 7

ス ピ ア リ ア ン ス ( 会的 体 験 ) 方 式 . で 、 テ ー マ

が 1長 n甘さ れ る . ス ラ イ ド を 32 f i 使 用 す る な ど 立

1*1決f主を [11J 1) 11¥す の に ご「ー夫 が は ら わ れ て い る 。

- 住 友 童 話 館

設 計 大 谷 幸 夫

施 工 共 同 企 業 体

( 鹿 島 建 設 K K 、 K K 鴻 池 組、住 友 建 設 K K )  

敷 地 面 珊 11. 077 m'  階 敵 地 上 9 階

瞳 銭 面 構 3. 724m'  ｾ高高 さ 63 . 9  -

延 面 楠 4. 205m寝 起 工 昭 和43年 10月 1 日

構 造 融 骨 造

9 つ の球 体 を 述 給 し た 挫 物 で、 そ の う ち 6 つ の 球 体 は 、 I也」ニ3 " ' - 4 附 で 完 会 に Ml み 立

て 、 そ の 後 ' ) 7 トア ソ プ1二法 で 地 上2 0 'm - 2 5  m に も ち あ げ て い る . 後 円 3 つは、 3 mmJ
r
l-

の ア ク リ ル IMJ Jl'i 板 を f止mし た 透 明 ド ー ム で あ る 。 中 央 ド ー ム を キ ー ス テ ー シ ョ ン と し

て 、 球 体 を り 立 つ な が ら 展 示 を 梨 し む 。 展 示 は 、 .1-; 今 東 西 の 輩 訴 か ら逃 び ぬ か れ た :?"fJ:j 聞

を 、 現 代 感 党 と 伐 材:j を あ つ め て 立 体構 成 す る . ま た 斗 土 地 下 式 の劇 場 てー人形}f lJ な ど の y ヨ

ー カ吋mさ れ る 。

- サ ン ト リ ー 館

E宣 言十 安 井 建築 段 雷十 事 務 所

施 工 戸田 建 設 株 式 会 社

敷 地面 楠 1. 600m
2  

階 数 地 上 H 昔 、 地 下 1 階

瞳 祭 面 楠 960m
2  

最 高 高 さ 40 -

極 面 柵 2 . 898m
2

起 エ 昭 和43年 10月24 日

構 造 融 筋 コ ン ク リ ー ト;ft

r': ，!j さ ，j; <) 4 0 m 、 1( ( 1 官約2 0 ｭ で、 リｾＡ ｾ似 ｩ な 生命力 としての 竹

を♀十めに 切 っ た よ う な デ ザ イ ン 民 司王館 の liiI 、l三分{ 立、

立 体 展示、/ ー ン と 5 0 人 収 容 の パ ー ラ ー 後 半 分 は 、 3

1併の 平等}，Wの あ る 映 Ilhj 宅 I也下 は l行 政 WI . 乱の}. K: ぷ 飛 と な

っ て い る 。立イ' *' .K: d < ゾ ー ン は 、 1 附 か 句 4 附 ま で11;":' き fJ.，:

け で 、ノ ｫ のＺ オ ｾｬｊｩ ｪ がダイナミソクにＦＮ 脱 される 。 ｩ 決何百 室

はノ < } レコ ニ _ Ifj ・1で、 止' ! J j 淀川 IJ ;{' ，ム 1，:1:i ' 併 に よ る " ' 1三命 の 水 "

が、 1 0WIT ス ク リ ー ン で J '，1吹 き れ る 。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ111'7-;定

軽 量 (比重 0.5コンクリー卜 11 の重量)

断 熱 (コンク リートの 1 0 倍の断熱性)

両t 火 (法
ｾー ι ι 可

両t 火 キオ 料)

. シポレ ックス は工場 、住宅から超高層ビ、 j レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物 には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化 を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

18 

設計 大阪市住宅供給公社

(伊東建築設計事務所 )

施 工 佐 藤 工業株式会社

使用場所 外壁、間仕切

唖更亙ｾ

5レポレ11/ ' 7ヌ 服 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125 ( 東 洋 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  



園 富 国
付i造親娘 e  工 JUJ 

口 写真 と慨裂 をど しどし 伝送 りくださ い.

凡例 a  所作 j 出 b.  ill 築間千i'{ c  延而! 1t d  

大阪センタービル・伊藤忠ピル

設計施工 . 株 式 会 社 竹中工務唐

a. 大阪市東区久太郎町 4 丁目 68

b  .  4，928.  3m'  

C  .  87， 629 .  6m'  

d.  S R Cお よ び S ，B4， F13， P3  

e  昭和42年 3 月~昭手1144年 4 月

462.  大 阪 府 十 三橋 警 察 署及 び大 阪 府

警 察第 2 方 面 3 隊 合同 l芋 舎

設計 大 阪 府 営 繕 計 画 課

馳i工 大日本土木練式会社大阪支庖

a  大阪市東淀川区十三西之町 5

b .  I ，OI 3m'  

C .  3. 614 .86m'  

d.  R  C 造，B 1 ，5 F ， P H 2  

e  昭和43年 10月~昭和44年 7 月

461. 大 阪 音 楽 大 学 ホ ー ル ( 増 改 築)

設計施工・ 平 和 建 設 株 式 会 社

設計協力 不 二 建 築 設 計 事 務 所

音響 指樽 工 学 博 士 北 村 音 聾

a i I 中 市 庄 内 幸 町

b  430. 3m'  

C .  1，163 . 2m'  

d.  S  R  C 巡

e .  1昭和144年 11 月~昭和]45年 5 月

460.  

百議題! r

・ 園 町

二 豊 中 電 話 局

設計 近鐙電気通信局第二建築部

施工 ・大日本土木株式会社大阪支庖

a. 盟中市服部南町 3 丁目 61帯地

b.  1，094m'  

c.  3. 313m'  

d .  R  C 造， B 1 ，2 F ，P H

e.  II f H1J 42.if. 12月- 1昭和44
S
F 3 月

第465 百 万 石

設 計 : K K品川建築事務所福井事務所

地工 ' 飛 島 建 設 K K 北 陸 支 后

a 加1 t，市 山 代 温 泉

b .  976.  56m'  

C  .  2， 930.  79m'  

d.  R C;込， 4F ， PH 1  F，一帯JIS 造

e.  1昭和143i lo 9 月一II [Hn44
S
I二5 J' J  

ホテル464.  井 市 国 民 宿 舎

設計 K K品川建築事務所福井事務所

施 工 鷹 巣 建 設 工 業 K K  

a 稲 井 市 主 主 同T

b.  I ，OOO. 02m'  

C .  2. 136.27m'  

d.  R  C 造 . B  1 ， 5  F  

e.  1昭和143年 12月~昭和44年 7 月

ネ冨463.  

安宅産業株式会社社屋 ( 増築)

基本設計 竹 腰 健 造

設J I-lg: i. PI¥ 安宅エンチ二ヤリング併

施 工 側 大 林 組

a  大 阪 市 東 区 今 循 5 丁 目 1 4  

b .  801. 28m'  

C .  6. 759. 60m'  

d.  S  R  C 逃， B2・7 F . P H 3

e.  II Hf u43
i
l三2 月~昭布]44SJo 6 月

468. 館

課

所

組

寓

同

時

務

E

町

田

事

水

築

計

学

・

建

設

清

大

日

和

業

兵

昭

側

工

酎

紅

路
同

医

姫路市 ， Ａｾ 写山胞西 坂

2，740m'  

R C造 ，3  F ，屋fHS ;;'i 

昭和43年 9 月竣 J :

a

c

d

e

 

467.  病 院 病 棟

設計施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

｡ 稲岡 市大ＱＧｾ町 Ｑ - 8  

b.  814 .4m'  

C .  2，065. 3m'  

d.  R C ， B l ， F 4 ， P 1  

e  昭和]43年 7 月~昭和44年 6 月

原466 
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クラスメート

52 ( 関西工学校( 現大阪工 業 大 学 ) 昭 和 14年卒〕

( 左よ り ・敬称略)

岡 西 雅 也

( 安藤挫設KK大阪支! 占営業課長 J

川 端 正 造

(KKj'I' 川組取締役工事部長 )

河 野 一 次

( 梨本挫設工業KK 取締役)

玄 古 昌 一

( 近畿1l L; m局第一建築部総数符)

高 橋 幸 蔵

( 湯浅越築設計事務所次長)

古還常三郎

( 古 滞wl 設KK 取締役 )

山本 茂

( 大日 本土木KK大阪支 l自営 業課長)

( 1昭和44
i
p 8 Fl l 5 日 大阪工大会館 にて)

わ れ わ れ の ク ラ ス 会 を 情九 十 九 会砂 と11乎 ぷ 、 そ の い わ れ は 、 頂j支 卒 業 の 年 が 阜 紀二 千 六 百 年

Ｈ 西歴でない Ｉの ￭ￌｾ年に当り、それより九十九を取り 会 名としたと党えている 。 イ王 Ｇ Ｗ ＮＮＺ Ｇ Ｍ Ｑ Ｂ に ｬ 止相

は 騒 然 と な り 、 ゲー トノレを足に巻きつけ、 1II -'J'; 教 練 と い う 戦 争 ゴ ッ コにし ごか れ な が ら 、 戦H寺

体 制 下 に 卒 業 を 迎 え た わ れ わ れ は 、 太 平 洋 戦 争 終 結 迄 のII rJ に 幾 多 の 犠 性 煮 を.' 1'， した背い H炉、背

春 を 過 ご し て 来 た !j 或，，-，派と 11乎 ば れ る 年 代 で も あ る 。

生 き 長 ら え て 終 戦 を 迎 え て よ り 、 今 日 昭 和 元 織 と い わ れ る 給 付 ル な 世の "， にな っ た が!j 災中戦後

と 無 我 夢 "， で 過 ご し て 米 て 、 い つ の IHJに か 卒 業 後30年と月日の立つのは早いも の だ と感 じ る 年 頃

とな っ たと、阪を千干せばお互い半白や、百 ， ｉ ｊＭ い髪を気にしながら、語り合うｬｉ ｾ ｩ 代とな っ た 。 よきか

な 戦 中 派 / 頑 必 れ 大 正 生 ま れ よ か

岡 西 は 、 学 校 で も っぱ ら デ け ナ ン は 美 人 画 専門 で 、 終 戦 直 後 余 技 に フ ァ ッショ ン デ ザ イ ン に 精

を，:H し て い た こ と も あ る が 、 今 て サ 立 建 設 会 社 の 営 業 課 長 さ ん。 な か な か の ス タ イ リ ス ト で 忙 し

く 動 き 廻 っ て い る 。

川 端 は 、 パ タ や ん で 通 っ て い て 、 気 の 良 い こ と は ク ラ ス 一 番、今でも日J却 に そ の お も か げ を 残

している 。 ま た ク ラ ス 随ー の楢来てゆ今尚斗酒を辞せずとか、活い頃|具JJl U I1仕 込 て ¥ つ や や か な

Ｆｊｾ は楢の余徳ならん 。

河 野 は 、 ク ラ ス で 何H寺 も ト ソ プ を 走 っ て い た が 、 戦 後 国 鉄 を 退 い て 現 在 に 変 り 、 中u変 ら ず も っ

ぱ ら ト ソ プ を 目 指 し て 重 役 稼 業 で シ ゴ カ レ て い る 由。 小 粒 な が ら 満 身 こ れ フ ァ イ ト の か た ま り

の よ う な 男。

玄 古 は 、 卒 業 と 同H奇 に 昔 の 逓 信 省 に 入 り 、 電 々 公 社 ひ と 筋 に 努 力 を 重 ね て 来 た。 近来主主々太っ

て き て か っ ぷ くも 一 段と WI し、クラス ー の 紳 士 で も あ る 。 現在は本会出版委. ) : i をつとめている。

高橋 は 、 学 生 時 代 か ら 露 戦 車 て ¥ 遅 刻 の 名 人 ( 1 ) そしてラクピー苦11で 活 路 、 軍 隊 よ り 帰 り 元

の 古 巣 国 鉄 の 名 ラ ガー として l鳴らしていたが、喜子る年j皮には 11券 て ず 、 最 近 は 観 戦 専門 と か 、 現

在 設 計 事 務 所 の 次 長 と し て 活問 中。

吉 沢 は 、 非 常 な 努 力 家 て ¥ 学 校 で も 目 立 た な い 存 在 で あ っ た が 、 コ ツ コ ツ と 勉 強 、 家 業 の 請 負

業 を 兄 郊 で仲 良 く 築 い て 、毎 日 現 場 を 飛 び 廻 っ て い る 。 おつむの若手い の は ク ラ ス 随ー で あ る の

も 、 勉 強 の し 過 ぎ な ら ん。

最 後 の 山 本 は 、 昔 か ら 一 向 に 年 を 取 ら な い 万 年 青 年 で 若 さ と 美 貌 ( 1 ) 、|陸箆I忽巨脊ちてで，寸叶!j

の会宇社土に入宇社土、岡酋と同じ建設会社の営業を勉強中、相変らずのi J t 話焼きで、本会の住宅委員

をずっと Ｚｴｾ めている 。

以 上 が 写 誌 の 面 々 の fITj l i主なプロフィノレであるが、。iJ分 今 回急な. m りであり、郁子トで出脱出来

な か っ た 方 や 迎 絡 洩 れ の ) j ぺに j朱くお，i宅び '1' _I ' . げる 。

( 44 . 8 .15 終 'j 史記 念 11 に 111 イバじ)
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この 6 月 か ら 新 都 市 計 画 法 が 施 行 さ れ 、 大 都 市 圏 で は 目 下 ，

定 が 盛 ん に 進 め ら れ て い る 。

と こ ろ で 調 路 区 域 内 で は ， お お む ね 2 0 H以 上 の 大 規 棋 院1発 は 許 可 さ れ る が， 一 般 に 宅 地 造 成 は ー ，

こ の 例 外 を 除 い て ， ほ と ん ど 不 可 能 に 近 い き ぴ し い 制 約 を 受 け る こ と に な っ ている 。 そ の た め 区 域

内 の 地 価 の 上 昇 は 停 止 す る か ， あ る い は 鈍 化 す る だ ろ う ， と い う の が 全 般 の ー 欽 し た 見 方 で あ る 。

し か し 調 務 区 域 と い っ ても ， 約 5 年 ご と に 評 定 の し な お し の 機 会 が あ る の で， 将 来 市 街 化 区 域 に 組

み か え ら れ る 可 能 性 は 十 分 あ る わ け で あ る 。

とすると ， 中小 宅 造 業 者 や小 資 本 で は ど う し よ う も な い が ， 大 手 業 者 や 大 資 本 の 場 合 は ， 宅 地 開 発

を す る に し て も 比 較 的 安 い 価 格 て 持 土 地 が 入 手 で き る し 、 将 来の 市 街 化 区 域 へ の く み か え を 見 こ し て ，

土 地 に 対 す る 莫 大 な ス ペ キュ レー ションも可能である， といえよう 。

こ う 考 え て み る と ， 新 法 は ス プ ロ ー ノレの抑制lが 当 面 の 大 目 的 で あ る と は い え ，

殺 す る も の で あ る " と 一 部でし、われでもしかたがないであ ろう。

新 都 市 計 画 法 と 地 価

市 街 化 区 域 ・市 街 化 調 設 区 肢の 区 成 設

“ 新 法 は 大 資 本 を 磯

( N o)  

覚

最 近 の世 相 から ， はたして人は何を求めているのだろうか・一一 ・もっ と 人 間 の 感 覚 は 何 を 要 求 し て い

る の だ ろ う か ーー -ー ーー ー とし、う疑問を飽き た くなり . ま た そ の 答 が 集 約 的 に 得 ら れ れ ば 非 常 に 興 味

深い司Z と思う。

人が非常になにかにt J !t昧 を も ち ， ま た 美 し い と か 美 味 し い と か を 感 ず る こ と は ， そ の 人 に な い も の

を 刺 激 さ れ た り ， 求 め て い る も の を タ イ ミ ン グ よ く 与 え ら れ た 場 合 と ， 伊I も 要 求 し な い と き に 同 じ

も の を 与 え ら れ で も 何 の刺 激 も な く ほ う む り 去 ら れ る 場 合 を 比 較 す る と 人 間 に と っ て い つ も 前 者 で

ありたし、。此頃の様に多種多機の 刺 激 が休 む 事 な し ま た い や お う な く 与 え ら れ る と . 常 に 新 し い

欲望や感覚を求める余裕がなくI l f主この 刺 激 を 取 除 き た い と い う こ と し か 考 え な く な る 。

世 の 中 の デ ザ イ ナ ー が 美 し さ を 求 め ， ま た 人 の 美 的 感 党 な ど に 刺 激 を 与 え ん が 為 に 努 力 し て い る こ

と は 当 然初 文 の よ う な 疑 問 が わ い て く る こ と と 思 う と 同H寺 に や は り 人 聞 は 新 し い 欲 望 や 刺 激 を 得 る

だ け の 余裕 をも っ て 生 活 で き る こ と が 大 事 だ と つ く づ く 思 う . . .・・ 0 ・ー ( K o)  

建 築 技 術 セ ン タ ー を つ く ろ う

現 在 は 情 報 の世 で あ る と い わ れ る 。 毎 日 お び た だ し い 量 の 情 報 が い ろ い ろ の 唱 で 飛 び こ ん で く る 。

一 月 も 経 理 し な い で 全 部 机 の 上 に 頼 み あ げ て お け ば 笹 籍 、 新|湖 、 カ タ ロ グサ ン プ J レと山 の よ う に な

っ て く る 。 し か し こ れ ら の 中 か ら 本 当 に い る 情 報 や 文 献 を 笠 裂 し 完 全 に 保 存 す る と いう こ と は ま す

ま す 困 難 に な っ てくる 。 と て も 小 さ な 組 織 や 研 究 室 で は 無 理 と い わ な け れ ば な ら な し 、。 だ が一 方、

建 築 の 企 画 、 生 産 は い よ い よ 複 雑 に な っ て い き 、 建 築 家 も 建 設 業 者 も 多 量の デ ー タ 一類 が 企 業 者側

か ら も 求 め ら れ 、 ま た 自 身 も 必 要 に せ ま ら れ る の で あ る 。

そ こ で 提 案 で あ る が こ れ ら の 情 報 、 デ ー タ 一 類 を い つ で も 必 要 に 応 じ て 提 供 し て く れ る 「建 築 技術

センタ ー」 的 な も の が 是 非 関 西 に 欲 し い の で あ る 。 そ こ に は 専 門 家 が い て 絶 え ず * 新の デ ー ター が

箆 理.さ れ ， ま た 内 外 の 建 築 関 係 文 献 が あ り ， 要 求 が あ れ ば 直 ぐ 必 要 な も の が コ ン ビ ュ ー ター により

選 別 さ れ コ ピ ー とな っ て 提 供 さ れ る の である 。 それら の文 献 デ ー タ ー は す べ てセ ンター に 集 め る の

でなく ， 各 学 校， 図 書 館 ， 研 究 所 や 個 人 の も の を 借 用 しマイ ク ロ フ ィ ル ム に 複写 して . 保 管 す る ン

ス テ ム で あ る 。

こ れ は 夢 物 語 と 一 笑 さ れ る か も し れ な い が . も し真剣 に 今 後 の 時 代 を 考 え る 人 q の 支持 が 得 ら れ る

な ら ば， 笑 行 力 に 笛 む 関 西 人 の 底 力 を 発 揮 し て ， な ん と か 笑 現 さ せ た い もの である 。 ( 5 a )

建 築 屋 の 眼

新 ら し い 型 の 電 車 や ， 乗 用 車 な ど の 各 所 の 「おさまり 」 が. 々 え ぬ か れ た 簡 素 な 美 し さ を 持 っ てい

る の に は い つ も 感 心 さ せ ら れ る が ， 雨 仕 鋒 の 巧 み さは ま た 格 別 で あ る 。 外 壁 ( 建 築 で い え ば ) の 大

部 分 が 出 入 口 か 窓 で， い た る と こ ろ に 水 の校 入 しそ うな ガ ラ リなどがあり . J<fl迷 25米 に 相 当 す る ス

ピー ド で 走 り な が ら ，豪 雨 の 中 で も よ ほ ど の ポ ン コ ツ で も な い 限 り ，雨 洩 り な ど 経 験 し た こ と が な い。

車 の 洪 水 に 閉 じ 込 め ら れ た 時 な ど ， こ こ ろ み に 隣 の 草 を 観 察 し て 見 て い た だ き た L 、。 雨 水の 流 れ を

た ど っ て 見 る と ， 何 げ な し に 偽2 え ら れ て そ れ と 気 づか ぬ 雨 樋 や， その最底音11に あ け ら れ た ド レ イ ン

らしき 小 さ な 孔 な ど ， 細 か い 工 夫 に 気 がつく。

ｈ 社のミニカーの後音 Ｑ Ｑ 窓は ｈ ｾ 担断面 のゴ ム製 パ γ キ ン で窓 ｕ 尚 子 を止めてあるがＮ ボ デ ィの 欽 板 や 硝

子 を 伝 っ て ゴ ム の 構 か ら 1j[皇室 内 へ 佼 入 し よ う と す る 水 の処理を: 容 の最 底 部 の と こ ろ で， ボ デ ィ に ご

く小 さな V 字 型 の く ぼ み を つ く る こ と で 解 決 し て い る 。 こ の 径 の 問 題 は 自 動 車 屋 さ ん 逮 に は 大 し て

般 か し い こ と で も な い よ う に 見 え る 。

と こ ろ で わ が 建 築 の 方 は と 見 る と ， 十 年一 日の如く . 屋 似 や 窓 の 雨 j曳 り に 悩 ま さ れ る 。 用 途. I耐久

!支. 製 造 過 躍 の 迎 い か ら 来 る も の ， と ば か リ 簡 単 に 片 付 け ら れ る 問 題 で も な い よ う だ。 ( 5 i )
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大 阪 三 菱 ビ ル
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大阪三菱ビル

理 : 三 菱 地 所 株 式 会 社

エ : 株式会社 大 林 組

I也 大阪市北区堂島浜通 1 丁目 15番地

主 . 株 式 会 社 三 菱 銀 行

期 HE和4 2 年 3 月一昭和 4 4 年 8 月

( 3 0 ケ円 )

敷 地 面 積 ・3. 562. 0∞m'

也 策 面 積 3. 137. 27 m'

延 床 蘭 糊 し 37. 361.  19 m '  

容 積 率 ・ 899 .98 %  

用 途 ・ 銀 行 及 び 貸 事 務 所

最 高 の 高 さ 66. 772m 

最高 の軒 の高 さ ω・272m

構 造 概 裂

地 上 部 分 高 府 部 地 上 15際鉄骨鉄筋コ ンク

リート造り

3 階 以上 人工粍量骨材コ ンクリ

ート

低 層 部 地 上 2 階鉄骨造 ( 床 版 の

み R C遺)

地 下 部 分 : 地 下 4 階鉄骨鉄筋コンクリート造

基 礎: 天満層上にベタ基礎支持

監費十

在

築

般

施

所

趨

工

鮫計者のこと，!

1 、 2 階に広〈銀行営業室を設ける必

要があ ったため、ピル玄関やエレベータ

一等のコアーが片寄 った位置になってい

る。

構造は鉄骨鉄筋コンクリート進である

ため、外壁はもちろん内部の壁も層間変

イ立を考慮にいれた材 料、構造になってい

る、外壁のカーテンウオールは窓の部分

を除いて西側はセラストン仕上軽量コン

クリ ー い 叶、ル、西傾IJ 以外は稲田石貼り

軽量コンクリートノ叶、ルで、震動を受け

てもセ ッ トした時、前後左右共定位置に

戻るよう円銭形の太柄にノマオ、ルの底部が

乗るよう設計し、変位に対処 した。 また

1J 首

一一一一一一一 一一一一一一一一一一ーノ 窓の部分、 3 階以上 15階迄のアルミニュ

ム板によるカーテンウオールは、方立の

見込を深くして、 外カに抵抗する主構造

とし、床スラブの先端に固定し、ジョイ

ン卜はルーズとし各階の中間に設け、こ

の方立の先端に窓拭用ゴンドラの I 型レ

ールを取つけてある。このレールは白色

アルマイトパフ仕上で隠蔽型でなく露出

型にしたのは、方立の見込の深さと共に

カーテンウオールのアルミの自然発色の

色むら、不揃をカバーするためというの

も、意匠的な意図ばかりではない一つの

理由である。 御 堂筋側の 3 階以上のバル

コニーは特別避難階段のための必要から

来たもので、排煙用附室の代りに設けた

もので緊急用のものである。

21皆
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大阪三菱ビル施工者のことば

このピルは昭和 42年 3 月に着工、 30ヶ月の工期で、本年 8 月に

主主工したが、外量産は困問、東面中央バルコニー及び低層部は石田占、

北、南、東面はカーテンウオール( アルミ自然発色) 、西面はセラ

ストンコンクリートパネル貼で、ブロンズ色と白色の対比が鮮やか

で、調和のとれた高尚な姿態は、大阪での阻指の高層建築で、当地

の名所が一つ新しく自誕生したといえよう。

ハイライトは、やはり銀行営業釜であろう 。正面の自動廊をぬけ

て入ったところの 1 .  2 階が銀行営業室で、中央エスカレーク一部

分は吹抜とな っている。天井は煉付ベニヤ・格子型光天井で、ブロ

ンズの見切金物、f . t は煉付ベニヤ ・ブロンズの丹銅製硫化イプシ仕

上の柱型コーナー食物、栄はゴム亨イ J レ、大量産に白色の獅〈ユーゴ

スラヴィヤ産大理石貼で、 1 1 : 厚さと著書' 置さをミ y クスした室内は

目を見張るものがあり、銀行営業室の内装及び広さは日本でも有数

のものであろう 。

この建物の特色としてあげられるのは、司辞撃な仕上の他に、高層ビルの外装に重量材を

使用したことである 。柱型に本石貼、図面髭にセ ラス トン ・コ ンク リ ー い 句、 ルを使用した

が、施工にあた って、当社技術研究所にお・いて Z巨大紙験を繰り返し実施することにより、

その万全を期し、また、数々の1 t 匿な資料を得た 。

都市改造に伴なう建築工事の傾向としては、 今 後溢々挟4溢な敷地に高層ピルを恕殺する方

向に進むことが予想されるが、当ピんもご多分にもれず、交通繁多な進路に三方を閉まれ

た上、敷地ー{ まいに計画されたため、施工計画は綿E置なものが要求されたが、これが実施

の段階にあた っては数々の陣容 に出会い. 計画の変更を行なわなければならなか った。

資材取込に際しでは、敷地内での取込が不可能なため、監督官庁との連絡を潔官官にとり

ながら、交通量に伴なう I時間帯内作業を公道上にて行な ったが、 工 事 期 間 中 は 苦 労 の 連

紋であ った。 また、垂直運搬、或いは高所作業による飛来落下物防止については. 関係官

庁へ現喝の特殊性を強調しで、御堂筋に初めて歩道 H 障台の設置を実現する等、安全対策

には充分に意を開いた。地 下i! T : 水量については、 当初推定されたよりも 16t on / 分、と予想

外に多〈、水替設備の数度の変更を余儀な くせられ、ために姻削の敷付が非常に困雛であ

ったが、 o ws 工法を採用していたこと等により、工程通り事故もな く進捗した。

( 永井教徒、)
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1  . 海 洋 開 発 の 展 望

1 . ま え が き

私が海洋開発 ・海洋工学という 名を聞いたのは 3 年ほど前の

乙とであった。それを聞いたとき ，土木工学分野の海岸工学を

専攻 している私にとっては ，何を今さら乙 と改 めて海洋開発を

とりあ げるのかとい う感を抱かざるをえなかった。 とい うのは

海洋開発を海岸開発と読みかえて，すでに海岸開発は臨海工業

地区の造成にみられるように ，行なわ れているのではないか ?

また海洋開発というけれども ，海岸開発も充分でない現在，何

が海洋開発だという思考が働いたわけである。乙のような 3 年

前に抱いた私の疑問は ，その後急激に高まった海洋開発論議の

行なわれている現在において も，なお多くの人々に抱かれてい

る疑問と思う。と同時に ，多くの人々は海洋開発の必要性は理

解できても ，それでは現在の自分の専攻分野と どうい う関係に

あり ，何をもって海洋開発と結びつけばよいのか暗中模索の状

態ではないかと考えられ る。かくいう私もその一人であって，

その ような私に「海洋開発」の特集号担当幹事と して総論 とし

ての本文を書く 乙とは ，その任にたえないと思われるが，海洋

科学に近い工学分野を研究 して いるものとして，また土木学会

誌の 「土木と 海洋工学」特集の編集を担当した経験からあえて

筆を とった次第である 。した がっておそらくゆがんだ見方から

の記述になり ， 十分満足のいかない雑文になるかも しれない

が，あらかじめ御了承願 う次第である。

2. 海洋開発と海洋工学

諸外国における海洋開発は ，すでに多くの書物に よって紹介

されているように 1950年代から軍事目的と 石油開発から行なわ

れたが， 本格的 lζ 海中および海底 へアプロ ーチ してい ったの

は，1962年よりはじまったフラ ンスのクスト ーによる プレ ・コ

ンチナン 計画および1964年からのアメ リカにおける シーラ ブ計

画といえよう。乙れらの計画はいずれも海洋開発におけ る海底

基地法に関する一つの試みであって，高気圧下におけ る環境の

下での人聞の居住性に関する一種の探険的研究 とも考えられ

る。 しかしながら海洋開発は単に ζ の種の探険的手法でおわ っ

てはならない。 1966年国連は海洋資源に 関する決議にお いて ，

国際協力による海洋の調査研究から海洋の水産鉱物資源の 開発

にい たる までの海洋開発計画 ( E P  1  C) を協議する政府間海

洋会議を設ける乙とになった。とれに対応して1968年にアメ リ

40  

カ合衆国大統領が国際海洋開発10カ年計画を提唱し ，また わが

国! とおいても 1968年の佐藤首相の施政方針演説の中に もとりあ

げられ，科学技術庁を中心 lζ 海洋開発が積極的 lζ 取組まれ，海

洋開発室の設置が決定している。

しかしなが ら，乙れら の海洋開発への努力に際 して， 乙れ ら

を基本的に取り扱う海洋工学 (Ocean Engi neeri ng) の確立

乙そ重要なものでなかろうか ?

総理大臣の諮問機関である海洋科学技術審議会の第 3 次答申

においても ，調査研究組識の強化，人材の確保お よび養成，海

洋資源、利用技術の研究開発の整備などが述べら れてい るが， 乙

れらを満足するのが海洋という特殊な環境を対象とした ，従来

ω土木，建築，機械，軍気工学などの有機的な結合体である海

洋工学 と考えられる。

以上のように定義される海洋工学とは ，それではどのような

性格を有 しているのか ? 現在行なわれている諸種の工学とは

全 く異質なものであろうか ? 乙れ lζ ついては海洋 という人間

活動に対して非常に厳しい環境条件が，その答を与えるであろ

う。すなわち ，海洋は深海における高い水圧，酸素欠乏にとも

なう 酸素中毒などの人間の生存条件の他 1[ ，潮汐 ，波，流れ，

地震，津波 といった 厳 しい外的条件がからみあ って環境条件を

形成している。ちなみに ，構造物を設計す る場合の抵抗力を考

えてみても ，海水の密度は空気の密度の約 800 倍であ るから ，

たとえ ば 1. 5m/  s の流れは約 42m/ s の暴風に相当する抵抗力

を構造物におよぼすととになるわけである。 した がって現在の

陸上で行なわれてい る諸種の工学( 土木工学，建築工学， 機械

工学など) が乙れらの海洋の環境 I[ 対応した諸穫の工学，すな

わち海洋土木工学，海洋建築工学，海洋機械工学などの名称の

ように分化する乙とも考えられ，とれらの海洋に関係したもの

を総称 して海洋工学という名称、が使用され るかもし れない。現

在の工学から分化し ，さらにそれが発展す るに際しては，それ

はやむをえないものかもしれないが，将来にお いてはと れが海

洋環境 という一つ のシステムに最適な形の工学体系を形づくっ

てい くもの と考えられる 。 ζ の海洋工学の新 しい工学体系につ

いて は酒勾氏が「自然」 誌上で「環境システ ム工学とし ての海

洋工学」として現在の工学の流れを図示 しならがわかり易く説

明しているが，海洋工学の確立， 海洋開発の発展には乙れ らの

システムをいかに考えるかが極 めて重要なとととなろう。



3. 海洋開発の領域と開発プロジェクト

海洋といっ ても陸上 lζ 高低があると同様に著しい高低が存在

し，その地形 lζ 応じて水深0- 200mまでを大陸棚， 200- 1800m 

を大陸棚斜面，それ以上の水深箇所を海洋底と称している。大

陸棚は2
0

_ 3
0

程度の緩傾斜地であるが，その面積は全海洋面積

の ＷＮＶ ｾ ぢ ，大陸棚斜面は ＸＮＵ ＹＶ ， 海洋底は ＸＲ Ｎ Ｗ ｾ ぢの面積を有して

いる。乙のよ うな地形を有する海洋を開発面から考えるとつぎ

の 4 つの区分にわける乙とができる。

(a)  水深0-40m: 圧縮空気を吸って潜る領域

(b)  水深40- 180m: ヘリウムを混合した空気を用いて潜り うる

領威

(c) 水深180-4000m : ノイチス カーフあるいは 潜水円盤を用い て

潜りうる領域

(d)  71<深4000m以 上 未潜水領域

以上の 4 つの区分のうち， 開発の可能性のあるのは(a) および

(b)の領域であって， 乙の こと から現在では海洋開発すなわち大

陸棚開発と考えられている。わが国においては周囲が海 lζ 面 し

ているため，乙の大陸棚面積は国土lζ 比して大きな面積をし め，

陸上国土の約76%，26万rrf といった値を示 している 。しかしな

がら ，先に しるしたよう に水深30-40mに人閣の活動にとって，

大きな壁が存在 し，現在の海底石油および海底砂鉄の採取もほ

とんど30- 40m以浅lζ 限られている。したがって海洋開発の領

域もまず(a) の 0 - 40mを対象とし ，それを足場に (b)の領域にお

よぶというのが順序といえよう。

つぎに海洋開発のプロジ ェクトであるが， 乙れもまたすでに

多くの書物 lとより語ら れているので， ζ 乙では簡単にそれらの

項目を列挙するにとどめておく 。

( I ) 海洋の資源開発

(a) 海底鉱物資源の開発( 石油，砂鉄，マンガン ，すす，砂金，

ダイアモ ンドなど)

(b)  漁業資源の開発( 養殖漁業，のり ，わかめなどの海底牧場)

(c )  化学資源、の開発( 食塩，マグネシウ ム， 硫酸カルシ ウム他)

(d)  水資源の開発( 海水の淡水化 ，海洋 エネノレギーの利用 ，'di J  

えば潮汐発電，波浪エネノレギーによる発電)

( II )  海 中および海底の空間利用開発

(a)  人工海岸とレクリエ ーション 関連の開発( 海中 ・海底公園)

(b)  海底貯蔵 摩

(c)  海上都市，海上空港

( II I) 開発のための技術開発

(a) 調査技術( 波浪調査，海流調査，資源探査法〉

(b)  輸送技術( 物資輸送法 ・海中乗物など)

(c) 耐圧耐食材料の開発

(d) 施工技術の開発

(e)  人 工空気 ・人工えらに関する技術の開発

以上の各プロジェクトを眺めてみると ，海洋構造物の建設に

関連 した もの が極め て大きい役割をしめる乙と がわ かるが，同

時に海洋開発の第一歩として海岸の利用 ， レクリエ ー ション関

連の海洋産業が とりあげられねばならないことに 気 づくであろ

う。また事実，人工海浜，海中 ・海底公霞の計画は海底牧場と

と もに ，着々と実施段階にまでき ている 。

本特集においても上記プロジェク 卜に対応して詳細な紹介を

IL  JlI において行ない ，日「においては従来行なわれた数少ない

海洋開発技術の施工例を述べているが，まだ海洋開発に関して

は未知の点が多く ，上記プ ロジェクトすべてについて紹介はな

されていな いが予め読者の御了承をえておく次第である。

4. 海洋開発における環境条件に対する問題点

( a ) 波と流れ . 海岸構造物の設計において用いられる波は ，

海洋学，海岸工学の発展とともに ，ある程度気象条件から予測

する乙とができ ，また浅海領域 (7J く深1O- 20m程度〉における

波高測定結果とも比較されて，その予測方法の妥当性が検討さ

れている 。しかしながら海洋における波は乙れらの波とは 乙と

なって，ほと ん ど海底の影響はうけない波( 深海波 : 水深が波

長の% 以上有する地点の波) であって，浅海で計測される波よ

り も 数 十 %大きいものと予測される。さらに外洋において設計

波を決定する 場合[ 乙 問題になるのは波の不規則性である。波は

決して実験室でみられ るような規則正しい波ではなく，一定時

間内における観測結果においても，小さい波もあれば大きい波

もあるといったスペク トJ レを構成している 。従来は 乙れらの波

を統計的に取り扱って，その代表値をもっ正弦波として計算が

進められている が，との大小さま ざまな波の構成が深海という

条件においてどのような型であるのか，外海のデ ーターが少な

いた めに十分に判明 しておらない 。

流れについては，さきに述べたように風による抵抗力に比し

て流速の遅い 流れでも著しい力をおよぼすわけであるが， 乙の
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ような流れについて も海岸付近の流れと海洋におけ る流れ とで

は，その趣を異にする。 すなわ ち，潮流において は地形の影響

を大きくうけるため ，外洋lζ 面した所と 内海 とでは乙となる。

また海水中 lζ 密度勾配があると ，海面上 lζ 風が吹く 乙とによ

って生じる流れ (r次送流) と海水が岸側 lζ 堆積するために生じ

る傾斜流によって下層の冷たい水が陵岸近 くになって昇ってく

る場合がある( 湧昇流) 。このよう な流れは水質が 乙となって

くるので，水質を問題 にするような 開発プ ロジェクトに対して

は重要な問題を提起するであろう。

( b ) 波の作用. 海洋構造物には流れによる力のほか に，波カ

というきわめて大きい外力が作用する 。 乙の波力は防波堤など

に波が砕けた状態で衝突す ると きは ，最大圧強度が20t j rrf 以上

にも達する ζ とがあり ，大きなケーソンが往 々にして流出して

しまうような例もみうけられる 。乙の ような波力は波が砕けな

い場合には砕波時の波力 に比べて小さいので，深海波で波が砕

けな い場合には海洋構造物にと っては安全側 といえる。しかし

ながら ，放が発生 し，発達していく 途中にお いては来襲波の波

形が尖り ，砕波状態 になる 場合が多いので ，海洋に建設される

構造物はとのよう な砕波波力を受ける場合も生じてくる。乙の

ような発達過穫の波( とくに砕波〉の 波力につ いて は従来十分

な研究が行なわれておらず，またとのような波力に対する波の

不規則性の影響，構造物の応答特性との関係 など基礎的な問題

の解答は全くあたえられていない。 特に ，海洋構造物は ，石油

開発の ためのプラッ トフォ ームの例に おい ても わか るように，

円柱構造物の組合せとし て構成されているものが多く ， 乙の円

柱 lζ 働く波力に関する上記のような研究を早急に解決 しな けれ

ばならないであろう。

( c ) 底質の流動と基礎の崩 i裏

固定型の海中構造物』とおいては ，上記のような波お よび流れ

の作用の他 lζ 海底地盤の支持力 および基礎洗掘などが重要な問

題となっ てくる 。乙れらの問題もまた ，まだ十分な解明は行な

われていないが，海底勾配の急峻な箇所では海中なだれのよう

な急激な海底地形変化の結果，構造物の崩壊が生 じた例がある

ので，乙乙にその実例を報告して海中構造物建設における注意

をうながしておきたい。

一般に砂浜海岸の海底変動は年間 2 - 3 m，構造物の最大洗

掘を示す地点での変動 もほぼ入射波高程度というのが海岸工学
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的な常識であるが，富山県の富山市 lζ 隣接する四方漁港では水

深10m- 20 mの所で、年間10数mの変化があり ，乙 の箇所に施工

した防砂堤が一晩で消失した事例がある。乙の海岸の海底地形

は富山海峡 ( 通称あいがめ) の一つである四方海谷が海岸線に

せまり ，その斜面勾配は25
0

- 35
0

で底質はシ l レト質で構成され

ている。

乙のような箇所に鋼管杭 2 本を打ち込み ，その上から コンク

リート・ ブロックを はめ込んでいく形式の防砂堤が建設された

が，建設当時 6 mの水深が波高5. 83m，周期13. 3秒の波によ って

水深20 m前後まで急激に洗掘をうけたため ，昭和41年 4 月に突

然防砂堤は基礎から崩壊してしまった 。とのような急激な海底

地形の変動は ，従来の単なる 漂砂移動に基づく洗掘現象と して

では説明できない。現在，まだ乙の地形変動の原因は明らかで・

ないが， ζ の場合海底傾斜角が砂の水中における安息角 iとほぼ

ひとし く，乙のような地形状態に構造物を建設する乙とにより

波の作用によって海中なだれが生じたものと推定されている。

乙のような海中なだれは， Bagnold  による と海底勾配，底質の

沈降速度および沿岸流に関係するようであるが，土砂が一旦動

き出すとそれ自身で動く乙とが考えられる turbi dit y current  

の影響もまた考えられる。

乙のような急傾斜地の構造物の洗掘崩壊は ，今後海洋開発が

進んで，乙のような傾斜面lζ 構造物を建設する場合が多い と考

えられるので ，特に注意を必要と しよ う。

5. 海岸線の利用

海洋開発の プロジェクトとして，さしあたって海岸線の レク

リエ ーション利用が考えられることは先に述べた。現在わが固

においても ，海洋の汚染に よる 海水浴場閉鎖 と同時に ，海洋防

災構造物の建設に ともなう砂浜の消失のため の海水浴場の閉鎖

あるいは使用不能があいついでいる。本年 7 月 5 日のテレビに

おいても京都府竹野郡の海水浴場が隣接 して建設された 漁港の

防波堤のために砂浜が回復せず，近づ く海水浴 シーズンに際し

て，ダンプ 100 台をも って人為的 I[ 砂をその海水浴場 lζ 入れて

砂浜の確保を行なったととを報じていた。乙のような砂浜の消

失は，関西地区だけでも須磨 ，舞子，二色の浜など著名な海水

浴場において報告されている 。

以上の ことからして， われわれは ，海中公園，海中展望塔，

海中 レス トラ ンなどの新しい海 中 レジャ ー産業にとりかかる前



に，海水浴という従来から楽しまれてきた極めて手軽な海洋レ

ジャーの回復 lζ 取り組む必要があろ う。 ζ の海岸線の開発とレ

ク リエ ーションの詳細については次節で三村氏が述べておられ

るので，乙ζ では海岸線の回復についての技術的な面のみを記

す 乙ととする。乙の海岸の砂浜の回復には ，前述の竹野海岸に

おいて行なわれた よう な人為的な方法 と， 構造物を用いて自然

の波の力を利用 して行な う方法とがある。後者は離岸堤 ，突堤

などの沿岸防禦工法であるが，積極的な砂浜造成方法とはいい

がたい。前者のような方法は養浜工法 ( Nouri sh- me nt ) と称

し， 砂浜の造成，海浜の改良 lζ 対し ては積極的な工法といえる 。

との養浜工法はアメ リカ においては比較的以前から ， とり入

れられているが，わが国においては砂浜の造成を維持させるた

めには造成した砂浜が他の地区 lr : 流出しないような防禦構造物

を併用するか，あるいは継続的な給砂を必要とするた めに，ま

だ用いられている箇所は数例にすぎない。

ｾ＠

乙の ように ，ア メ リカとわが国の海浜造成に対する態度の相

違は， アメ リカでは海浜が個人所有地である乙とが多い乙と

( プライベ ー ト・ビーチ) と ，砂浜の価値判断の相違 lともとづく

ものと思われるが，今後，わが国においても乙の養浜による砂

浜造成が活発になるものと予想される。養浜工法としては ，(a)  

海中投射法 ，(b)貯留砂法，(c)連続給砂法 ，(a)直接置砂浜といっ

たように ，その海浜の地形条件，海象条件 lとより乙となった養

浜方法が用いられるが，養浜計画を行なう場合には ζ の他 lζ ，

土砂の供給量はどれほどか ? いかなる養浜材料をえらぶべきか

などを決定しなければならない。

図 - 1 二色の浜餐浜平面図

最後に養浜の実例を紹介しておく。その一つはフロリダ州の

中央に位置する ウォ ース湖南湖 口で行なわれた連続給砂法で、あ

る。乙れは湖口導流堤によって砂の移動が妨げられた南側の浸

食海浜を復活するために用いられた工法で，導流堤の北側 lと堆

積し た砂を 275I P のポ ンプと 8 インチの排砂管を用いて南側 lζ

連続 して給砂，砂浜を回復させた例である。またわが国におい

ては ，離岸堤を併用するととによって直接置砂を行なっ た砂浜

を維持する方法がとられた大阪府の二色浜海水浴場の例があ

る 。 ( 図ー1参照) 乙の海岸においては第 1 固に 34，OOOnr の土

砂を 置砂したが 1 年間で乙の土砂が全くなくなってしまったの

で，その後図l r : 示すような離岸堤を沖合いに設け ，その後また

31， OOOnr の土砂を置砂 して砂浜を回復 した。置砂方法は 図- 2

lζ 示すような断面であるがその後ほとんど海岸の砂は消失して

いない乙とが報告されている。

砂浜が消失する箇所は何らかの原因があるのであるから ，

ただ単に砂を一時的 K 補給するだけでは砂浜は回復しない。す

なわち，養浜は連続的に繰返すか，あるいは二色浜の例のよう

に他の構造物を併用する必要がある乙とを繰返し申し述べてお

きたい。

6_ む す び

以上，紙数の制限と著者の貧弱な海洋開発の知識のために ，

海洋開発の展望というには ，あまりに断片的な紹介にとどまっ

たわけであるが，作j かの参考になれば幸いである。

( 大阪大学 工 学 部 助 教 授 ・工 博 権木 亨)

図- 2  ニ色の浜養浜断面図
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1. 海 洋 開 発 と 地 域 開 発

1  . レクリエーション手リ用か

らみた海岸線の開発と保全

(1) 湘 南 海 岸 と 磯 ノ浦

昨年，東京湾を王手われた海水浴客がどったがえす神奈川県湘南海岸の

すぐ西側 lζ 工業基地造成の話がもち出された。一方，大阪湾を失なった

海水浴客の手どろな日帰り水泳場としてi1重な存在となった和歌山市北

端の磯の浦も，鉄鋼コンビナ ー トの拡張のためつぶされようとし ている。

乙の 2 つのケ ースに共通する乙とは ，第一[ 乙昭和30年代の大都市lζ 近接

して立地してきた コンビナ ー トが，その規模の大型化 ，巨大タンカ ーや

超大型船舶の出現，および，公害の社会問題化などの事情で ，いまひとま

わり外側の周辺郎海岸線に スプローノレ立地 している乙とであり ，第二(C

乙れに対して ，住民の閣で生活権をかけた根強い反対運動なり抵抗が生

じている乙と ，そして， 第三lζ 乙れらの住民. i m動の中で，単{ζ 自分たちの

生活深境や漁業権その他の生活権を守るという乙とだけでなく ，失なわ

れ破擁されてゆく海岸線を国民の海水浴場と して残 してゆきたい との考

え方があらわれている乙とである。筆者は ，乙の 2 つの運動の趣意書や

スロー ガンをみせてもらったとき ，そこに現代の海岸線lこ対する新しい

期待が住民の中 lζ 芽生えよう としている乙とに驚くとともに ，また一方

で乙うした意識がいま少 し早く 東京湾や大阪湾の海水浴場が失なわれる

前に生じていたらよかったのにと ，と ても残念に思ったのである。すで

に大阪湾岸の半分以上の海岸線は コンビナ ート や港湾造成のために失な

われたし ，残る須磨浦や二色ケ浜にしても，水質汚染の進行と ともにこの

ままでは利用不能になるのは時間の問題といわれている。また ，和歌山

ででt も' すでlにζ 二里カ浜. 7. 水k 軒浜はそれそ

めICζE思2立てられてしまつた。乙れらの埋立てにあたっては ，地元漁民の

もつ漁業権や海水浴場経営者は少しでも補償されたが，毎互，そ乙で海

水浴を楽しんできた幾百万人もの市民の レクリ エーシヨ ン権は何らの補

償 も受けてはいな い。浜寺でも ，ま た和歌山でも ，その代替物としての

有料プールが建設された。堺のマン モスプールは 1 日何万人かを収容す

るζ とができる。 しか しプーノレは有料で: あり，砂浜のように広くなく ，

波打ち際での砂遊び，魚釣や貝拾い J li普II忍，沖ゆく舟の景観，キャ ンプ

サイト などを持たない。また堺でも和歌山の秋葉山でもピ ーク自には人

々はプーノレlζ 入場するために炎暑のも と列をつくり何時間も待たされ，

日射病で倒れる人もで る混維である 。少なく とも，海岸線では，入場す

るために何時尚も待つ ことはなかった。 乙のような告発は一方的であ

り，感協にすぎない とい う人達がいないわけで・はない。 i 経済成長のた

め，何より も臨海 コンビナート が必姿であり ，海水浴湯を残すわけには

ゆかなか った。 J i コンビナート で用いているのは全国の海岸線のせい

ぜい数% 以下にす ぎない。J i何でも残さねばならぬというのは現実を

わきまえないヒス テリツ クな議論だ。」なと‘の声が問えてくる。それに

もかかわらず，やはり失なわれた海水浴場の問題は，見捨てるわけには

ゆかないのである。 何故なら海水浴を中心として瓦期のレクリ エー ショ
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ン生活に とって，海洋一乙と {ζ 海岸線の良否や有無は乙 れまで とはち が

って将来の国民生活にとって飛躍的に重要な怠味をもつからであり ，い

まひとつの理由は，コ ンビナ ー トの鉱大や新設がより広域的に行な われ.

海岸線の更なる破綾が加速度的Iこかつ飛地的 lζ ，全国で進行 しようとす

る気配があるためである。

(2)  い まひとつの 資 源

国土空間は我々の生活と生産の基盤でありもっ とも基本的な空間資源

である。 とりわけ，わが国土は南北2000キロ K 伸びる列島をなし ，その

海岸線の総延長は約27∞キロ 注1 ) あって ，大多数の人々が臨海地域に居

住している。

漁業，海運，港湾，防災，製温，自然浄化など，古来，人々は乙の海

岸線を利用して生活を営んで きた。工業化の段階では ，埋立造成技術の

発達，大型タンカ ーや専用輸送船の開発などによ って，海岸線の コンビ

ナート利用が行なわれるよ うにな った。さらに近年は， 海洋開発基地と

りわけ海底の鉱産資源の開発や海底牧窃などが技術発展の現実的なプ ロ

グラムにのるようになった。生産力の j省大 ，開発技術の進歩は ，乙の よ

うに ，海岸線のもつ資源価値を変化 させ，その利用形態を変貌させ ，海

岸線の空間利用に対す る需要を急迷 lζ 培加させている。乙のような海岸

線をめぐる 利用上の競合のなかで ，我々はいまひとつの資源価値を とり

あげておく必要がある。それは戸外 レクリエ ーション空間と しての海岸

線の価値についてである。生産力と生産技術の発達が，新 しい海岸線の

利用価値をっくり出したと同時に，国民の生活水準の上昇とレクリエ ー

シヨン生活様式の発展が，乙れまで以上に海岸線のレクリエ ーシ ヨン利

用価値を増加させ る。 コンビナート や港湾と海水浴や水辺キャ ンプは明

らかに異質な海岸線の使い方であり ，同一空間での共存を許さないもの

である以上，その矛盾する利用需要をどのように配分し ，国土の自然的

社会的条件に合致 した適正な配置を行なうかは ，高密度社会たる我が国

の総合開発に とってきわめて重要な課題であるといえよう。

注 1 ) 述 綾 省 海 岸 統 計 1967

(3)  レクリエーション 空 間の価 値

ある地域の海岸線の開発がレクリエーション利用からみてどのような

プラスである か，ある いはマイナ スであるかを判断するためには ，レクリ

エーショ ン利用からみたより科学的な価値づけが必要となる。乙の価値

づけはそれほ ど単純な論理では明 らかに し得ないが，ζ ζ では ひとつの

仮説を示したい。すなわち単位長さ当 りの海岸線のレクリ エーシヨ ン利

用価値は ，A ; 観光空間とし ての環民的な価値と ，B; どれだけの人が

用いるか という利用人数の 2 つの側面の総合によって判断する乙とがで

きそうであ る。A は， さらに . Al . 景観のよさ( 自然性，歴史性な ど) .

A2. 利用タイ プか らみた自然 ・地形条件( 海水浴適地，ヨットハ ーパ

ー適地，釣場など) ａｾＮ 環境の 清潔さＨ空気 ， 水質の汚染のない乙とＩ

の要業に分解 して考える乙と ができる 。 次(C B は B1. 交通立地条件

( とくに戸外レクリエ ーシヨン人出の主要な起点たる大都市からの立地

条件，タ イムディスタンス) .  B2. 季節性〔一季型，二季型，フルシ

ーズン裂など資源の組み合わせ方で変化するものであって ，たとえば ，

海水浴だけで・な く， 景勝行楽地として利用でき るとか，釣場をともなう

とかいった ことで，利用シーズ ンが長くなる) に分解できる。従って ，



ある単位長 さ当りの海岸線のレクリ エー ション 利用価値V は理論上は，

乙れらの諸要素の総合として理解する乙とができょう。

B，立地性ーアクセス の容易さ

B，季節性一資源の組み合せ

と乙 ろで，現段階では ，A 系列の質的な側面は計量空間学としてと ら

える ζ とは それほ ど意味がない。それら は，どのようなレクリエ ー シヨ

ンの種目に用いるかで大きく価値がかわるものである。海水浴とか磯釣

りとか特定の種目の適地どとに取りあげれば ，全国的な計量化と評価も

可能であろうが，現段階では ，そ乙までの調査がすすんでいない。次に

B は，乙れまでのいくつかの調査から ，戸外レクリ エー シヨン客の地域

的，時間的流動の構造がある程度わかっている。レクリエ ーシヨン 人口

が著 しく少なかった時代，たとえば，文人選客 が，地方を旅行し ，すぐ

れた名勝景観を取り上け¥ そ れにつられて ，名 勝めぐ りが行なわれた近

世あたりでは ， 奇観 とか名勝といっためずら しさの価値- Al が絶対的

な意味を持っていた。だが，近年のように ，海水浴とか ，舟遊びなどに

なると ，そう した名勝性と か径史的由緒だけでなく ，それに適した自然 ，

環境条件A 2，A 3や，それが大都市から日帰りや ， 1泊圏にあるかどう

かが全体的な利用度を規定する大きな要因となってきている。近年のよ

うなマス的な人出の時代になると ，海がある乙 と，広く明るい空間がみ

られる ところが，いかに手近かに行ける範囲にあ るかとい う乙 とが大切

となり ，そ ζ での海岸線の利用のしかたは ，逆に利用度から規定される

ようになった。利用度の高いと乙ろは ，それなりにレクリ エーショ ン施

設( 公共 ・民間) が投入され，それほど，A 条件がすぐれたものでなく

ても ，それそ. れ人工的施設でカバーされる臨海 レクリエ ーシヨン地とし

て成立するようになる。つまり ，A はさほどではなくても ，B の価値が

高いと ，B( 立地) + C  ( 施設) によって人工的，半人工的レクリエ ーシ

ヨン環境が造成されるというように ，Bが海岸線の レクリ エー ショ ン利

用価値を規定す る主要因として作用しつつある といえよう 。注 2 )，注 3)

注2 ) 三村浩史，地尿レクリエーシヨン空間資源の野価について。日本建築学会 a 大会講演集

4.3， 10  

三村浩史他，高密社会のレクリエーション空閲覧甑鈴，新建築 ，43， 10. 

1i 3  ) との点について M AR I ON C L A WS O N  ( 米) は戸外レクリ エー シヨン地域を交

通立地型と自然資依存型の 2 つに分けてい る。

L A ND  A ND  WA T E R  F O R  R E C R E A T I O N， 1963.  

(4)  水 辺 レ ク リ エ ー シ ョ ン へ の 志 向

国民の生活時間 lζ しめる戸外レクリ エーシヨン時間が，1965年の年間

436億人 ・時間より 1985年の 1025億人 ・時間へ と2.4倍に伸びるとさ れて

いる 。注 4) また ，2000年にいたる休日 ・休暇レクリエ ーショ ンの伸びに

表 l 日帰り ，行楽の将来予測

日 帰 り

旅 行

F若 在

計

全 体 最

1960 

4 日( 季 1 回)

2 日 ( 年 l 回 l 泊 2 日〉

0 日

6 日

6 日X 75∞万人

= 4億50∞万人 ・日

2∞o  

12日( 月 l 回)

12日 (委 l 回 2 泊 3 日)

16日( 年 1四 %月)

40日

40日X 1億人

= 40億人 ・日

ついての筆者の推測は表 l のごとくであって，レジャ 一時間の増加は，日

々の コマ切れ余殴から 休日 ，休日 から 休暇の伸びが大きくなり ，休 日，

休暇回数における旅行量は ，1960年の約10倍程度になる と予想さ れる。

乙のうち，とくに注目されるのは戸外レクリ エー ション に対する志向

であり ， 乙れは都市環境の人工化， 筋肉労働の減少 と 神経系労働の増

加 ， レジャ 一種目の多様化と積極化とい った背景より生じる。

このうち， 7.K1C関するレクリエーション K 対する 志向は加速度的にふ

える とされよう。 何故な ら 1 ) 水辺レクリエ ーシヨンは ，海水浴，砂遊

び，釣，舟遊び，キャンプその他の種目上のバラ エティに富む乙 と， 2 )  

明るく広い水辺環境の魅力 ， 3) さらに陸地 レクリエ ーシヨンスペ ース

の不足 と，水辺lζ 対する需要圧の高まりが予恕されるからである 。現 状

ではどうかをみる と， まず ，図 l で示すように，我が国の観光 レク リエ

ーションでは近世以来の伝統的な春秋二季型の見物行楽レクリエ ーシ ョ

ンK 比べて，近年の海水浴，登山，その他の夏期レクリエ ーションが著

しく 大である ζ とが指摘さ れよう。近年一部の企業などで ，実施されて

いる一斉休暇制度なども ， もっぱら夏期 K 集中 している乙とからみて

も，今後の主要なレクリ ーション 季節としての夏はいよいよ重要 となる

と思われる。次1 c 全体の観光旅行のタイプについて ，現状および将来志

向をみる と図 2 のごとくである。老若男女を含めた全観光旅行の内訳で

は，休養および見物 ，行楽型が% を占めているが，一方，戸外スポ ーツ

レクリエーショ ンは ，11. 7% を占めている。乙れが将来のタ イプ志向で

は海水浴，魚釣なと. の水辺レク リエ ーショ ンとハイ キング，盆山などの

陸上 スポ ーツ を含めて，約2096と大きくなり，逆K ，温泉，休養は減少

図 1 観光 レクリエーシヨ ンの季節性 (全観光旅行)

資料: 総理府 国民の旅行lζ 関する実態調五 1968 

図 2 過去 1年間の旅行と これから希釜する旅行のヲイプ (大阪市民〉

注〉日本観光協会 大都市住民の観光実態 44. 3

ー- 1

ζJ 吋
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し， また見物旅行の中でも . 自然 との対 話を求

めるタイプがふえている。また夏期 の日帰りだ

けをとってみる と図 3のととくであり . 7. kレク

リエーションは全体の38. 596を占め ている 。現

在でも ，海水浴がいかにポピ ー ラーな夏期レク

リエー シヨンであるかを知る乙とができる 。 乙

れらの事実や惟測は ，乙れからの海岸線!と対す

る。レクリエ ー ション利用の期待が飛躍的に伸

びる乙とを示すものであるといえよう 。

注 4 Ｉ 経 済 企画 庁「観 光 ｉｃ 関 する 主型計 画 ｪｪｾｈ 垣 ｊ 1968， 7  

図 3 夏期日 帰り レヲリヱーション の ｾイプ 〈 大阪市民 Ｉ

我 が国の海岸線の延長2700キロ . 1メー トノレ

当り 3.7人 ( 1人当り O.27m) は世界諸国 lζ 比

べて ，決して少ないとはいえない。先 lζ 述べた

経済企画庁の予測によると . 1985年に必要なレ

クリ エー ションのための海岸線の総延長 は約

l CXXl キロメートノレであるとされる。注 5 )

27∞キ ロの中の ゆ∞キロといえば. 一寸 考え

るとわずか 3.7 5ちであるから ，まだまだ大丈夫

との感がしないでもないが，それは安易な考え

方 である 。そ の理由は 1 ) すべての海岸線が夏

期レクリエーション，乙とに海水浴に適した地

形， 気候条件をもっているわけではない。たと

えば270∞ キロメ ー トルのうち砂浜は約38∞ キ

ロ( 14. 15めにすぎない 。 2 ) 他目的の利用 との

競合があるというのみな らず. 3 ) 先{ 乙述べた

立地条件一 B 要素 (C よって ，著しく利用上の地

域集中がみられ一部の地域で過密利用が生じる

ためである。 図 4は，地域別の沿岸線 1 メート

ル当り人口をみたものであるが，関 東の24. 2人.

近畿の 11. 0人に対して，九州では わ ず か 1. 4人で

水 レ クリ ヱー シ ョン が ＳＸＮＵ ｾ 百そ

のうち Ｒ 宮 Ｔ ｾ 百を 海水浴 が しめて

いる n

海水浴は若年のみならず中年間

にとってもポピュラーな声外レ

クリ エーション である，

住) 日 本観光協会 大都市住民

の観光実態 44.3

(5)  海 岸 線 の 立 地 条 件

図 4 海岸線 1 m当り人口数

人 / 郡

九 回 中 i E 北 東

州 国 国 畿 陸 海

注 1 ) 悠 設 省 海岸統計42年度版

2)  "  将来人口予測43年度阪

北

海

道

東

北

関

東

図 6 海水浴場の分布 19“ 年
図 5 国土における人口分布交適時間距雌からみた

レヲリエーション利用ポテンシヤJ t.

ポテンシャルのオーダー

・圃 10万

手労虫 |万

110111 1000 
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亡コ 10  
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CJ tJ 
注) ポテンシ ヤル. 単位面積当りの レクリ エー シヨン客の来遊の

可能性の地峨rm比率を示すもので，絶対値そのものではない。
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あってその差は非常に大きい。とれを昭和ef) 年の人口予測でみると ζ の

差はさらに拡大する。もっとも ，観光レクリエーションは旅行をともな

うから ， 乙れだけで， 地域別の海岸線の過不足を論じるととはできな

い。そ乙で，主要なレクリエ ーショ ン人出の起点として，主要30都市の

中からの距離別人出の分布を国土に投射し，各地点別K 累計して，利用

ポテンシヤ J レを考えてみたのが 図 5である。乙乙では B- 1 条件である

レクリーション人口， 交適時間距離，および時間距離別の分布のみをと

っているので，その他の要件は一定 としている。乙れでみると大都市圏

とその周辺，および遠隔地では10万 : 1万 1，オーダのポテン シヤル

差がある乙とがわかる。もし ，自然条件を無視して考えれば，東京湾の

1kmのレクリエ ーション利用価値は，北海道北端の 10万キロメー トノレに

も匹敵する価値をもっという乙 とができるわけである。

図 6 は1965年の海水浴場の分布を示した ものである。上のポテンシャ

ノレ図と比較してみた場合，東京湾，大阪湾， 名古屋湾などの コンピナー

ト開発で失なわれた自然海岸のレクリエーション価値がいかに大きい も

のであったかを知る乙とができょ う。そして，近畿でいえば，ゆ0 キロ

圏内における琵琶湖，若狭海岸，山陰海岸，淡路島などのもつ意味が今

ゃいかに大きなものであるかも知るととができる。

主要な大都市圏の湾岸の喪失は主に30年代の経済の高度成長，市化学

工業化，それらの消費地立地が，他の利用価値を無視して行なわれた結

果に他な らない。しかも ，乙の傾向は今後と も

工業，港湾用地の不足によって拡大される。 図

7は， 各地峻別の海岸線の埋立面積と ，全海岸

線延長でしめる埋立海岸の北岸をみたものであ

る。まず 29- 43 年の集積をみると ，関東， 近

畿，東海の順であ り，さらに ，47年までの計画

をみても，乙 の3地区の造成は大きなシェアー

を占めている。 ζ の結果，計画分を含めると ，

全海岸線延長の関東は 8.1 % 近畿は5 96が埋立

で失なわれる ζ とになる 。乙のように，現在で

はレクリエー ショ ンポ テン シヤルの著しく高い

海岸線はまた，工業一港湾利用圧力も高い地域

であり，そ 乙での海岸線の埋立と残された自然

海岸の過密利用一湘南海岸でみられるような芋

ノ子を洗うがごとき混雑ーが生じる乙とにな

る。

主主 5 ) 前燭 レポ ー ト

(6)  せ ま り く る 海 洋 汚 染

さる 6 月厚生省が発表した全国23カ所の海水浴窃の水質の汚染状態 lζ

対する答告はシ ーズンを前に国民や業者に大きなショックであった。調

査 した全国23カ所の海水浴場のうち，危険ではないにしても ，厚生省が

衛生的と考える水質基準を満たすものは，わずか 4 カ所にすぎなかった

のである。特に，東京湾や大阪湾などの大都市周辺の海洋汚染のはなは

だしい乙とはいうまでもない図 8。昨年，大阪府では大阪湾の南端部，

わずかに残された岬町の自然海岸に人工砂浜と青少年海水浴訓練センタ

ーを計画したが，実際には ，海水の汚染のため，乙のうち人工海水浴場

の案は放棄せざるを得ない羽目にな ったのである。大都市からの汚水の

流入，産業廃棄物の不法投棄，タン カーの廃油投棄などが，加速度的 lζ

増加しつつある現在，海洋汚染問題は新しい公害問題となり つつあり，

その直接的な被害者は，海水浴客や漁業者である乙とは明らかである。

ときには ，乙うした水質汚染が，海水浴場の価値をナシ崩しにして，コ

ンビナート 埋立の口実にさえつかわれているのが現実である。 しかも 重

要な乙と は，現在加速度的に進行 している海洋の汚染ー乙とに湾内や内

海汚染については，またその進行をく い止める明確な見通しすら立って

いない乙と ，また，今後は原子力発置所の立地，大型タンカ 一事故，巨

大コンビナー ト爆発などによる大型公災害の発生，それにともなう湾内

千畑 2

図 7 臨海工業用地造成面積の推移および海型軽線延長で占める比率
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関東 ・東海 ・近自民の太平洋地帯で多< . 全海岸線延長の関東は 8 %. 近畿 5%を占める。

注 1 ) 運愉省港湾関係起債事業の実積 43. 3

2) 建 役 省 海 岸 統 計42年度版

3  ) 造成建長は平均造成中 l 固とし て造成面績を除したもの

図 自 大阪湾海水の汚来状況

神

戸

2民

府

濁度分布 ( 41年 7 月) 単位p p m

塀

石海川
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2.1∞ 

化学的強豪要求量 ( C O D) 分布 ( 41年B 月) 単位 p p m

大阪湾環境水質飼査本節の調査による
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汚染が生じるおそれがある。乙のように ，工業開発とその他の産業開発

は海岸線のみならず，海水そのもののレク リエーション利用価値を破壊

する傾向にあり ，湾岸や内海開発の第 l 歩は，まず汚染防止からといわ

ねばならない。 i水のきれいな山陰へ」と言った国鉄のキャッチフレー

ズは大阪湾の水質がいかに汚れているかの反語といってよい。

(7) 海岸 線の 利 用 の 総 合 化

工業開発，港湾整備，海洋開発など今後さらに激増する海岸線需要の

なかで，乙れまた加速度的に伸びつつある水辺レクリェ ーションの空間

をどのように確保し ，総合的な海岸利用計画とその実現をはかるかが本

論の課題であ。そのためまず次の 3 つの基本方策が前提となる。

(1)  レクリ エー ション資源、価値の明確化

レクリエーション利用ーそのための空間資源の価値をより科学的に追

求し ，社会的に定着させる乙と。

(2)  総合利用計画の樹立

産業，都市その他の空間利用形態，環境から して矛盾する諸利用の間

を調整し ，高密度社会における海岸線の利用区分や利用プランを確立す

る乙とである 。産業開発にも ，乙れまでのように公害の発生や無制限な

海岸線の利用を許すのではなく，公害防止のための コストや，遠浅地の

間口の広い埋立でなく ，かなりの水深まで利用しでも関口を狭めるよう

な埋立方式など，必要な工業用地コストの追加支出が必要となり ，乙れ

までのようにタダ同然の利用は抑制されねばならないだろう。

(3) 行財政体制の保障

水辺レクリ エーショ ン空間を含めて，さまざまな戸外レクリエ ーショ

ンスペースは ，乙れからの都市生活の必需的な社会的消波手段である乙

とを考えて，公共的な開発体制をしき ，当の地方自治体の都市計画( ( . 組

み入れ，レクリエ ーションと しての特殊事情を考えた財政措置をとる ζ

と。現在では， 自然レク リエー ション空間をもっ多くの市町村は， 人

口， 経済規模も小さく ，通常の行政財源ではとうした広域的な機能を果

すべき空間や施設に対 して責任がとれない状況にある。多量のレクリエ

ーション客流入による交通の混乱，環境の汚染，地価の値上り ，観光ス

プロ ーJ レに対 して， 最ノ]、限の法定都市計画す らたて られていない有様で

ある。

図 9 海洋性レウリエーション基地 (新全国総会開発計画による〉

総面 積 400ha <F宅捜〉ピ ナ 70ha (  i  km X  100m) 収容人員 約150万人/ ロ

( 魚釣り)
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(8) 具体的なプロジェクト

海岸線の有効なレクリ エーショ ン利用をはかる ためには，各地域どと

の自然的 ，歴史的特質および，利用ポテンシャ J レを考えた開発と保全の

方策が必要となる。乙れを戦略的 1(. いえば，次の 4 つの レベルが考えら

れる。

1 ，現状の保護 ( Conser vat i on)  

] 1，修復，整 備 ( 耳ehabi l i t at i on)

lJL 再 開 発 (Redevel opment)  

IV，新 開 発 (Ne w Developme nt )  

1 ) 現状の保護

現在残っている自然海岸をいかに計画的 1(. 残してゆくかがまず第 l lC

重要な課題である。いかに人工砂浜やプールを造成 してみても ，そのキ

ャパシティや環境の質は自然海岸のそれに比較できない ζ とは明らかで

ある。現在の自然公園法は自然海岸の保全について一定の役者jを果して

いるが，その規制力がゆるい ζ と，保全と利用の計画の具体性IC欠けて

いる乙と ，それに ， 景勝主義 ( Al ) K 偏重して， 他の資源、価値を十分

1(. 評価していない点に問題を残している。

立) 再生と整備，水質の汚染，施設スプロ ーJ レ，砂浜の浸蝕などで，利

用上の利便，景観，環境の低下している地区は ，公害の除去 ，新しい施

設の計画的投入，砂浜の復元などで再生整備する。神戸の須摩浦海岸の

人工砂浜構想、などは乙のタイプのひとつであろう。

] I [ ) 再開発，大都市の湾岸や主要観光基地沿岸など，もっ とも利用密度

が高い地区でありながら ，レクリエ ーション目的以外に利用されている

ようなスプースは ，人工的な施設化による新しい高密度臨海レクリエ ー

シヨン基地として再開発する 。ζ のようなひ とつの提案は ，筆者もかつ

て示したが注 6 ) 新全国総合開発計画でも全国十カ所想定されている 。

(図 9参照)

大阪の場合についていえば，摂津，難波の都から続いてきた大阪の都

市が歴史的にもつ生活空間としての臨海性は今日全く失なわれている。

もし ，現在の臨海コンビナ ート の一部を再開発 して高密度レクリ エーシ

ョンを含めた臨海都市空間を再生する乙とができれば，大阪の都市のイ

メージと環境の改善 [ζ も大きな効果があると思われる。 しかも ，その可

0 5 0 0  1000 20OOm 



図10 ｾ海レ クリェ ー シ ヨ ン開発 のパ Ｙ ー ン
能性はないわけではない。新しい南港の埋立造成地を用いる乙ともでき

ょう注7 ) ，また現在急速に進んでいる臨海部の大中工場の郊外や地方分

散移転と" 跡地再開発" が現実化しつつあり， さらに30年代に大都市周

辺部 lζ 立地 したコンビナート も技術革新や立地条件の変化にともなって

スクラップ化が予想されており，少なくとも 80年代までには，湾岸再開

発の可能性が生じよう。

大阪，神戸，さ らに は将来は堺に も，乙うした収容力 10万人以上で人

工砂浜，プール，ヨ ットハ ーパー， 水族館などをもち ，都市空間と結合

した" 海のみえる都市公園" を再開発でつくり出す乙 とを考えてみた

A
-ン一一一一-同町一

一
-

r

J

}

-

一

三

一

二

ご

ι

「
，

F

-

-

h

『・一
一

-

f

t

b

-
-
h
-

一
，

49 

〆シて

ー 受備 ト保 全 一

ー 中密度利用

vr) 新開発，現在の海岸線利用における大都市地域への集中と過密化{ζ

対 しては ，上lζ 述べた過密ではなく ，限られた空間を有効に用いる 高

密化利用を計る乙ととともに，いま一方では，乙れらの過集中を分散さ

せる努力が必要となる。大都市を起点とする大量高速交通手段のネァト

ワーク整備は乙のととを可能にしよう 。 しかし ，ζ のようなネットワ ー

クの整備は ，単K 海水浴や その他のレクリエーション客の広域的分散に

役立つよ り先に ，工業や都市開発エネノレギーの地方進出 ，あるいは観光

資本の地方進出 IC役立つ乙とが明らかである。そ乙で，乙れまでの地域

開発 lζ みられたように ，何らの先行的な土地利用 ， 計画やスプロ ール

防止などのないままに交通投資を行なうなら ，それは大都市の混乱と公

害，環境破壊を地方に分散する結果に他ならない。

新全国総会開発計画においては ，新幹線，高速道路の全国ネットワー

クの整備によって未開発の自然レクリ エーション資源の利用を可能にす

るとはいっているが，それはいわば副産物でt あり，主眼点は，地方への

大産業の進出基盤の造成にある。例えば，基幹産業の生産規模は昭和60

年までに ，鉄鋼 4 倍，石油 5 倍，石油化学13倍という伸びが予測されて

いて，乙の発展のためには ，スケ ーJ レメリットを生か した巨大工業基地

および石油基地 と大型原子力発電プラン トの遠隔地立地一例えば，前者

では西瀬戸など，後者ーでは噴火湾，石巻湾，静浦湾，橘湾，志布志湾な

どが構想されている。 ζ のととを本論のレクリエ ーション資源論の立場

からいうと ，乙れまでの海岸線における産業利用とレクリエ ーション利

用の競合一多くの場合における後者の破壊消滅ーーが，いまや， リージ

ョナ J レまたは国土レベノレで展関するととを意味している 。そ の窓味で遠

隔地一地域開発からみれば，乙れまで後進地域と呼ばれてきた地域の 自

然は ，乙れまでは残ってきたので1あるが，ζ れからは残さねは残らない

時代に突入 しつつあるわけで，もし ，乙れまでのようなレクリ エーシヨ

ン資源価値の軽視と破壊が続く場合，次IC現われる旅行業者キャッチフ

レー ズは「水のきれいな外国へ」という乙とになりかねないたろう 。高

密度社会の我が固にとって，海はとれからの生産と居住，その他の空間

拡大 IL対して無限の可能性をもっている 。先端技術にささえられる海中

鉱山や海底牧場，海中 コンビナー 卜，海上都市などのプ ロジェク トは，

やがて現実化するであ ろう。しかし ，海洋開発において も，海が，産業

空間であるとともに生活空間，乙とに水レクリエ ーシヨン 空間であるこ

とを忘れ，無計画な海洋開発スプロールと水質汚染とを許すな ら，乙れ

まで陸地でおかしてきた国土破壊を海洋で再現する ζ とにな ろう。

注 6 ) 三村浩史，高密社会のマス レジャー空間，新建築 . 43. 9 

注 7 ) 南港坦立地の一部は現准，野鳥の楽悶となっており ，自然保護関係者か らその保護対策

について大阪市に要望が出 されている。

( 京大助教侵，都市，居住地計画 活史)三村

司，



2. 臨海開発と港湾整備

(1)  海洋開発と港湾

海岸線から沖合I r . 向かつて海域を空間的 lζ 利用する乙と も海洋開発の

一つの大きな目標である。かかる海洋開発における港湾の使命を念頭に

おいて，港湾整備の問題をながめてみたい。

海域の空間的利用方法は，従来から鋭意進められてきた海岸線の埋立

による土地造成や港湾施設の整備に示される ，いわば沿岸海洋開発とで

も名づけられる形態から ，さらに沖合における海上都市 ・海中公園，海

底牧場，海底貯蔵庫などの建設による利用形態とに大別する乙とができ

る。海洋開発という言葉を耳に したとき ，人間のもつ未知のものへの憧

慢，冒険心，あるいは時代的背景による新たな空間への挑戦の要請から ，

直感的に後者を頭 lζ 浮かべる傾向にある。しかし ，沿岸海洋開発は地域

開発IC: 直接的に影響をおよぼす ζ と，あるいは科学技術は段階的発展に

よって進歩する乙とを考えた とき，海洋という特殊な環境条件において

培われてきた科学技術がノマイオ ニア的存在たりうる乙とな どのため，海

洋開発の分野において地味ではあるが看過できない意義を有 している。

明治以降近代港湾の整備体系が確立して以来，わが国の海岸線は埋立

が加速度的iζ 進められてきた。それに伴ない各種産業公害の発生，レク

リ孟ー ション環境の整備，自然保護などの社会問題とも関連 して， 港湾

および臨海性工業のための浅水域における埋立適地は限定されてきてい

る。加えて臨海性工業は生産拡大のため ，工場規模は飛躍的に増大 し，

新しい生産，輸送方式を導入 して港湾環境が大規模化， 多様化してい る。

乙のため埋立は浅水域から大水深の沖合いに向かい ，遭遇する自然条件

は苛酷になり ，港湾の形成条件が高度の知識，技術を必要とするように

なってきた。また ，港湾を単 IC物的流通の場，あるいは工業生産の場と

して把らえるだけでなく ，逼迫した都市事情から都市再開発に埋立地を

利用するよ うになった。都市計画としての港湾計画は，従来の港湾の概

念の変容をもたらしている。乙のよう に港湾計画の概念の変容と， 要務

される知識，技術の高度化は海洋化時代の港湾の一つの特徴を示 してい

ると言えよう。

海洋開発の最も顕著な特徴の一つは，それがシステムと して組織化，

社会化されていると とである。港湾も乙 のシ ステム の一環として把握し

図- 1 港 湾 配 置 図
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なければならない。そして，海洋という特殊環境で形成してきた知識，

技術を他の諸技術との関速において開発していく乙 とが海洋開発におけ

る港湾の一つの役割であろう。

(2)  わが国の港湾の現状

四囲を海iζ 固まれたわが国は古 くより港を中心IC都市が形成され，港

を門戸として文化および物資の交流が行われてきた。近代港湾は明治以

降，土木工学，港湾工学，海岸工学などの確立とと もに逐次整備拡充さ

れてきた。現在わが国27，α幻回の海岸線には，港湾法で定義される港湾

が 1. 061港あり ，そのうち99洛が国民経済上重要な港湾として重要港湾

に指定されている。( 図一 1)

港湾は物約流通の場として， あるいは工業生産の場としてわが国経済

社会の発展 IC極めて重要な役割を果してい るほか，最近の都市の急激な

膨張に対して広く都市活動の場を提供して，都市の発展IC寄与している。

また，先行的 lζ 整備された開発的な港湾は，地域開発促進に大きく役立

っている。

( a ) 物的流通の場としての港湾一一商港一一

港湾は海陸交通の結節点として人と文化と物資の交流の場であり ，日

本経済発展の原動力たる貿易と経済発展に伴なう物的流通の飛躍的拡大

を担っている。

わが国に搬出入される外国貿易貨物はすべて港湾を窓口と している。

横浜港，神戸港などの外貿定期船港湾は，工業製品の輸出 ，食料品雑貨

の輸入に利用され，外貿不定期船港湾は工業原材料，生活必需物資の輸

入を受けもっている。また ，内航海迩は長距離大量輸送に適し ，かつわ

が国の地形お よび工業立地条件から ，石油製品，石炭，砂，砂利，石材，鋼

材，セ メン トなどの輸送は海速に多く 依存 し，他の輸送機関l亡くらべて

高い比率をもっている (図- 2 ) 。港湾取扱貨物置を時系列的にながめ

る と ( 図- 3) ，昭和30年代の高度経済成長時から飛躍的な伸びを示し ，

最近10年間で外貿は4.5倍，内貿は2. 9倍となっている。 しかし貨物置の

急激な伸びに対して港湾施設の整備が追いつけず，主要な港湾では滞船

滞貨が慢性化し ，早急に施設の整備拡充をする必要に迫られている。

( b ) 生産の場としての港湾一一工業港一一

わが国の工業は初期段階では原材料生産地 IC立地していたが，資源の

絶対的不足，労働力確保の困難なととなどから消費地立地に移行 した。

しかも海面の埋立によ り広大な用地が計画的に取得でき ，工業原材料お

よび製品の輸送lζ 海運が適 している乙 とな どから ，諸外国 lζ 余り例を見

凡例

@ 特定軍要港湾

• ;R要，甚;n

ない独自の臨海工業地帯が

形成された。との港湾周辺

の臨海工業地帯では，石油

鉄鋼 ，非鉄金属，化学，重

機械工業などの重化学工業

を中心iζ 生産活動が行われ

ている。 図- 4 に示される

ように工業用地の造成は昭

和36年から急激に進められ

ている。わが国の工業出荷

額は昭和41年約34兆円であ

るが，乙のう ち約50%が臨

海工業地帯に よるものであ

る。

表- 11己主要な港湾の取

扱貨物量と港湾の性格を示

すが，乙れ らはほ とんど大

規模な工業用地を擁する港

湾であ り，港湾と工業の密

接な結合関係を物語るもの

であ る。
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図- 3 港湾取級貨物量推移 図 4  臨海部土地造成と工業出荷額の推移
図- 2 輸送機関別貨物輸送量
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( c ) 都市および地域の発展の要因としての港湾

一一都市港湾，開発港湾一一

地理的 ，歴史的 ，経済社会的必然性に より，都市の大

部分が臨海部 lζ 発達 している。人口 10万人以上の都市に

ついてみると ， 港湾を有する都市の全国 Ir 対する比率

は，人口で69%，工業出荷額で7796，商業販売額では85

% と高い値を示している 。 (表- 2 )

最近は，海面の埋立に よっ て都市の発展を計画的に誘

導するととができるので，逼塞した市街地の再開発と併

行して，新しい都市形成が精力的 lζ 進められている。神

h戸港ポートアイランド は港湾施設のほかに ，業務，商業

用地を鐙備し，可住人口5 - 6万人を想定した港湾都市

の建設を急いでいる。 (図- 5 )

また都市諸活動の場を提供するので，地域開発を促進

誘導する上で重要な役割をもっている。現在過疎，過密

現象の弊害が具現化しているが，大都市の過大化防止と

地域格差是正をめどに ，昭和37年新産業都市，工業整備

特別地域整備計画が策定 され，人口， 産業の地方分散を

図る施策が講 じられた。と の計画の是非は議論の余地が

あるが，港湾 と工業の伝統的結合関係から港湾造成の可

能性が決定的要因 となっている。現在戦略的中核港の整

備が進んでいる。

以上港湾の果 している 役割 という観点から ，わが国の

港湾の現状について述べたが，港湾が経済社会開発に直

接的影響力をも ち港湾一工業一都市と いう システムが地

域開発手法の代表的パタ ーンである乙とが認められる。

(3) 長 期 的 観 点 に 立 っ た 港 湾整備 の 方 向

国土開発に大きく貢献 している港湾整備を進める lζ 当

たっては， 国際情勢，産業構造，エ ネルギー構造，輸送

構造などの変化， 各種技術の進歩などの諸要因を考慮

し，長期的かつ総合的視野のもとで国土の健全な発達に

符合するように配慮 しな ければならない。港湾整備計画

は5 カ年を基本年次として進められているが，経済発展

Ir 伴なう取扱貨物量の伸展K 施設整備が追いつけず，年

次途中で改訂を余儀なく されている。現在昭和43年度を

初年度とする第三次五カ年計画が実施されている。

今年五月 ，新全国総合開発計画が閣議決定され ，昭和

ω年を目標とした新し い日 本の国土建設のフ レームが確

注: 工業出荷額 (全国〉に ついては名目価格

図- 5 ポートアイランド完成予想図

表ー1 主要港湾 取 扱貨 物量

順位 | 港 湾 名 | 昭和30年 | 35 40 42 港 湾 の 性 格

1  横 浜 14. 296 26. 523 54.340 74. 785 外貿，鉄鋼，石油精製，機核

2  
川 州崎

13. 412  23. 877 50.095 66. 542 鉄鋼，石油精製，化学

3  北 九 15. 913 27. 421  35.039 61. 692 鉄鏑

4  神

戸阪

11. 790 20. 002 42. 173 55. 471 外貿，一般重工業

5  大 12. 822 26. 412  43. 693 45. 641  内貿，一般重工業

6  
東名 古 屋 7.774 17. 013  29.821  42. 010 外貿，鉄鋼，石油精製

7  

千和歌山下京葉ill 

10. 047 21. 295 32. 106 41. 578 内貿，木材油

8  1. 432 5.791  32. 533 39.625 鉄鋼精，石 tlHι 石油化学

9  6. 198 13. 985 26.290  38. 545 石油叡

10  徳山下松 3. 487 15. 684 30.592 34. 618  石油梢製，石油化学

11 

水四 日 市島

286 1. 325 14. 122 28. 946 鉄鋼，石油精製，石油化学

12 2. 561 8. 012  20.078 27. 8幻 石油精製油，石油化学

13  
室堺 泉 北

790 1. 664 12.433 26.993 鉄鋼，石精製

14 

函 醐館

6. 738 13. 340  18. 246 21. 798 鉄鋼，石油精製

15  4. 916 7. 168 8. 649  17. 325 鉄道フェリー，石油精製

16  姫 路 4. 120  7. 559 14. 04.3  16. 533 鉄鋼，一般毘工業

17  岩 国 1. 942 4.700 12.061 16. 129 石油精製

18  字 野 2. 658 4. 082 7. 403 15. 3初 鉄道フェリ ー

19 背

森水

4. 506 5. 941  7. 幻6 14. 312  鉄道フェリー

20 T桂 2. 274  6. 655 11. 678 14.009 石油精叡

「湾港の性格」は港湾の性格および湾周辺埋立地の代表的工業を示す。

表- 2 人口10万人以上の都市における港湾都市人口および主要経済指標 (昭和利年 単位万人 100億円)

|金岡|持続 時 しI(B)/W I瑚 - l融 酎 額 〉
人口 区分

師 数lA 都 吋 A 同 |人 口 叫 品 |議 lw( Cl A|劇 F)/ (E)

100万人以上 7  1， 940  6  1， 803 1  137 92.9 795 758 95. 3 3，031  2，944 97. 1  

50万- 100万 5  341  4  261  l  80)  76. 5 156 148 94. 9  257 165 64. 2 

ト一一ー

30- 50万 15  558 9  324 6  234 58. 1  162 116  71. 6  269 141 52.4  

10- 30万 lω  1， 734 39 746  65  988 43.0 478 208 43. 5  576 269 46.7  

計 131  4，573 58 3，134 73  1， 439 68.5 1， 591  1， 230  77. 3 4，133 3，519  85. 4  
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定した。乙れは新しい開発方式「ネッ トワー夕方式」を提案 している。

すなわち ，新しい情報通信網や高速交通体系を建設 して，大都市 と各地

域を連絡する全国的なネッ トワ ークを整備し，大都市から遠隔な地域へ

の情報を密にする。乙れによって乙れら地域の開発を可能 とする 環境を

創出 してい くものである。乙の中で港湾の役割lを重視し ，港湾を基地化

して戦略的K 地域開発を推進する 乙とを諮っている。乙 の開発計画に水f

ｾ を合わせて ， 運輸省にお い ても昭和 ω 年を目標 と する港湾整備の方向

を打ち出した。昭和ω年の港湾取扱貨物量を40年の 5. 2 倍の42館、 トン，

工業出荷額を約 160 兆円と惣定し ，地威的特性を考ー慮して次のような整

備方針を明らかにしている。すなわち ，(表- 3 ，図- 6)  

( a ) 流通拠点港湾の整備

増加する物的流通に対処するため ，国際定期船港湾と して東京湾，伊

勢湾，大阪湾，関門地区などを重点的に整備する。さらに全国的見地か

ら，背後lζ 人口の集積を有し ，流通の中核となる港湾，背後地域の産業

開発の門戸となる港湾，基幹交通網の結節点となる港湾なと、約40港をす『

たに流通拠点、港湾 として重点的に整備する 。

( b ) 工業開発拠点港湾の整備

大型化する工業集般に対して ，工業開発の拠点となる工業用地造成を

行い，併せて港湾施設を整備する。石油鉄鋼 コンビナ ー トは規模の増大

が進み ， 4，(問 - 5，OOOha の用地が全国{ζ 5 カ所程度必要と推計される

が ，乙のための用地は苫小牧，陸奥小川原，秋田湾，九十九里浜，伊勢

湾 ，周防灘なと・において大規模に取得可能である。その他

の工業用地と して約 8 万ha が必要と考えられる。工業化

による公害発生の著 しい東京湾，大阪湾，伊勢湾奥部にお

いては海上の安全，公害防除等の観点、から石油精製 コンビ

ナー卜 の新規立地は極力避け ，港の安全に慎重を期す もの

とする。

( c ) 大都市圏港湾の整備

東京湾，伊勢湾，大阪湾，関門地区など大都市圏港湾にお

いては ，都市化の進展 lζ 伴ない都市活動を支えるための物

資流動がますます増加し ，一方流通用地，交通用地などの

都市再開発用地の需要も増大するものと思われる。乙のた

め，圏内で隣接する個々の港湾の特性を生か しながら，

， 稚 内

。

商港，工業港などの機能の分化と純化を図りつつ，広域港湾と して総合

的 lζ 計画する。

( d ) 社会開発 ，レクリエーシ ヨン港湾の整備

地主主の窓口 とし て地方港湾を社会開発の観点から整備する。またレク

リェ ーシヨン需要を満たすための ヨッ トハーパー， 海浜プーノレなとの施

設を有する総合的な観光港の護側 も行う。

( e ) 海 岸 保 全

臨海部への都市機能と資 産 の集積による環境整備水準の高度 化 の要 ￢ｾｊ

1(. 応えるため ，抜本的な海岸保全対策を推進する。また ，国民の自然への

潟望(ζ 対して，国立公園，国定公園などの自然保護区域内の海岸におい

て，恒久的な自然保護を目的とした海岸保全事業を行う。さらに大都市

周辺部においては，大規模海浜レクリ ェーシ ョン適地の開発を行う。

以上の基本方針に従って，今後の整備計画を進めるもの としているが，

乙れに姿する事業費は，昭和43年以降eO年までに港湾施設整備関係約 12

兆 3 千億円 ，用地造成関係約 6 兆 5 千億円 ，海岸保全関係約 l 兆 5 千億

円の巨額が必要である。国土面積の狭小なわが国が，激化する国際競争

に打ち勝つために は，技術開発，流通合理化などの改善 とと もに土地の

生産性の向上に努めなければならない。国家経済の盛衰と密接な関速を

もっ港湾も ，限られた海岸線を有効に利用し ，最少限の投資で最大の利

益が得られるよう総合的判断のも とで計画を推進していく必要がある。

( 速船省第三港湾建設局神戸調査設計事筋所長 高橋 基次)
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共通拠点港湾

国際定期船港湾

一般流通拠点港前

東京湾 伊勢湾 大 阪 湾 関 門 地 区 な ど

稚内 留却j 札 樽 函 館 室蘭 十 勝 釧 路 網 走 背 森 宮 古 仙 台 秋 田

酒 田 新 潟 直 江 津 伏 木 富 山 金 沢 敦 賀 舞 鶴 小 名 浜 茨 峻 東 京 湾

相 校 清 水 御 前 崎 伊 勢湾 大 阪 湾 岡 山 広 島 明 浜 岡 高鉛 松 山

高知 時 多 長 崎 八 代 細 島 志 布 志 鹿 児 島 な ど

! 州 … 路 峨N i I 原 … 湾 新 潟 伏 木 富 山 金 沢

福 井 腹 島 九 十九里 千 葉 木 東tl! 伊 勢 湾 宿 磨 水 島 福山 周 南 境

鳴 門 南 荻 出 来 予 周 防 準 大 分 鹿 児 島 な ど

〈注 1 ) 東京湾、伊勢湾 、大阪湾、関門勉区などは広蟻港湾として盤備する。

( 注 2 ) 札樽、仙台、東京湾、伊勢湾、大阪湾、広島、博多などの各港は 7 大都市を背後聞とする港湾である。

( 注 3) 苫小牧、陸奥小川原、秋田湾、九十九壁、伊勢湾、 周防穏などの 各地区は 、大規脱臨海工業地有? としての

整備が可能である。
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3. 水産資源・海底牧場

(1 ) は し が き

ブームのような最近の "海洋開発" という記事の中に ，海底牧場，海

中魚田 などの文字がみえる。なれて しまったせいか，近乙ろはあまり気

にならなくなったが，よく考えると妙な言葉である。一般に ，乙のどろ

のなりゆきと して，何か新 しいものが考えられると ，直感的 lζ 新語がつ

くられる。乙れが以心伝心で直ぐ流行語のようになってしまう。そうし

て，ようやくその言葉の意味が問題となる。筆者の分野である水産土木

も同様に ，水産工学，増殖土木，栽培漁業などなど，そして表題の海底

牧場もまた例外でない。一体乙れはなんであるか，もちろん辞書にもな

ければ定義もなく ，ただ， 人銘々が自分の解釈でものをいうだけであ

る。まして，乙の テー 7 の専門でない筆者に何が書けるか という乙とを

おもうと ，乙の原稿依頼を引きうけた無謀と大胆さに ，はじいる以上の

ものがある。ただ，いくらか直接的な仕事をしているとい う，それだけ

の理由で何か責任感のような ものに動かさ れた 。思見の一端をかき責を

逃れたい。大方の御叱正と御忠告をおねがいする 。

(2  )  海底牧場とは何 か

海底油( 炭) 回とか海底公園などの 言葉は誰がきいても惣像できる

が，牧場の頭 lζ 海底をつけてそのイメ ージが確定するであろうか。すな

わち ，対象とする生物が雑多であり ，たとえ，水産生物を魚類 IC限って

も，その魚種は何か。かりに 2.3 の有用魚をとりあげて もそれら の生態

や栄養生理の不明な点が多い。さらにつつ乙んでいえばより下等な有用

生物にあっては ，形質の発現さえまだ十分に把握されていなし、。また ，

最近の遺伝学や生化学の成果より品穏や餌肥料の改良などの対策を考え

る一方において， たまたま同一魚種の不慮の大漁が報じられる場合，

" ケチクサイ養殖など" という原始漁労根生も出ょうというもので，そ

の経営方針の基礎に疑問がもたれないでもない。かような判然としない

ものずくめの中にあって，海底牧場とは何か，識者や巷閣の声をまとめ

るとつぎのようである。

a . 海底大規模水産養殖場の意味として，現在のノリ生産におけ るよう

な大規模な海面養殖を海底において，魚( 介言語) 類に適用 しようとする

もの。

b. ギャンフソレ的性格をもっ従来の "獲る漁業" でなく " つくる漁業"

すなわち栽培漁業から発展独立するものにイメ ージを託したもの。

c . 陸上の牧場から ヒット を得，文字どおり イルカなどを訓練し ，広大

な海底lζ 聞垣( 仕切 り網〕をつくり水中動物，とくに魚類を養殖しよう

とする もの。

d . 海 底 ( 中) 魚田と称するものから発展し ，魚類の大規模な養殖を目

的とする。

乙れによる と，海底牧場の イメージは大分明らかになるが，先にのベ

た養殖の現状を合せ考える と，現在，かな りの距離を感ずるのは筆者だ

けであろうか。一言でいえば ，海底牧場なるものは未開発であり ，ただ

今合理的な発展への端緒についた と言わざるを得ない。

わが国は水産国 といわれている。その増養殖技術も世界的である。そ

の栄誉を保持しつづけるためにも何か乙の海底牧場の ビジョンがなくて

はならない。しか しながら ，乙ζ に考慮すべき一つの現実がある。すな

わち ，水産業は農業 と同様一次産業 と呼ばれ，乙のことと もに ，現在す

でに斯界は岐路に立っ ともいわれる。乙の原因追究と合理的対策は技術

面と同時に，社会的経済的な実情背景に求めなければなら ないが，事実，

現在の沿岸漁業tζ は，つぎの 2 つの見方がある。 海底牧場の未来像を目

ざす場合においても同様であろう。その一つは養殖であり ，他の一つは

増殖である 。養殖とは，対象水産生物の全部，または一部の生活環を管

理 した企業形懲と みるものであり ，増殖は，魚礁のよ うな施設( 漁具の

一部とみる) 設置に よる漁業をさす。そ 乙で，筆者は乙の増殖を未確定

なものに対する探究の手段とし ，養殖への過渡現象とする見方をとる。

一般には ，同じ乙とを別の見地から，たとえばかような未来像は早急に

実現不可能であるとし ，乙れを水産資源保護施設( 狭義の資源開発) と

みてい る。そ乙で乙の海底牧場もかような実情に徴 して，統一発展する

べきもの と見な ければならない。乙れらは当然，他分野の技術開発，社

会経済的諸要因とともに成長する性格をもっている。ゆえに ，海底牧場

なるものの理想像は現在では固定しえず，乙れが他の海洋開発の各分野

と異なる特質でもある。

海底牧場とは何か ，その答は現在において少なくとも止場されなけれ

ばならないものとする。

(3)  一つのビジョン

したがって，何はともあれ海底牧場は海洋開発の一環としての海洋生

物資源開発という窓味においてとらえるべきものであろう 。では，海洋

生物資源とは何か，乙乙で資源の定義をするわけではないが，少なく と

も人類の食ならびに文化生活に有用な，または間接的に有用となりうる

水産生物全般を含めて よ し し た がって，海底牧場づくり は， 広大な地

域においてつぎのような機能施設のシステ 7 タイズされた総合というこ

とになる 。蛇足だと思うが，形だけの" まきば" をまねるなどは無意味

であり ，地につかぬ芸評を追う ζ とはいましめたい。なお ，言葉の芯味と

して海底と名のつく以上，従来の海面や ，海中における養殖漁場を含め

るかどうかは ，各人観点の相違f [ よる 。図f [ ，海底農場という 言葉も 活

字: 化されている。重要な乙とは ，牧場とはまず機能経営形態の一つであ

ることをわすれではならないと考える。

図 1 中，裁培; 漁業センタ ーは，現在海辺において小規模 lζ 実施されて

いるが，魚種によるというよりほとんどの魚種については ，直接海中

( 底〉において研究管理する乙とがのぞまれる。それには ，海上( 中〉

または海底に進出する乙とが最良とされる。しか し，海上( 中) では風

波，運搬，通信などの支障があり ，作業が不便 となる。乙れらは ，将来

海上 ( 中) 施設として建設すべき ものである※ 。 したがって，海底牧場

は栽培漁業センタ ーを中心とする，一大総合海洋水産共同体でなければ

ならない。たとえば適当な敷地空間を保有 し， 生物の適種や各 s tage lζ

応じ ，それぞれの水環境 ・栄養生理K 関する事情など，競合すると とな

く各機能施設が配置され，調査，試験および研究とと もに円滑に運営さ

れる乙とが大切である。筆者の得意とすると乙ろではないが，強いて様

式的に示せば図 2のようなものである。

つぎに考慮すべきことは ， 乙れら海底牧場は地域的 ｉｃｾ の特徴をもつ

はずであり ，わが国南北にのびる環境の変化に応じ ，魚種や方法もまだ

変る。すなわち ，ことに全国各海域( 広くは領海) Iζ 水産基地の設定と

確保を挙げなければならない 。それについて目下，行政面においてつぎ

のような地区があげられている 。

(道 県) I  ( 地区名) I  (道 県) I  ( 地区名〕

北 海 道 サロ7 湖地区 三 重 県 尾 鷲 地 区

北 海 道 噴 火 湾 地 区 島 根 県 隠 岐 地 区

青 森 県 陸 奥 湾 地 区 高 知 県 西 部 地 区

岩 手 県 宮 古 地 区 山 口 県 内海東部地区

秋田 ・新潟・鳥取 日本海砂浜地区 長 崎 県 五 島 地 区

宮 城 県 牡 鹿 地 区 宮 崎 県 日 南 地 区

石 川 県 七 尾 湾 地 区

(4)  方法手段とその問題点

海底牧場の造成推進にあたっては ，他分野と同様，幾多の問題点があ

る。端的に乙れを掲げると潜水船，通信，材料，海中構築法などの技術

開発は ，他分野と共通であるので協同 して，開発推進せしめなければな

らないが，水産資源開発のみに関してはつぎのような問題がある 。

8 . 予算と経済効果

すでにのべたように ，乙乙 IC言う開発とは，社会的経済的要求を充足

するこ とに基礎背景をもつべき性格のものであるので，その経済効果が

見合 う乙とが先決であろう。 しか し，ζ 乙で注意 しなければならないの

53 



ように見かけるが，海洋開発においても "紛争" とならぬための新しい

体制がのぞまれる。また ，もたぬ国がいかに立派なプ ロジェクトを函乙

うと絵の餅にすぎない 。筆者はかような点について門外漢ながら不可解

なのである。

びすむ)

 

F

町

d(

 

は，経済効果という乙とと海洋開発という乙とがらを . 同一平面内にお

いて論じてよいかと‘ うかという乙 とである 。すなわち ，経済効果とは あ

くまでー企業体の成否の問題であ りd 一方， 海洋開発の本質的な目的

は，人類の福祉にある。経済効果が十分でなければ海洋は開発できない

かあるいは海洋開発は効果が見合わな ければ不可能かどうかというとと

である。乙の論議はおのずから思想問題にふれないと説明が不便である

かもしれないが，要点はそこにない。 問題はいか』とすれば海洋資源開発

が可能かという乙とにむけられねばなら ない。

b . 競 合 と 統 一

たとえば，海洋開発においてビッグサイエンスとしての可能性がとわ

れ，ナショナルプロジェクト の必要性が叫ばれ る。そして，その方針と

して各分野の主張が論じられてい るが， そのおのおのの分野 一つ一つ

が，出発点から，また各分野の総合の上になりたっている乙とを忘れて

はならない。水産資源開発分野とて例外でない 。一体分野とは ，何を基

準において区分されるのであろうか。ちか乙ーろ紛争と いう言葉を毎日の

( 狭 義の，毎底牧場、現在の浅海開発)

註 富樫 とは三として 、経済的要因 により

ある賦問‘ 健全に マーケ y トサイ ; Cl

て 育 成 貯蔵. 菅理する二 と

海 底 ( 中) 役 場 の 組 織

浴

水

船

の

開

発

図 1

験実袈基

ア ク ア ト ロ ン

農業土木鼠験渇水産土木部

第 3 研究室長 ・強惚

加 藤 重

日」
男会実

※ 筆者の研究室では，

乙のため海水の交流を

阻害しないという乙と

や水深の大なる処に設

置しなければならない

という条件を満足する

ため ，浮防波堤の開発

を急いでいる 。目下，

ζ の成果は乙れら海底

牧場その他の海洋開発

における一般海上施設

防災上に役立てるため

の見通しを得ている 。

大規模人工魚礁 l

l n主流実 験)

|水産，毎 出 研 究 所 |

l 土木J 控量}

14重苗育成センター|

| 水 環 境 資 源 調 利
|人工務化センター |

|適II 開発センタ ー|

( 遺伝 ・生化学)

| 問問 ンタ ー |

表題「水産資源，海底牧場J は，筆者に何を要求したのか，その現状

か，定義か，将来像か，何の規定もなくきわめて自由度の高い形式を与

えている。執筆中，つねに乙れが念頭にあり ，その間 ，幾度か改題して

いただ乙うと恩った 。しかし，テーマを限定すると，ますます自縛する

乙とをしり ，心中乙っそりとにげてる始末で，与えられた題自に改めて

感謝した次第である 。読み返すとぎ乙ちなさは隠せないが，何としても

海底牧場という言葉が生まれた以上，はずかし くない形で育てたいとの

誠意のあらわれと許していただきたい。世間 ，各界への理解を求め，か

つP Rの意味もかねてあえて少しく過大( 見方によっては逆にもなる。)

に記述した。事実，世界の食糧問題は ，さきが見えているという 。そう

した中にあって，自然

の成り行きとはいえ ，

とれを補償でかたづけ

工業国としてのみ，あ

るいは箱庭的なレジャ

ー用の ，例の観光地の

ツ7 としてのみ，ある

いはま た，稀少価値を

もって一部少数の人の

ためにのみ，水産資源

を横目 でながしてよい

かどうかは， 研究室が

職場である筆者ーには，

乙の辺がわからないの

である。

図 2 海 底 ( 中 ) 牧 場 穫 式 図

( 大規績な鉄管橋造を もっ海中建造物およびその建築技術の導入が必要である 〕

津

島

、

，/

， 
〆i

， 

/  

T  

で
F主

， 
〆

， 
， 

54 



] [ . 材料

1  . 金 属 材 料

(1) は じ め に

海洋開発の発展にともない ，乙れらの分野へ鉄鋼材料を始め各種の金

属材料が大量に使用されるものと期待されるが，一方使用条件に適応し

た経済的な材料の開発が強く要望されている。併しながらーロに海洋開

発とい っても ，その目的あるいは対象分野が非常に多岐にわたるため金

属材料IC : : 要求される諸性質は構造物ある いは装置によっておのおの異っ

てお り，乙のため使用環境に応じて多種類の金属材料が使用されている

のが現状である。一方，各国とも性能上あるいは経済的にすぐれた海洋

開発用金属材料の研究に取組んでt はいるが，まだ歴史も浅い乙ともあっ

て必ずしも満足 し得る状態にあるとは言えない。そ 乙で現状では金属材

料の選定基準としては ，まず第ーに構造物の構成要素として機械的諸条

件がi満足 し得る状態にあるかど うかを考慮した上で，さらに乙れらの金

属材料が海洋腐食環境に耐え得るか，あるいは適当な防食手段があるか

どうかを検討する ととが必要であ る。現在すでに実用化の進んでいる海

洋構造物としては海底石油掘削装置および採油設備，深海調査船，長大

橋などがあり ，また今後は海洋開発の発展に ともない海底貯蔵タンク ，

海底居住区，観光用水中施設，海上都市， 海上飛行場，海上発電所など

種々の構造物が考えられるが，鉄鋼材料は経済性，加工性のすぐれてい

る点から主力材料として大量に使用されること になろう 。

本稿では海洋開発 IL使用さ れる金属材料の付帯条件並びに腐食現象に

ついて簡単に触れ，次いで乙 れらの分野で使用される各種鉄鋼材料およ

びその他の金属材料の現状について概説する 。

(2)  海洋構造物と金属材料の要求特性

海洋構造物は海流や波浪などの外力の他に海水による腐食の影響を受

けるので，陸上構造物に比べ構造物の設計条件や材料の選択，工作方法

などが厳しく なるのは当然である 。併し ながら ，構造物の種類によって

はある種の性質は全く無視してよい場合もあり ，逆にある特定の性質の

優劣が最も重要視される場合もある。

以下，海洋構造物に使用される金属材料! C : : 要求される条件としては一

般的に言 って次の事項が考えられる 。

(  a ) 工 作 性

海洋構造物は強固な大型構造物である乙とが多 く，乙のため溶接性，

曲げ加工性のすぐれているととが要求される 。

( b ) 低 温 靭 性

波浪などの外力に より部材の応力集中部や欠陥部から脆性破壊を起す

乙とが考えら れるため，母材および溶接部の靭性がすぐれていなければ

ならない。 とくに寒冷地で使用する掘削装置のよ うな ものでは過大な流

氷の衝撃力が加わる こと も予想されるので，低温靭性を充分考慮しなけ

ｾＧｌ ｉ ぎならない。

( c ) 強 度

大型構造物や高深度で高圧を受ける構造物では ，高応力を受けるので

強度の高い材料が要求される。深海調査船のような場合には 60- 150 キ

ロ級の高張力鋼が使用される。

( d ) 耐 海 水 性

海水j腐食の問題は海水中と海水面上に別けて考える必要があり ，次章

で述べる通り種々の腐食現象が発生するので，乙 れらに強い性質が要求

さh る。

( e ) 耐 候 性

海上大気中では海塩粒子の影響が加わるので，陸上構造物に比べ腐食

が激しく ，ζ のためすぐれた耐候性が要求される。

( f ) 経 済 性

構造物あるいは装置を安価に製作する乙とが海洋開発事業を成功させ

る重要な要素であるため ，使用材料は工作性，加工性も含めて安価に供

給する必要がある。

(3)  海洋環境における鋼材の腐食現象

海水中並びに海水面上での鋼材の腐食速度は 0. 1- 0. 3m ml 年程度で

あるが，海洋大気から深海部までの環境の差異によっ てそれそ‘ れ異った

腐食挙動を示す 乙と が知られている。例えば鋼杭のよ うな長尺物の腐食

状況は図 1 IL示す通り海洋大気帯，飛沫帯，干満帯，海水中 ，泥土中で

それそ、れ異った腐食度を示し ，その腐食の形式も異っている。まず，海

洋大気帯は塩水分を含んでいるため激しい大気腐食を受ける。飛沫帯は

海水の飛沫のため鋼材表面の生成錆は絶えず湿り ，多量の酸素の供給に

より最も腐食が激しくなる。干満帯は乾湿の繰り返しのため同様な理由

で腐食は激しいはずであるが，長尺杭の場合には干潮位下に対して陰極

となり腐食は非常に小さ くなる。 一方海水中のうち干潮位下に位置する

部分は干満帯部分に対 して陽極になるため電池作用腐食が一般の海水腐

食に加 って腐食の程度が大きくなる。海水中の下部および泥土中では溶

存酸素量が少いので腐食の程度が軽微になる。海水中での腐食の進行は

主として溶存酸素の鋼面への供給速度IC: : 支配されるため ，飛沫帯におけ

るほど鋼種によって余り差が現われないと言われるが試験場所によ って

酸素濃度と温度が異ると図 1 は左または右へ移動する し，また汚染海水

では飛沫帯より海水中の方で腐食が大きくなる乙ともあ る。

乙の他，金属材料の種類あ るいは使用条件によっては孔食，スキマ腐

食，海中生物によ る汚損， 流速の影響，異種金属聞の電池作用，金属組織の

不均一による選択腐食，応力腐食，水素脆化，応力疲労な ど各種の腐食が

問題 となるので使用条件によっ て金属材料の選定を誤つてはな らない。

なお ，耐海水性鋼が各社lζ より製造されているが後述のどとく現段階で

は用途を限定して使用 されているのが実状であり， 一般には海洋構造物

の防食方法としては 図 l マリナースチールと A328鋼 ( 鋼矢板用普通鋼材〉

塗装，被覆などの他 との腐食の比較

にとくに海水中では

外部電源法あるいは

流電陽極法などの電

気防食法が実施され

るととが多い。

(4) 海洋構造物に

使 用 さ れ る 金

属 材 料 の 現 状

陸上構造物の場合

と同様に鉄鋼材料が 100:  

最も大量に使用され

ており ，なかでも J

1  S 一般構造用鋼

( S  S 材) あるいは

溶接構造用鋼 ( S M

材) などがその主体

をな しているが，構

残留板厚 mm

大気中

飛 沫 帯

満湖面

干 満 智

海水中

海 底 面

土 中
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造物の設計条件あるいは ，使用環境などにより高張力鋼，低温用銅，耐

海水性鋼，耐候性鋼などの特殊な鋼材も使用されており，乙の他用途，

目的によって各種非鉄金属材料が使用される乙ともある。 表 1 は海洋構

造物 lζ 使用される鋼材について主な規格並び可ζ 用途例を示す。以下乙れ

らの材料についての概要を紹介する 。

( 8 ) 高 張 力 鋼

降伏点，引張強さが高く ，而も溶接性，切欠靭性がすぐれているため

船舶，橋梁，圧力容器などの大型構造物l C 使用されており ，今後大型海

洋構造物の主要材料として大量に使用 されるものと期待される。製造法

により非調質型と調質裂に大別され，非調質型は S i - Mnをベースとし

てさらに徴置の合金元素を加えて強度を高めたもので，溶接性その他の

制約で引張強さωキロ級のものまでが市販されており ，乙れに対して調

質型は微量の合金元素の添加の他11 : 焼入焼戻( 調質処理) により強度並

び11 : 靭性を高めたもので. 00- 1∞キ ロ級のものが実用に供されている。

圏内規格では表 1 f L 示すごとく J 1  S およびW E S が一般に使用され，

乙れ らの規格に対応する製品が各鉄鋼メ ーカーにより製造されている。

一方，同じ調質高張力鏑でも深海調査船のように特殊な荷重を受ける

構造物には，さらに低温靭性を高めた強靭性高強力鋼が使用され，ζ れ

らの鋼材としては防衛庁規格により N S 46. N  S63および米国海軍規格

の HY80. HY 1∞.  HY140 があり ，またさらに強度の高い日0キロ 級

の18Ni マレージング鋼も一部実用に供されたと報告されている。

( b ) 低 温 用 鋼

アラスカ，北海などの石油掘削装置プラットホームなどでは冬期 - 30

~ー必℃の低温にさらされるため. 低温靭性のとくにすぐれた所謂低温

用鋼が使用される。低温用鋼は L P G. L N Gなどの液体貯蔵用タンク

材として開発されたもので，各鉄鋼メ ーカは A S T M規格lとより製造す

るとと もに アルミキルド鋼 . 2.5%Ni 鋼 . 3. 59ぢNi 鋼，低調用高張力鏑

などについて日本溶接協会の鋼種認定を得て，それぞれの商品名で製造

販売を行っている。我が国の規格としてはW E S i低温構造用鋼板材質

判定基準」が最もよく使用されている が. J  1  S も近く制定される乙と

になっている。寒冷地における海洋構造物に使用される低温用鋼板とし

てはアルミ キルド鋼板を焼準ある いは焼入焼戻した A S T M- A 5 3 7 や

A516 が乙れに相当し ，わが国においても同程度の衝撃債を有するアル

ミキルド鋼が開発されている。

( c ) 耐 候 性 錫

Cu.  Cr .  P.  N i なと、を淀接性を損わない程度11 : 少量づっ加え，大気

中での耐食性即ち耐候性を普通鋼の 2 - 6倍に増加させたもので，すで

に橋梁，車両，鉄塔，タンクなどに大量に使用されている。もちろん，

海洋大気11 : 対しでも耐候性が一般鋼材に比べてす ぐれている乙とから ，

今後海洋構造用材の花形として大量に使用されるものと思われる。現在

表 1 海洋構造物に使用される主な鋼材の規格

鋼 材 名 称 規 格 記 号

lw品|
用 途

市販されている耐候性鋼は引猿強さ41 キロ . 50キロ . 00キロ級があり ，

また成分的に は ｾｃｵＮ P. C r を基本成分として耐候性に重点をおいた鏑

種と . P が増加すると滋接性が低下するので P を普通鋼なみにおさえた

溶接構造用耐候性鋼 CJ 1  S .  S MA 41， 50. 58) があり ，前者は車両，

低圧ガスホルダー，建築外装材のような薄板IL . また後者は橋梁，海底

石油掘削装置のような原板構造材として使用されている。なお，耐候性

鋼が錆の進行が遅いのは特殊元素 iとよ り生成錆が級密であり ，自己塗装

効果を発揮するためである。

( d ) 耐海水性鋼

2 章で・述べた通り鋼材は潟水中または海水面上で使用する場合，通常

の大気腐食11 : 比べて激しい腐食を受ける。特IC飛沫帯および海面直下で

は腐食が激しく ，また一般には飛沫帯の方が腐食が激しいが，汚染潟水

ではそれが逆転したりする。一方，海洋構造物では塗装を施しでも補修

lζ 経費がかかるため ，経済的見地からこれらの環境で耐食性のすぐれた

鋼材が要求される。乙のような要求により1開発された耐海水性鋼には

u. S.  St eel 社のマリナースチ ールやフランスの A P S鋼を始め，各

国，各社がそれぞれ特徴のあるものを開発しており ，飛沫帯の耐食性の

向上に効果が認められているが，さらに耐海水性，溶接性，靭性のすぐ

れた安価な鋼材の開発が各社により進められている。 一例として，マリ

ナースチー J レは Cu. P.  Ni を添加したセミキルド鏑で飛沫帯の耐食性

が普通鋼の 2 - 3 倍程度あり ，而も50キロ級の引張強さを有する経済鋼

種であるため，主として港湾工事用の鏑矢板 . H杭，鋼管杭，コ J レゲー

ト・セ J レなどに使用されている。

( e ) 非鉄金属材料

前述した通り海洋開発には鉄鋼材料が構造用材の主力となるが， 銅，

ニッケノレなと、の非鉄金属は海水IL対する耐食性が極めてすぐれている た

めとくに耐食性を考慮するような特殊な;環境条件下において使用され

る。 図 2は常用の海水用材料について平穏な海水中における全面腐食11:

よる腐食速度を示している。深海における全面腐食もほとんどの場合海

面近くの試験で観察される範囲 11 : 入るととが予想される。銅合金は孔食

の面からもすぐれているが，とく にキュープロ のような C u- Ni 合金は

高流速のも とでもすぐれた耐食性を示す。耐食材料の選定にあたって

は，前述した通り ，使用条件下で発生する種々の型式の腐食現象を考慮

しな ければならない。

(5) む す び

以上，紙面の都合でほんの概要を述べるにとどまったが，鉄鋼材料は

今後海洋開発の主力材料として活躍が期待されるが，更に耐海水性およ

び溶接性の優れた安価な鋼材の開発が重要視されるものと恩われる。

(}II 崎民鉄K K技術開発部技術開発謀長 塚本 陸世)
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2. コンクリート材料

海洋開発にともなう構造物の主要材料としては，鋼材，コ ンクリ ー ト

の他にプラスチック ，防水材料などが考えられる。いまと乙でコン クリ

ートを取り上げると，とくに問題となるのは，海面下におけるコンクリ

ートの施工とコンクリートの海水に対する抵抗性ではないかと恩われ

る。そこで，主として乙の 2 点について述べたいと思う。

(1) 海面下のコンクリートの施工

水中でコンクリ ー ト施工するには， 以前から各種の方法が用いられて

いる。すなわち， トレ ミーを使用する方法，底開 き箱または底開き袋を

用いる方法，袋詰め コンクリ ート，コ ンクリートポンプを用いる方法な

どである 。しかし ，とれらの方法は水深が一般に20m以内でなければ施

工でき ず，しかも造 られるコンクリ ート の品質の保証も困難であると乙

ろから ，大きな応力度をうける重要な構造物には用いられなかった。

しかし，近年プレパックドコンクリ ート の施工技術の進歩lとともなっ

て，水中コンクリートにおいて も比較的信頼のおける施工が可能と な

「

「

「

0 モルタル注入管

. モルタル探知管

第 1図

り，重要構造物の水中における下部構造lζ プレパックド コンクリ ー トが

用いられるようになってきた。 l 例として天草 5 橋の第 2. 3.  4 号橋

の下部構造に用いられたプレパックド コンク リート工法の概要を述べる

乙とにしよう。

( 8 ) 橋梁下部情造のプ レパックドコンクリー卜施工例

乙の コンクリ ー ト工は水深最大16 m程度の海面下で・行なわれたもので

あるから ，将来予想される数十~数百mの水深下における施工とは当然

趣が異なり，困難さの程度も桁違いではあろうが. 1:基当り約 1.21∞d

lζ 達する量の重要な橋梁下部構造をプレパックド コンク リートで施工し

た乙とは ，注目に値するととであ ろう。

乙の下部構造は水深によってコンクリートの品質を 2 種類lζ 分け，配

合強度は浅い部分で210kg/cnl . 深い部分で190kg/cnl となっている。

グラウトの配合は，浅い部分および深い部分において

C  :  F  :  S  =  1  :  0. 4 :  1. 5および 1 :  0. 4:  1.8 

W/( C + F ) = 44必および4Mぢ. At/( C 十 F ) =0. 01596:および 0. 020%

となっており . ( C + F ) はフライ アッシュセメントを使用している。

混和材料としては減水剤のポゾリスぬ 8 を使用し ，その他の混和材料は

使用していない。細骨材は1 . 2 m mフルイを80%通過する 川砂で，組骨

材は2. 5である。

組骨材は粒径20- ω m mおよび 20- 12 0 mmの川砂利を使用し，空隙

率は地上で ＴＰＮＰ Ｅ 水深 Ｔｭ の海中で ＴＲ Ｎ Ｖ ｾ ぢとなっている。

型わくは陸上で組み立てた支保わくに，下段の部は陸上でパネルを取

り付けてクレーン船で洗め ，上段の部は下段のプレパックドコンクリ ー

ト打設後，潜水夫がノマネ J レを取りはずし ，清掃後乙れを上段の型わくと

して潜水夫が組み立てる方式をとっている。

下部構造はコンクリ ート の形状 ・容積 ・注入機械能力および細骨材置

場の面積等の考慮か ら5 - 6 ロットに区分されていて ，打継自 の完全を

期すために，各ロット分づっ粗骨材を充築しては注入を行い ，凝結後表

面のレータンスを取り除いてつぎの ロッ トを施工している。

注入パイプは 1Y2in. で，無筋コ ンク リー ト部では2. 0m間隔，鉄筋 コ

ンクリート部では 1. 5 m間隔に配置し，測深ノ f イプは 2 in. で 5 rrf /本の

割合で配置している。( 第 1図参照) 注入は外側から一方向 fC押して行

ない，注入パイプはその先端がモルタ J レ中に50cm入っているように留意

して徐々に引き抜いている 。

とのようにして，各 ロットは粗骨材の上まで注入した後，モルタ J レが

凝結した乙ろを見計らって，ウォータ ゼットと エアゼットを併用して，

潜水夫がレータンスを取り除き ，打継自の付着を良好ならしめている。

コンクリートの品質管理は，モルタノレについてはフローテスト，プリ

ージング率，膨張率テストを行い ，コ ンクリ ー トについては，φ15x 30

C田の圧縮強度管理試験用供試体を造って強度試験を行う とと もに ，コア

ボーリ ングも行なっている。 管理試験の結果からは，コ ンクリートの品

質のばらつきは小さかったが，コアは組骨材が大きいためよく取れなか

ったようである。

( b ) 海中プレパックドコンクリートに関する最近の研究

本州一四国連絡橋の計画にともない ，一基当り最大 400. ∞Oni ' のコン

クリ ート を水深50mの海中で、施工する ための研究が最近進行中である。

天草架橋にくらべて，水深において約 3 倍，コ ンクリ ー ト畳において約

30倍，しかも2- 4  m/secの潮流という条件のもとでのコンクリート工

であるから ，過去の研究と経験からでは明らかでない幾多の問題の解決

が迫られているわけであ る。すなわち， 注入モ J レタノレの品質の問題( た

とえば，材料の分離に関連 して混和剤の品質および畳をどうすればよい

か) . 粗骨材の大きさの問題，海中型わくの組み立て方および水密の問

題，打込み時f C 潮流よりコンクリ ートを保護する方法，大量のモルタ J レ

を注入する方法，モ J レタノレの検知装置，コン クリートの打継目の問題，

コンクリートの品質検査方法などが取り上げられるであろう。
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乙れらの問題点の l っとして，まず深水中で施工するプレパックドモ

ルタ J レの配合とフ。レパックド コンクリ ー トの強度に関して，新見等はつ

ぎのような結論を導いている。すなわち，プレパックドモルタ J レの流動

性および凝結時間は，水深80m程度の圧力下では大気圧下とほぼ等しい

とと ，アルミニウム粉末とセメント中のアルカリ分との反応も水深80m

程度の圧力によって影響されない乙と ，温度条件が同一ならばモルタ J レ

の膨張率は大気圧下の膨張率から推定するととができるとと ，プレパッ

クドモルタルのプリ ージング率は加圧力によって大気圧下のそれより大

きくなる乙と ，圧力を受けて硬化したプレパックドモルタ J レの圧縮強度

は大気圧下で硬化した ものより は大で， 水深 80m程度の圧力下では 1. 3

- 1. 8倍となった乙と ，圧力下で製作， 養生したプレパックド コンクリ

ー トの圧縮強度は，同一配合のモJ レタノレを使用した大気圧下のプレパッ

クド コンクリ ー トの圧縮強度よりも小さ し 水 深80m程度の圧力下では

95- 8 09ぢとなったが，アルミ ニウム粉末を増加する乙とによって，強度

の減少を紡ぐ乙とができる乙とを示している。

以上の実験結果は水深80 m程度の圧力下におけるものであるから ，海

洋科学技術審議会が去る 7 月4 日IC出した答申花見られるような，将来

の海洋開発で予想される水深2∞- 250mの圧力下では，どのような相違

点が出てくるかは今後の研究にまたなければならない。

つぎに，本州一四国連絡橋の基礎構造の コンクリートに関する実験は

大規模に行なわれているので，乙 の成果は海洋開発にともなう水中コン

クリ ー トの施工K 大きな寄与をなすものと期待される。そ乙で，乙れま

でに発表された実験報告から主な成果を拾ってみる乙とにする。

まず第一次実験では ，直径 3 m高 さ10mのプ レパック ドコ ンク リート

の供試体を 7 庖IC分けて注入している が，型わく内 iζ は注入管を供試体

の中心iζ 配置して20- 40 mの粗骨材を詰め ，海水を満している。モルタ

J レの配合は C : F  :  S - l  :  0. 4:  1. 6， W/  ( C + F )  = 479ぢでフ ロー

値は19秒である 。注入 したときのモルタルの流動勾配は1fz- %，という大

きな値で，硬化後の調査によると ，完全に硬化しているのは全体積の約

50%I C相当する中央部分で，他はモルタ J レの分離のために硬化不十分で

あったようである。 ζ のように ，2 0 - 4 0 mmという比較的小さな粗骨材

を用いた場合には ，注入管 ]; 本の受け持つ面積を 3. 5 nf 以上にするのは

無理で，一般に採用されている 1. 5 mの注入間隔が妥当で、あ るととを示

している 。

ついで第 2 次実験においては，組骨材の寸法の影響，モJ レタルの配合

およびフロ ー値の変化の影響などに関する研究を行なっている。

その結果によれば，粗骨材の最小寸法が2 0 mmのものは ，モJ レタ J レの

分般によって部分的に硬化しない箇所が生ずるとと ，モルタ J レを富配合

lとすれば分離の度合が減少する乙と ，フロ ー値が15秒の軟絞りモルタ J レ

を用いても ，分離の傾向はあまり大きくない乙とが明らかになったよう

である ，そして， 注入速度が大きい場合 IL は，粗骨材の最小寸法を 40

m m以上にするのが望ま しいととを示している。

モJ レタ J レの分離が目立っていない場合でも ，注入管より離れるに従っ

てコンク リート の強度が低下する傾向があり ，注入管より 1 m以上離れ

た型わくの近くでは，強度は急激に低下する ζ とが明らかになった。

以上のように ，海中における 大規模なプレパックドコンクリ ー トの施

工方法に関して，実験が繰り返されているので，乙 れらの成果は海洋開

発にともなう海中コンクリ ー トの施工IC貢献すると乙ろ極めて大である

と考えられる。

(2)  海水にたいするコンクリートの抵抗性

海水の作用をうける コンクリ ート が劣化して部分的に破損したり ，あ

るいは乙れが構造物の破損につながった例が数多く報告されている。乙

のような コンク リート の劣化の主な原因としては，海水の化学作用の他

に気象作用および波浪・ 漂砂などによる機械的作用が考えられる。

セメントは石灰をベースとする化合物であるから ，海水によって多少

なりとも分解作用を受けるととは覚悟しなければならない。しかし ，乙
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の化学作用の複雑な機構は未だ充分に解明されていないようである。海

水そのものも場所によって成分組成が異なり，同じ コンクリ ートを異な

った場所で海水 IC浸したと乙ろ ，一方は異常がなかったが他方は分解を

みたという例もあるようである。

一方， コンクリートは材料，配合，施工方法，養生方法などによっ

て，潟水 lζ 対する抵抗性が非常に異なる乙とが明らかにされている。 コ

ンクリ ー トは本質的 IL海水の劣化作用を免れる乙と ができないとはいっ

ても ，設計が適切で，材料，配合の選択を誤らず，施工 ・養生に細心の

注意を払えば，海水に対して充分耐久的な構造物を造る ζ とが可能な乙

とは，数多くの実績から明 らかな乙とである。

潟水の化学作用によるコンクリ ート の劣化は，主として海水中の硫酸

マグネシウム ， 塩化7 グネシウムなどがセメント成分の Ca O，A t203 

などと作用する乙とによる ものである。そ乙で，使用するセメントとし

ては ， CaO および A t20 3 の含有置の少ないものが望ましいといわれ

ている 。すなわち ，高強度ポ J レトランドセメントは望ましくない わけ

である。一般に ，中商熱ポ J レトランドセメント， 高炉セ メント ，フライ

アッシュセメント ，シ リカセメン ト， アルミナセメント ，高硫酸塩セメ

ントは海水に対する抵抗性が大きいとされているが，研究者によって結

論は必ずしも一致 していない。

一般に，海水による劣化作用は ，潮位聞と高潮位のすぐ上方のコ ンク

リー トが最もはげしく受けるようである。コンクリートへの海水の浸透

と乾燥の繰り返しによって，コン クリ ー卜 中の海水の塩類の濃度が高め

られ，化学作用が強烈に作用するとともに ，乙の部分のコンクリートは

凍結作用および波浪による摩耗作用を受けやすいので，イ也の部分より も

はるかに速かに劣化する傾向がある。絶えず海水中にあるコンクリート

は，材料，配合が適当であり 密実 IC造られたものであれば，一般に化学

作用によって破壊する乙とはないようである。また ，密実な コンクリ ー

トを長期間空気中 IL畷し ，表面 IL炭酸石灰の膜を生ぜしめると ，潟水IL

対する抵抗力が増大する乙とも明らかになっている。そ乙で，海水に対

して抵抗力の大きなコンクリ ート 構造物を造るには，つぎのような点に

注意を払わなければならない。

セメントは早強ポ J レトランドセメント以外の ものを用い ，A E剤また

は減水邦j を使用した水セメント比が50- 55%以下のプラスチック なコ ン

クリ ート を入念に締め固めて密実な ものとする。汐位間およびそのす ぐ

上部に打継目をつくらない。コンクリ ートはなるべく 長期間海水と接触

させない。できればプレキャスト部材を用いる。機械的損傷を受け る恐

れのあるところでは，コンクリ ート の表面を保護する。鉄材のかぶりは

7 - 10c回以上にする 。鉄筋の設計百|張応力度はなるべく小さくする。

以上のような点に注意を払って も，なおかつ コンクリ ート 中に欠陥が

生ずる乙とが考えられるので，コ ンクリ ー トを海水などの損蝕iζ 対して

1∞労安全なものとする乙とは容易ではないが， しかし実用上は他の構

造上材料とくらべて，海水IL対してより耐久的な コンクリ ートを造る乙

とは容易であると考えられる。

( 近餓大学教授 水野俊一)
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3. プ ラ ス チ ッ ク

(1) は じ め に

海洋開発のテーマの もとでプラスチック材料を考えてみる場合，現在

すでに使用され，あるいは将来開発されるべきものとしては ，地上や字

宙空間で要求される材料の条件と本質的にあまり変りないものであろう

と推察できる。われわれが海洋開発という場合，先ず頭 IC画くのは海洋

開発のための諸設備や装置，海底資源、の採取のための建造物，海底住居，

海中生活用の衣料などに ，どの よう なプラスチックを用いる ζ とができ

るか，また既存のプラスチックをどのように改良して，それらの目的に

向くものに仕上げる乙とができるか，といった問題であろう。この分野

ですぐれたプラチック材料の開発は一日 も早くまたれると乙ろである。

乙乙ではまず，海洋開発のためのプラスチック材料に対して要求される

物性を考えてみたいと思う。

(a) まず比強度，比剛性などの機械的強度の大きい乙 と。 宇宙空間用の

プラスチック材料の問題と同様に1)， 地上での材料と乙となり ，非金

属材料であるプラスチック としてはとく に単位重量あたりの強度の大

きな乙とが要求される。同時に海底での利用においては大きい水圧に

耐えるため，耐圧性，耐衝撃性などの高い乙とも必要な条件となる。

(b)  耐熱性および耐寒性。とくに海洋での材料としては後者の耐寒性が

問題となろう。水温に おいて強度な ど物性の変化が少なく ，寸法安定

性 ICすぐれ長期間使用に耐え得るものであるととが望ましい。

(c) 耐候性，耐腐食性，とくに食塩水IC対する耐久性の大きい乙 と。と

くに建築助材として用いる場合には重要であろう。

(d) 地上での場合と同じく加工性，成形性に富み，コストも低いとと が

望ましい。乙れはいずれの目的に対しでも共通した ，プラスチック材

料に対する当然の要求である。

以上の線に沿って，すでに地上で用いられている種々のプ ラスチ ックで

適当と思われる もの，あるいは改良によって海洋開発の材料と して期待

できそうなものを，以下に若干眺めてみたいと思う 。改良の方向として

は，一つはガラスせんいのような補強材を組み合わせた強化プラスチッ

ク，すなわち複合材料の研究とその実用化があげられ，すでに地上での

目的のために乙の方法で耐熱性，耐衝撃性などの改良に成功してい るも

のが多い。他には補強材を微小せんい状にした新らしい複合材料の開発

がある。接着材，パッキング材，塗装材などの目的K 沿った方向への改

良も重要であろう。

(2)  建築副材料や部品としてのプラスチ ック

海洋開発上建築材料としてプラスチックをみる 場合，将来はともかく

として，さしあたり補助材と して， 既存の材料をD 目的に適するよう に

改良する乙とをまず考えていかねばならないだろう。

(a)  ポリ塩化ピニル ( P V C) 3)  

P V Cはいうまでもなく ，最も利用面の広いプラスチックである が，

耐薬品性や耐腐触性にすぐれ半永久的寿命がある。その上，比強度が高

くまた帯電腐食もお乙さず，輸送の便利さ ，接合の容易さ ，価格の安さ

と相まっ て地上では建材や管に大いに利用さ れてい る。ただ欠点もいろ

いろあり ，比較的ヤング率が小さく ，ノッチがあれば応力集中がお乙り

乙われ易い乙とや，とくに冷水中での衝撃に弱い点は，海洋開発の目的

で問題があろうと思われる。しか し， 最近にはつぎのような改良がなさ

れつつあり，将来大いに有望視される 樹脂の一つであると 期待できる 。

i ) 耐衝撃性を改良した，いわゆる耐衝撃性 P V Cの出現。乙れは A B

S 樹脂( アクリ ロニトリル ・プタジエン ・スチレン共重合樹脂) やポ

リエチレンの塩素化物をプレンドして成型したものである。

i i ) P V C ライ ニン グ鋼管や鏑材の出現。鏑管の内面を P V Cでライニ

ングしたもので，- 20

o

Cで，鋼管が変形するほどノ、ン 7 ーで打っても

内面の P V C管に亀裂は生じなかったという実験がある。

i  i  i ) フィラメントワインド P V C管。ガラスせんいで強化したポ リエス

テJ レのフィラメントワインデングを P V C管の外側にほどとしたもの

で，耐熱性，耐衝撃性などにすぐれる 。

ほかに P V C用の耐衝撃強化剤として，さきの A B S 樹脂( たとえば日本

ゼオン社の Hi - Bl en) ，M B S 樹脂 (鐙淵化学のKaneace，呉羽化学の

B T Aなど) やポリ エチ レンの塩素化物( たとえば昭和電工， El asl en)  

などが開発されており山 ，P V Cの有用性はさらに高められつつある。

(b)  ポリカーポネート樹脂

ポリカ ーボネ ー トは，新らしいエンジ ニアリング樹脂の一つで炭酸エ

ステルの構造をもち ，耐熱性と耐衝撃性のすぐれた材料として注目され

ているものである。ナイ ロンなどと同様，未だ価格は高いが，すぐれた

性質のために内外で生産拡大が進められている。最近， Mar bon社が開

発したC ycoloy 800という， A B S 樹脂とのブレンド( プラスチック ・

アロイ ) は，さらに耐衝撃性のすぐれたものであるといわれ，プラスチ

ックの性質もその混合比によって大幅に変化できる 長所がある。耐薬品

性や機械的性質にすぐれるので，将来，海洋開発のいろんな面で ，材料

として有用なものになろうと恩われる。

(c) アクリル系，メタクリル系樹脂

アクリノレ樹脂は板材および成形材料として，とくに近年用途が高まり

つつある。とくに成形材料として注目される性質は，他の樹脂にみられ

ないすぐれた透明性と耐衝撃性であろう。食塩水に対しでも安定であり，

その意味でも充分海洋開発の目的K 沿って使えるものになろう。中でも

ポリメタク リJ レ酸メチルはいわゆる有機ガラスとして，加工性，比重，

安全度の点から普通のガラスよりすぐれているので海中での利用におい

ても有望であろう。また，乙の種のもので最近，Kor ad という R o h m

and Haas 社のアクリルフィルム がだされているが，耐候性よく，接着

剤なしでも各種の物質lζ 熱接着できるな どの性質があり ，建築材料への

ラミネ ー トとして考えられている由である。ラミネ ー トとともに塗料な

どへの応用も考えられ，将来やはり大きく期待されるものであろう。

(d) ナ イ ロ ン

プラスチックとしてのナイロンは，とくに機械的性質にすぐれ耐摩耗

性がよく摩擦が少ないので，歯車，ベアリングなど機械部品や電線被覆

に主として用いられている乙とは周知のとおりである。ナイロンは紫外

線にはあまり強くなく ，耐熱性にも限度があるが，とのような影響の少

ない海中での利用に対しては，陸上と同様にすぐれた成形材料として充

分利用 K 耐える 乙とがで きょ う。最近にはやはりガラスせんいやアスベ

ストで強化したナイロンも開発され寸法安定性，耐熱性や吸水率な どの

改良されたものが製造されており ，さらに原料を改良した透明ナイ ロン

と呼ばれるもので ，ポ リカーボネ ート に近い性質を有し ，かたくて吸湿

性の少ないものが開発 されている。乙 れらについても海洋における部品

や建築助材としての利用研究がまたれよう。

(e)  フッ素樹脂

フッ素樹脂はフッ素をふく む熱可塑性樹脂で，商品名 としてテフロン，

ケJ レF ， ホスタフロンなどが有名である。一般に吸水性のない 不燃性

のプラスチックで耐薬品性にいちじるしくすぐれ，- 9 0

o

C から 260

0

C 程

度のひろい温度範閣で連続使用が可能なほど耐熱性や耐寒性がよ い。摩

擦係数が低く ，また粘着性がないなど，特徴ある性質lとより，条件のか

なり苛酷なもとでの利用に耐えるので，当然乙のものも対象として充分

値するものである。ただ値段が高いため ，あくまで部品 としての利用で

あり ，建築材料として多量に使用する目的にはむかないであろう。

(f )  シリコン樹官旨

シリ コン樹脂は耐熱性，耐薬品性，耐湿性の良好なプ ラスチックで機

械的性質がよく ，電気絶縁材，ゴム，フィルム塗料や接着剤などきわめ

て応用面のひろいものである 。地上でと 同様，後にものべるような例が

あり ，海中での利用開発がまたれる重要なプラスチックの一つであると

考えられる。

(3)  衣料 としての合成 高分 子

衣料としては，潜水用のものや海底居住などの場合の乙とを先ず考え

なければならないだろう。 l∞m の深さではたとえば， アクアラング ・
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ダイパーが身につけ るシャツ もゴム製のものが用いられるが，体温が冷

えて22ないし24

0

C IC保た ないと作業や生活ができず. 現在でもゴムのシ

ャツの裏側 ICプラスチックチュープをジグザグにぬいつけ ，それに温水

を通すととで解決しているという。 5) 乙乙で も同様に耐圧性，耐寒性，

耐腐触性 lζ とく に着目して，つぎの諸問題が考えら れ よう 。

(a) ゴムの材料

従来よ り開発さ れてきた種々のコe ムや強化ゴム材料のほかに ，最近で

は性質のすぐれた熱可塑性 エラストマ ーの開発が盛んである。熱可塑性
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張りつよさにすぐれたも のである。圧縮ひずみの大きい欠点はあるが，

内部に もち いるプラス チックチュープと の接着の問題も考えて，面白い

材料になり得る可能性があろう 。天然 ゴムおよ び従来の合成 ゴム の一種

であるニトリル ゴムと の耐寒性の比 較 を 図 1 1ζ 示したの 。ほかに エチ

レン酢酸 ピニルゴム も d u  P o nt 社 ( E l v a x) や三井ポリケミカル社

( Ev af l ex) などでだされており ，従来の ものと 比べて問題もあるが，

耐候性，耐寒性にはすぐれている点で期待がもてる。ほかにシ リコンゴ

ムも 重要なもので，材料としてのほか米国の GE社では "人工エラ " が

研究 され，周囲を71<1ζ 図まれた中で地上の小動物が，薄いシリ コンゴム

の朕を通して呼吸 している模様が写真で紹介されている 。 ゴム材料は衣

料にとどまらず，勿論種々の材料部品や朕などに利用できる可能性の あ

るととは地上や宇宙開発の場合と同じである。

(b)  ゴムとプラスチ ックとの接合

先の例では ，ゴム 系衣料 lζ プラスチックをぬい合わせてあったが，種

々の性質条件を満たし，しかも乙の両者が近い化学構造の ものであれば，

接着剤を用い得る乙とが当然考えられる。ひろく海洋開発用の接着剤と

しては， もちろん従来の接着剤を基材として，さらに耐寒性，耐腐触性，

寸法安定性などの性質のすぐれた ものに改良する必要があ ろうと 考えら

れるが，さしあたり万能接着剤と して現在地上での建築その他諸方面で

使われている金属 ・木材，プラスチ ック ・ゴム など諸材料の接着 lζ 強力

なシアノアクリレ ート 系接着剤 ( C y a n o bon d など) や エポキシ系接着

剤 ( Ar al di t e など) がとりあげられよう 。

(4) お わ り に

海洋開発といっても目的が極めて多種多様で，具体的な利用目的 も定

かでない形で，一般論として利用しうるプラスチ ックと ，その性質を眺

めてきた。地上および‘ 宇宙開発で、の材 料として ，最近，耐熱性，耐 コロ

ナ性などのすぐれたプ ラスチックの開発研究がずい分盛んで，乙の方面

の知見 も将来大いに参考にしていかなければならないかも知れない。将

来の積極的な開発研究は ，やはり海洋国である日本で乙そ先進的に押し

進められるべきものである と私は考えている。
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‘  

N 計画例・実施例

1  . 沈埋工法

( 沈埋式トンネル工法)

(1) 沈 埋工 法 ( 沈埋式ト ンネル 工法 〉 概 説

② ケーソン工法，締切工法による場合のように水路断面の一部を長

期間しゃ断する必要がない。

③ シール ド工法による場合よりも両端部アプロ ーチの深度を大きく

しないでよい。

④ トンネルエレメント相互の継手の施工にあたってはケ ーソン工法

ほど繁雑でなく ，止水状態も良好である。

河底または海底トンネノレを築造する工法として，青函 トンネルの場合

のように海底部の岩層を掘さ くする山岳トンネ J レ工法によるもの ，関門

トンネ J レの場合のようにシ ール ド工法によるもの，締切工を行なって関

さく工法によるもの，ケーソン工法による もの，および沈埋式 トンネル

工法によるものなどがあげられ る。

などであるが，一方不利な点としては

①水路巾が比較的小である場所においては，洗埋函のtt 設にあたり

短期間とはいえ航路を一時閉塞する 必要がある。

② iii トンネルエレメントの製作IC船台または ドック設備が: 必要であ

る。

③ 基 礎工の高さの確認には潜水夫ま たは水中での機械器具に依存し

なければならない。

③比較的工費が割高となる。

本文でとりあげる洗埋式 トンネ J レ工法とは， トンネ J レを横断方向に分

割したもの( トンネルエレ メン トー沈埋工法の場合は洗埋函といってい

る) をドライ ドックまたは船台上で構築し，あらかじめ水底を掘さくし

たトレンチ部にえい航，沈設，結合し側部および上部を埋戻して トンネ

ノレを築造する工法であり ，米国のボストン市の下水工事において1893年

に初めて採用されたものである。

などである。

(2)  沈 埋 式 トン ネ ル工 法 の 施工例

乙の工法はその後米国を中心lζ 発展し，ヨーロッパおよび日本におい

ても施工されている。乙れらの施工状況から大別すると米

沈埋式トンネノレ工法により水底トンネ J レを築造した施工例は表一 1 1ζ  

示すとおりである。

国型式のものとヨ ーロツパ型式のものがあり ，水路巾 lζ 応

じて一連式と多連式の ものがある。 トンネルエレメント構

築において，米国型式のものは主と して船台上で鋼殻を先

ず作り ，進水後コンクリ ート を打込んで所定の位置にえい

航沈設するものが多く ，ヨーロ ッパ型式のものは ， ドライ

ドック内で躯体 コンク リート を打込み， ドック内 IC湛水し

て所定の位置に沈設するも のが多い。またトンネ J レの基礎

としては米国型式のものは敷砂利，敷砂工法が多く ，ヨー

ロッパ型式のものはあらか じめ準備された土台上にトンネ

J レエレメン トを洗設し土台間11 : 砂を吹込む工法がとられて

いる。沈埋函( トンネルエ レメント〉相互間の継手工法は

わが国は勿論の乙と諸外国においても沈埋函端面K 設置し

たゴムガスケットを一方の洗埋函 IC圧着せ しめる方法が用

いられている。連結し終っ た枕埋函の側部および上部は土

砂の埋戻しが行なわれるが，特に側部の埋戻 し方法は慎重

に行ない ，埋戻 し土砂は良質なものを用いている。

わが国で施工された洗埋式トンネノレ工法は ，昭和 10年よ

り大阪市土木局において施工された安治川河底トンネルが

最初であり ，戦後東京羽田海老取川河口の海底トンネノレが

乙れについで施工されたものである。いずれも両端部に橋

台状の受台を有する 1速の洗埋函であるが，大阪市交通局

6 号線が堂島川を横断する部分11: 2 述式沈埋工法が採用さ

れて，昭和42年 6 月IC着工 し，乙れがわが国初の多連式洗

埋 トン才、 J レである。その後国鉄京葉線多摩川横断箇所にお

いて 6 速のtt埋式トンネルが， 昭和42年12月鉄道建設公団

により着工されている。

沈埋式トンネ J レ工法による場合の利点は

① 水面利用度の高い場所で、の工事による水面占周期間

が少なくてすむ。

ト ン ネ ル 名 称

場 所

デトロイト河鉄道トン

;f.、 J レ

米 国 ・カナダ

安治日川本河底(大ト阪ン市ネ〕 ノレ

マース道路トン不 J レ

オランダ( ロッテ J レダム〉

ポルチモア道路トンネノレ

米国( ポルチモア)

デイ ズアイランド道

路トン; f . ) レ

カナダ( パンクーパー)

第 2 エリザベス河道路

トンネ J レ

米国( パージニ7 )

チェサピ ク湾道路 ト

ンネ J レ

米国〈パージニア)

ク ン道ダ路( トンネル

オラン アムステノレダ

ム)

ロァテノレダム地下鉄ト

ンネ J レ

オランダ( ロッテルダム)

アイ道路トンネル

オ ラ ン ダ ( 7 ムステ J レ

ダム〉

羽 田 河 底 トン不 J レ( 道

路 ・モノレ: 東ー京ル都)  

日本( J 1Uj lJ ;j 1)  

リムフイヨールド道路

トン才、 J レ

スエーデン〈ア ールポルグ)

サンフランシスコ湾底

米地国下( 鉄トンネル

サンフランシスコ〕

佐大阪堀日市川本地河下底(大鉄ト阪ン6市号ネ) 線ル土

大頓阪掘日川市本地河下底(大鉄ト目 ン6 号オ・線J レ道

国鉄京才、葉線多摩川河底

トン ) v  

日本 ( 東京都〉

表 1  沈埋 式ト ン ネル工 法施 工 ｾｊ

ｉ Ｊｾｾ ｉ 水深 ｼ 齢く ｼ
水路巾 Ｈｾ水管 Ｉ ｉ Ｈｾ 深水号さ )  

質 ｬ 延長 ｉ ＺｾＺ ｉ ト ー
m 

硬軟質質粘 土

町、
基 16. 9mx 9.4m 1906 

457 14. 6 I  22. 6 813  10 2 円管内政 不 明

粘 土

外 部 鋼 殻 1910  

砂質粘土
矩 形.0断面 橋支台持 IC下て

1935 

77.2  6. 0 I  16. 5 49.2  1  14. 0mx 7.0 m 

粘 土

外 部 鋼 殺 部敷石 1938 

矩 形 断 面

砂 吹 込 1938 

559 11. 4  23.0  砂 質 土 550 9  

19. 6mx 9. 45m 
庖 厚

24.9 mx 8. 60m 
1 m  1941 

鉄筋コンクリ ー ト

メガ; f.・形 砂かき均 1955  

1. 555 13. 4 30. 0  不 明 1. 920 21  内径 8. 87m
利l . " 豆砂

外 部 鋼 奴 圧入 1958 

矩 形断 面 砂 吹 込 1956 

610 12. 8 24. 0 粘 土 厨 630 6  23. 8mx7. 2m 層 厚

鉄筋コンクリ ー ト 1 m  1959 

敷 砂 1960 

457 15. 2 32. 0 

シノレト質

1. 082 12  外八角部形鋼費断量面 1部 木

粘 土

ぐい 1962 

ト一一一一一

1960 

10. 0∞ 15. 2 32.0  泥 土 層 1. 750 37 
"  

敷 砂

1964 

矩 形断面 砂 利 ， 砂 1960 

280 15. 5  24. 0 軟 弱 庖 587 6  23. 33m x 7.69m 吹込廊厚

鉄筋コンク リー ト0. 65m 1965 

軟質粘土 八角形断面

鉄筋コン

1960 
クリ ート

665 15.0  19.4  泥 岩 層 1. 040 12  10.0 mx 6. 2m 
ぐい

砂 層 外 部 鋼 板

砂 吹込

1965 

φ1. 08m 

砂 居 矩 形断 面 のり ，<- 1961 

670 12.05 23. 80 786 9  24.8 mx 8.85m スサー キ

粘 土 居 外 部 鋼 板 ュレーシ 1968 

ョンぐい

抱 土 矩形断面

橋台支 IC 

1962 

300 3. 0 14. 40 シノレト庖 56 1  20.1m x 7. 42m 
て 持

砂 厨 外 部 鋼 般 1963 

砂 庖 矩 形 断 面 数 砂 1965 

510 10. 0 20. 0 シルト腸 510 5  27.4 mx8. 54m 庖 厚

粘 土 厨 鉄筋コンクリ ー ト 1. 0 m 1969 

一 一 ベイマ Iノド 小判形断面 砕石 敷 均 1966 

6. 000 29. 7 40. 7 粘 土 居 5. 870  57 14. 58mx 6. 56m し 厨 厚

砂 庖 外 部 鋼 般 0. 60m 1971  

八角形断面 砕石敷均 1967 

70 4.0  16. 0  砂砂鶴厨居 70. 5 2  11.  17mx7. 558m し 層 厚

外 部 鋼 板 0.6m 1969 

沈 泥 1967 

矩外形部鋼断面板
橋台支に

22 4.0 14. 0 砂 ， 粘 土 25. 0 l  
て 持

の互層 1969 

砂 層 小判形断面 砕 石 敷 均 1968 

600 3. 0 17. 0 シルト届 480 6  13. 0mx 7.95m し 届 厚

粘 土 庖 外 部 鋼殻
。目7 m 1970 
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(3) 沈埋式ト ンネ ル工 法 に よ る水 底 ト ン

ネルの紹介

内外のtt 埋式 トン ネJ レの施工例は(2)において

表示し たが，本項では筆者が沈埋函の製作か ら

沈設にいたる 一貫した工程をつぶさに経験した

サンフラ ンシス コ湾底 トンネ ルおよび.大阪市交

通局 6 号線堂島川横断部河底 トンネル工事を簡

単に紹介する。

( a ) サンフラン シスコ湾底トンネル

大都市周辺の人 口集中化は さけられないと と

であ るが，サンフランシス コ周辺都市群も1940

年から ｊＹｾ 年にかけ て人口 が急増し ， さら に

Ｑ ＹＸＰ 年 ま でには Ｑ Ｙｾ 年の倍 で あ る Ｗ Ｔ Ｐ 万 人 に逮

図- 2 サンコランシスコ湾底 トンネル 縦断図

ｾ直 一一一

ー. .  京一一

図- 3 サンフランシスコ湾底 トンネ}j，沈埋届沈役復さく溝

3見;毎底面

，呈いi屠所

図- 4 サンフランシスコ湾底トンネ J I，. ;.土埋函 標準断面図

図- 1 サンフランシスコ湾底トンネル平面図
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するものと予測されている。人口に比例して主として道路交通に依存し

ているサンフランシス コ周辺都市群間の述絡は道路橋の建設などでは追

いつかず，早晩交通まひによる道路のゆきづまりが明らかに生ずる。従

って乙れの打開策として， 乙れら都市聞に高速鉄道計画が立案され1964

年 6 月に着工され1971年 lζ 開通の予定で目下工事中である。乙の計画の

一環としてサンフ ランス コ市とオ ークランド市を結ぶ湾底 トンネノレがー

早く検討され，沈埋式 トンネル工法により施工することに決定し . 1966 

年 4 月に着手された。乙の トン ネJ レは図一 1 および図- 2 に示すような

位置に建設されるもので， トンネ J レ長は5. 870mであり ，ζ れを57のトン

ネJ レエレメン トに分けて施工される。沈埋函をtむ設する湾底の掘さ く断

面は図- 3のとおりであり ， トンネル標準断面は図ー 4 Iζ 示すとおりで

ある。トンネノレエレメン トは平均長約 l∞m のものがベスレヘム鉄鋼所

で製作される。先ず船台上で厚さ 9. 5 mm鋼板に長手方向 lζ 約 1. 8m間隔

で補剛材をとりつけ鋼殻内面に D φ25の鉄筋を配筋し両端部を仮壁で閉

塞した鋼殻を作り，乙れを進水させ(写真一 1 ) . ぎ装岸壁において鏑

殻内部に コンク リート を打込んだ後，沈設位置にえい航される 。 トンネ

ノレエ レメン ト重量は約 10. 000 t である 。

トンネルエレメン ト ( 沈埋函) 洗設に先立ち 図- 31C. 示すように海底

部の掘さくを行なうが，掘さく方法は，最初 10n i ' づかみのクラムシェル

により ，後iζ 小型クラムシエ J レで仕上げ掘さくを行なう。掘さく完了後

直ちに数砂利船に設置した トレミ ー管から犯さく総底部 lζ 約ω m m厚の

敷砂利工を行なう。敷砂利は最大粒径 6. 3cmの砕石である。乙の位置で

トンネルエレメントは双子台船により洗設される 。 トンネノレエレメント

相互間の継手工法は前述のように水圧利用の圧着工法により継手内部は

鋼板と補問l材により剛給される。継手作業が完了すると ，陵側より仮壁

図 - 5 大阪市交通局 d号線堂島) 11. 土佐堀川河底横断部平面図およ び縦断図

の撤去が行なわれ ， トンネノレは l順次貫通してゆく。

トンネルエレメン ト沈設位置の土質は Ol d Bay  Mu d と呼ばれる比

較的固い洪積屈であ り， 最大掘さく深さ は平水位から約40. 7 mである 。

tt 設にあたっての測量はレザービーム を利用し ， トランシット ， レベ

ルは最終の位置確認に利用している 。また海中での潜水夫はトンネ J レエ

レメントの連結作業以外は用いず，音測により測深している。

( b ) 大阪市交通局 6号線堂島川横断部河底トンネル

大阪市交通局 6 号線は天神橋 6 丁目 ，動物園聞を，昭和41年 4 月着工，

昭和44年 11月末頃開通予定で建設中の高速電気軌道であり ，完成後は京

阪神急行電鉄と相互乗入れを行なう万国博関連線である。乙の線が堂島

写真一 1
サンフランシスコ湾底トンネル沈埋直進水状況
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川の河底を横断する箇所において沈埋式 トンネ J レ工法が採用 され た ( 図

- 5参照) 。 乙の工法決定に際 しては， シール ド工法，ケーソ ン工法な

どが検討されたが，シ ール ド工法による場合は建設位置の土質が透水係

数の大きい砂際層を含むため ，施工に際しての危険性があり ，ケーソン

工法では河川の利用度が多いうえ，河川断面を一部しゃ断するので枕埋

式 トンネル工法に決定された。

本工事はわが国初の 2 述式洗埋 トンネ J レ工法であり， トンネ J レエレメ

ントの製作はヨーロッパ型式である トライドック内で行なった( 図一

図- 6 大阪市交通局 6号線堂島川沈埋画製作図

6) 。基礎工は米国型式で，厚さωc田の敷砂利である( 図- 7) 。 トン

ネルエレ メン ト断面は図- 6 1L: 示す八角形断面で外部は型枠と防水効果

をうるため，厚さ 6 mmの鋼板で、被覆し，トンネルエレメン トの長さ は

36. 0 mと34. 5mの2 種のものである。乙れ ら2 速のtt 埋函はそれぞれ昭

和43年10月と和44年 3 月 IC沈設され. 6 月にはトンネ J レが貫通 している。

本工事の施工順序は図- 8に示すとおりであり ，写真一 2 はドックから

引出され枕設直前の第 2 号沈埋函の航空写真で， 写真- 3は第 l 号洗埋

函を所定場所へえい航する直前の状態を示したものである。

(4) あ と が き

' v  +  3500 

H  - 4∞X 40u 

212  

ケ ー ソ ン

図 - 7 大阪市交通局 d 号線堂島川沈埋孟浪漫断面図

刊

N

m

本文は沈埋式トンネ J レ工法の概略と施工伊j

を，できるだけ平易に且つ簡単に説明したもの

であ り，詳細にはすでに乙れら工事の工事報告

の l 部も発表されているので参照されたい。

水面利用度の高い湾岸地区や，洪水の影響を

うける河川において，河川断面の II拐を長期に

わたりしゃ断できない場合には沈埋式トンネル

工法を利用する度合いが多いものと考えるが，

乙の工法の利点にさらに 検討を加え ， 欠点を

補うとー屈の利用効果がえられるものと確信

する。

( 白石基礎工事阪大阪支底工君主謀長 平川 備士)
フj，中 コンクリート

( 約 15 市厚)

HWL  op+ 1. 950 明

4 乙一一一一一一一

op- 2. 800 市

op- 14. 500m 

写真一2 大阪市交通局 d 号線堂島川第 2 号沈埋通を トライド ックから引出したとこ ろ
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写真一3 大阪市交通局 d 号線堂島川第 1号沈埋函と トライド ックから引出 したところ
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図- 8 大阪市交通局 d号線堂島川沈埋施工順序図

① l 号; 土壇函沈設準備工

'  

2 号 ;完埋医

ケー ソン

。 ｬ 号 Ｏｴ 埋 ｾ モルタ ル 注入 工友 Ｒ 号 ｾｴ 理 広引出

(d  Ｒ 号 ｾ ｴ 埋 函 モ ｊ レタル 注入 工及び継手工

水 中 コンク リート

.， 

二; ムム二ム二]lc J Z J 17j ケ ー ソン
ケ ー ソン

⑤ 完 成
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2. 建 設 機 械

海中作業用の建設機械として現在使用されているものおよび計画ない

しは構想が進んでいるものについて，機種別 lζ 展望を試みよう 。

(1) 渓 深 船

海底掘削に現在ひろく用いられているもので，ディッパー船( 陸上の

シ ョベJ レに相当) ，グラブ船( クラムシェ J レ) ，パケッ ト船 ( ラダーエキ

スカベーターに相当) ，ポンプ船などがあるが，いずれも水深としては

20mまでの浅い ，しかもあまり固くない地盤を対象と したものである。

しかしながら近年，法務i深度の増大と，硬土盤ないしは岩盤の掘削の要

求が高まり ，大型大馬力化の傾向が強くなってきた。岩盤掘削に対して

は従来，重錘を落下させてっき崩してゆくいわゆる砕岩船に頼っていた

が，とれは非常に能力が低いので，連続掘削によらねばならない として，

パケット船やポンプ船 lζ 岩盤掘削を行わせるようになってきている。乙

のためには船体各部の強度増大， エンジン馬力の増大のほかに掘削刃先

の問題が大きい。とくに，ポンプ船カッタ ーについては岩盤用のいわゆ

るロックタイプというものが種々考案されている( 一例として図一 1 IC 

示す) が，まだ爪の形や材質などにいろいろ問題があるようである。

今後海洋開発が進むに従ってより深い海底の掘削が必要になるであろ

うが，そうなると ，現在のように海面上の船から直接掘削するという乙

とは不可能となる。したがって乙の場合には後述の海底作業機のよう

に，自航 ・自走装置を備えた大型作業機K ，カッタ ー， 駆動部 ，ポンプ

部を載せたものを海底におろし ，そ乙で掘削 した土砂をノマイプを通して

海上の母船! C: : 誘導し ，さらに土逮船lζ 積みとむという方法がとられるも

のと考えられる 。現在行われている方式では，ポンプ船の固定とカッタ

ーのスイングを行うために ，長いアンカーワイヤを張っているが，乙の

方式ではそれが不用となるので，作幾占有域が狭くなり ，付近航行船舶

に対する妨害が少なくなることや，またアンカ ー打替えに要する時間損

失が皆無となる乙とだけでなく ，風渡の激しいときでも海底での掘削は

支障なく行える乙となどの利点があり，作業能率は著しく増大するもの

と思われる。

(2)  その他の作業船

クレ ーン船，抗打船，さく岩船，パイプライン敷設船などが現在活躍

しているが，乙の需要は今後ますます増大し. かっ大形化が要求されるで

あろう。乙の他，海中工事の増大に伴なって，グラウ ト船，コンクリ ー

トプラント船など種々の専用船の必要性が高まってくると考ーえられる。

(3)  水中ブルドーザー

最近建設省などの要請によって，日本国土開発および小松製作所にお

いて試作されたものである。日開のものは 図- 2 に示すようなもので，

17 トンブルドーザーのエンジン部分を外してポンツ ーンに載せ，さらに

油圧ポンプを装備して，油圧ホ ースでフソレドーザ一本体とを結び，フツレ

ドーザーに備えた油圧モーターで走行を ，また油圧シリンダーでプレー

ドの操作を行わせるものである。排土板は水中作業に適するように金あ

み状になっており ，土砂のみを捉えて押す乙とができるようになってい

る。使用水深は約20mまで，水中速度は0 - 3  km/ hである。

後者は陸上のフツレド ーザーをそのまま用い ，吸気 ・払気のための煙突

をとりつけたもので，使用深度は 3 m程度のものである。

以上はいずれも ，フ勺レドーザーの水中への第一歩であり ，今後より深

い場所で作業ができるよう計画中であるが，その場合』とは . 7] <上のポ ン

ツーンにはディ ーゼノレ発電機をおき ，海底のフソレ ドーザーにケープJ レで

電力を送り ，モーターと油圧機器の組合わせで，作業を行う乙とになる

であろう。将来小型の電力原子炉が港載されるようになれば，水上との

連結管ないしはケ ーフツレが不要となるので，作業はいっそう容易となる

であろう。

66 

水中フツレドーザーの問題点は，強大な作業力が走行装置と海底面との

聞の摩擦によって得られるので，海底が軟弱である場合や滑り易い岩の

場合 K は，ス リップ して作業ができなくなるおそれがある 乙と， また軟

弱地では作業 lζ 伴なって砂泥がまき上がり視界を著る しく悪 くする乙 と

などである。乙のような点から考えると ，前項のポンプ竣深機のような

形式の方が有利ではないかと恩われる。

なお ，ブル ドーザーとは異なるが，同じような車体に アタッ チメン ト

をつけかえたような ，パックホ ーとか，ホイー J レトレンチヤ ーなどを水

中で使用した例がある。

(4) 海 中 作 業 車 ( 船)

海中および海底を自由に移動でき ，各種の作業が行えるような ，いわ

ゆる万能海中作業機の構想はいろいろ発表されているが，乙れらを分類

するとつぎのようになる。

i ) 居住室の構造

乙れには完全に密閉 して内部を大気圧に近い状態 K 保つもの と， 内部

に人工空気を入れるが，乙れをほぼ外水圧に等しく しておくものと 2 種

類ある。

前者は作業者が外! L でる乙とは不可能であるが，外殻さえ十分の強度

を持っていれば，かなりの深海まで潜水する乙とができる。深海調査船

パチスカーフなどはとの例である。

後者は作業者が自由 !e海中に出る乙とができるようにしたもので，機

体下函』ζ 海中との連絡孔があり ，室内の気圧は，その孔から海水が入っ

て乙ない程度に上げておく。あるいは外への出入口に二重扉の ロックを

設けて潟水の浸入を防 ぐ。乙 の場合でも ，以下のような理由から ，室内

の圧力は外水圧とあまり変らぬようにしておく。その理由は50m以上も

の深さになるとーたん潜水したのち，大気圧まで減圧するのに 10数時間

もかけなければならないので，作業の正味の時間は非常に少なくなりき

わめて能率がわるくなる 。そ乙で，外水圧とあまりかわらぬ室内圧にし

て減圧時間なしに休息できるようにする ，いわゆる飽和潜水性を用いる

わけである 。乙れも最近研究が進み，人工空気としてはヘリウムと酸素

の混合気体を用い，水圧が大となるほど酸素の比率を下げる必要がある

乙と ，ヘリ ウムの影響で声に変化をきたす乙となどが知られているが，

近い将来には 100 mの海底で l カ月過すと とも可能になるであろう。

ii ) 推 進 装 置

潜水艇のように，舵とスク リユー によるものと ，地上機のように車輪

または無限軌道によるものおよび， その両者を兼ねているものとがあ

る。いずれもパラス トタンクおよび浮力タンクを備えて深度調節を行う

ようになっている。

図- 1 ロックヲイプカッヲーヘッド
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iii ) 動 力 源

乙れには蓄電池を用い るもの，ケーブJ レで屯力の供給をうけるもの ，

原子炉によるものなどが考えられるが，現在のと乙ろ ，前の 2 者が計画

されているよう である。

以上のように種々の構想あるいは計画が発表されているが，付属装置

としてボーリング機械，マニピュレータなどを備えて各種の調査 ・作業

を行う乙とができるようになっている。

(5) 海 上 作 業 台

主として海底油田のさく井用として発達してきたもので，建設機械の

1道路には入らないかもしれないが，ボー リング機械も関係するので一応

簡単に紹介しておく。

作業台は固定式と移動式とに分けられるが，固定式はさらに作業所要

設備( 居住設備を含む) 全部を台上に備えた全塔載式と，最少限の必要

設備のみを台上に備え ，他は別の船IL:!;: 答載して両者を結合して作業を行

なう テンダー形にわけられる。いずれも数本のパイ J レを海底 f1 : 打込みそ

の上 IL 甲板を設けて各設備を収容する。

移動式には，固定脚をもった作業台を浮かせて所定位置まで曳行し ，

沈めて底 f1 : 定着させる 着底式， 脚柱が上下しうるもので所定位置に蜘を

下ろし，ついで台船形プラットフォームを水面上IL持上け‘ て国定する昇

降脚形 ( 現用されているものではこの形が最も多く，移動式の半数( 約

90iま) を占めている) ，および，もっと深い場所で用いる半潜水式( 着底

式と構造が似ているが，若4 地させずK 途中まで沈めて作業台が波浪の影

響をうけない高さに浮かべ，アンカ ーで固定するもの) がある。昇降脚

形，半潜水式ともかなり大規模なものとなり ， 1  基20倍、も30億もする。

現在，乙れ らは石油さく井用と して世界各地で用いられ，わが国でも

石川島播磨重工が白龍号( 昇降蜘形〉を ，三菱重工がセド コ 135 形( 半

潜水式) を，佐世保重工がデロング式( 昇降脚形) などを建造している 。

今後海洋開発が進めば，油田さく井だけでなく ，海底基礎工事用沈埋式

トンネ J レ敷設用，あるいは海底道路建設用として乙れら作業台の用途は

ますますふえるもの と考え られる。

(6) 基 礎 工 事 用 機 械

橋脚や海中構造物工事には基礎工事は必須であり ，大口径あ るいは大

深度のボー リング機械が必要になる 。現在水中において最も効率よく用

いられている ものは ，土屈に対しては R C ドリJv . 岩屈に対しては ロー

タリ ービ ットで，いずれも水流によってずりを排出する。直径は約 2 m

まで，深さは数千メ ー トJ レまで可能である 。このほか，いろいろなボー

リング法が考えられ，実験されている。例えば電気 ヒータ， 電弧，レー

ザー，プラズマジェットなどに より岩を溶融 してゆくも の，ジェッ トピ

アシング，高周波電流などで加熱後急冷して熱衝撃によってせん孔する

もの ，機械的なものとしては ，タービンドリル，ハ イドロジェッ トによ

るもの ，7 ] < 槌作用を用いるものなど，また小さな爆薬を連続的 lζ 発射し

てせん孔するものなど種々研究されており ，近い将来とれらのうちいく

つかが実用化さ れる乙とになるであろう。

( 京大工学部 畠 昭治郎)

図- 2 水中ブルドーザー
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3. 水 中 展 望 塔

海中の世界は . われわれがの ぞいた乙とのない未知の世界であり ，乙

の篤異にみちた世界へのあとがれには， 誰 しも強いものがあ る。

日本列島海域は，黒潮緩流と親潮寒流の 2 大潮流ICはさまれ，世界的

な海中景観として知ら れている。なかでも ，海岸に近い，水深20 m以内

の浅い海は，光と熱IC恵まれて，魚類，海藻類，サン コ二股腸動物など

の海中生物が，もっとも多く生息しており ，その景観はすばら しいもの

である。しかし ，乙れらの海域も ，最近では，各種の公害による破壊が

めだつようになったため ，海中景観を保護 し， あるいは復元して，学術

研究の場lζ 供すとともに，国民大衆の レクリエー ションと観光の用にあ

てる目的か ら，海中公園設定の動きが活発となり ，乙れらの目的にふさ

わ しい施設を含めて，いろいろの調査が行なわれている。

厚生省がまとめた案に は， 海中公園 は， 海の中ばか りでなく ，海の保

護のために陸上部3をも規制!し ，利用施設の配置を考えて，陸上部を含め

た自然公園 として取扱 うという選定条件がはっきり具体化しているよう

でt ある。

乙のように ，海中公園は，ホテ J レ，旅館， モーテノレ，国民宿舎，駐車

場，レス トラン ，レス トハウス ，展望台，水族館，博物館，展示場なと

の陸上胞設に加えて，グラスボ ート， 水中展望港，釣場，ヨット ポート，

サーフ イング，シュノーケリング. さらに. 将来は， 海中モノレーJ レ，

海中ケ ーフソレカ ーなどを設備し ，陸上，海上ある いは海中施設を組合せ

た一連のものとなる 。さら につけ加えるならば，海中の生物は， その種

類が多く，われわれにあまりなじみがないものもあるので，予備知識を

得てから ，海中を見るためのビジタ ーセ ンタ ーも必要となる。また ，海

中の景観は，一般に広範囲にわたっているため，展望施設としては，水

中展望塔のような固定式のものと，グラスポート のような機動性をもっ

たものとの組合せが必要となる。

乙のように，海中公園は海中と名はつくが，多彩な陸上施設を伴なう

ことになり . とくに海中の施設には， 多額の投資が必要となるので，立

地条件として ，人の集まりやすい場所であるこ とが主要な要素 とはる。

そのためには，人口の多い都市lζ 近い海岸か，交通の使のよい島が対象

となる 。

(1) 水中展望繕の構造紙要

乙ζ lζ 紹介する水中展望答は ，白浜 ( 写真 1 ) および沖縄( 図面 1 )  

lζ 建設するものである 。

水中展望塔の建設地点は ， 大体水深が 5 - 10m位のと乙ろにあるの

で，一般に波の砕ける砕波帯となり，もっとも波のカが大き な海域にあ

たる 。そ こで，水中展望培は ，台風時の風力や波力 ，とく に砕波の影響

を極力小 さくする目 的から ， 塔の形状を円筒形( 静水面上径 3.0 m，静

水面下径 5.0m) とし ，下部を海底岩盤上lζ 20本のアンカ ーボル トで固

定した自立型の銅製タワ ーである。

白浜では ，海上フ ロアを砕波放頂より高く して，砕放の衝撃力を避け

るように したためフ ロアの有効面積は広いが，海中展望室までの昇降階

段は非常に長い構造である。また ，沖縄では， 海上フ ロアを低 くして昇

降階段を短くしたため ，フロアは砕波の衝撃力をまともに受けるので，

乙の力の減少をはかつて ，フロア の狭い構造である 。

乙の海上 フロアは， 桟橋や モノレ ールによって， 陵地と述絡される

が，ζ れら述絡設備 も，砕波の影響を受けるか否かによって，その構造

は大きく変ってくる。

一方，海面下の海中展望室は ，砕波の街寧力を直接受けないため ，相

当大きくする乙とができる。乙の海中展望室への上り下り は， 2 系統の

ラセ ン階段によって行なわれる 。径'5 mの海中展望室には ，径30cmの展

望窓が24個あり ，乙の窓から海中の景観を展望する乙とができる。
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ζ れらの水中展望塔の収容人員は，海中展望室は24名，海上フ ロアは，

白浜の場合は約50名，沖縄の場合は約25名であ る。

(2) 構 造 詳 細

( a ) 基 礎

水中展望塔の基礎は ，塔下部をアンカ ーボル ト11 : て岩盤へ固定する方

法で，岩盤iとポーリ ングを行ない. その穴へアンカー ボル トを入れて，

モルタルグラウトにて固定する 。アンカ ーボル トは， 所定の支持力が得

られるように，前もって海底地盤の調査ボーリ ングを行ない，支持カテ

ス トによって，ア ンカ ーボル トの径，埋込み長さなどを決定する 。

アンカーボル ト設置後，水中展望塔を据え . 水中 コンクリ ー トおよび

プレパックド コンク リート にて塔体下部を固める構造である。

( b ) 海上フロア

前にも述べたように ，海上フ ロアを砕波波頂より高くして，その衝撃

力を避けるよう lとすれば，フ ロア は相当広くでき，床面も コンクリ ート

などの舗装が可能となる。 したがって， フロア上には ，売庖やテ ーブ

ル，椅子などの喫茶設備が設けられ，海上より コーラ やビールを飲みな

がら ，海を眺める乙とができる。

反対に ，海上フロアを低くすると ，まともに砕波を受けて，部材の応

力，塔の転倒モーメ ン トが非常に大きくなるため，乙れらを軽減する目

的から，フロアを狭くし，床面もエキスパンドメタノレ張りなどの構造と

し， 常時は乙の上lζ パネ J レなどを張って，歩行に支障のないように しな

ければならない。またフ ロアが狭くなったために ，海上 フロア上には，

喫茶設備は設け難い。また ，乙れら両者の特長を生かした昇降式フロ ア

も考えられる。

( c ) 昇降階段

海上フ ロア より海中展望室への上り下りは ，2系統のラセン階段によ

って行なわれ，白浜，沖縄ともに ，階段の幅員は75c皿， 踏面21cm，蹴上

け"22c皿と建築構造規準の特殊な場合K 相当する。

階段の長さは，海上フ ロアの高さによって決定されるため ，フロアの

広い場合の階段は 11m以上となり ，建物に して 4 階近い階段11: 相当し ，

老人や婦女子には， 多少長過ぎる。そとで犠内 K エレベーターを設ける

乙とも考えられたが，全体的に規模が大きくなり ，建設資金の問題か ら

今回は採用 しなかった。階段は銅製であるため ，昇降者の安全性および

音影効果 IL怠を払い，路面11 : はノンスリップ付特殊タイ J レが張られた。

( d ) 海中展望室

海中展望室は海中構造物の特殊性から ，安全性，居住性，機能性など

が姿求される。その 中でも ，とくに安全性が重視される乙とはいうまで

もない。以下，展望室設備として，海中窓，照明，内装，空調，非常答

報装置について述べる。

(  i  ) 海 中 窓

水中展望塔の目ともいうべき海中窓は，安全対策の要であり ，海中透視

部の防汚とと もに破損対策がも っと も留意された。白浜，i中総ともに ，

海中窓は合せ強化ガラ スを用いた有効径30cmの丸窓で，常設の内蓋と 取

外可能な外蓋を付けている。内蓋は夜間や台風時などの窓を使用しない

ときに閉じてガラスの破損に備え ，外蓋は破損ガラスの取扱時 lζ 用いる

ようになっている。透視部の材料としては ，強化ガラス以外にも合成樹

脂系で機械的に強いものが製品化されており，今回も検討されたが，現

時点では ，合成樹脂共通の弱点である老化や表面硬度iζ 問題がある。ま

た，カキや泌類の付着を防ぎ，汚れを取り除く防汚対策IL も資用の面で

問題がある 。 しかし ，水中展望塔のように海中に固定された構造物の海

中窓としては ，今後ガラス材と合成樹脂材との組合せに ，防汚対策とし

て，透明防汚塗料や超音波などを用いた高強度，高透明 ，耐久性のあ

る，しかも ，形も丸から精円 ，矩形と変化K 富む大きな窓が作られるで

あろう。

( i  i ) 照 明

照明には，海中照明と室内照明がある 。海中照明には ，7.1<と空気の屈

折率の相違，構造的スペース，照明対象物の L ocal i t y などの問題があ

り，照明角度や光量の調節が考慮されている 。室内照明は，観覧者を安

全K 誘導するとともに ，海中展望窓のガラスに反射し展望の障害となら

ないように光置の調節が行なえるよ うになっている。また ，停電時にも

一定時間は暗闇とならない電灯なども使用されている。

( i  i  i ) 内 装

内装は ，耐火，吸音，断熱，美観の 4 条件を満足 し， かっ ，塔内の狭

い空間での施工の容易な材料が選ばれた。海中構造物内における出火

は，直ちに重大な事態 IL 至るので，防火対策には，と くに注意を払い，

内装材も一部 lζ 難燃材を少量用いた以外は ，すべて不燃材と した。 その

上，観覧者が可燃性のものを持ち込む乙とも考えられるので，泡沫消火

器と非常事苦報装置を設置した。

( i v) 空 調

港内への外気の流入は ，上部出入口の関口部から だけとなるので，陸

上建築物にお I i る敗下室に相当し，換気ならびに温度の調整は居住性の

面から必須となる。空調は，塔最上端にある機械室で制御され，階段支

柱がダクトとなって，展望室内の換気，冷暖房を行なう

( v ) 非常響報

展望室内 lζ 非常事態が発生した場合，すみやかに塔外へ報知し ，その

対策がとられるよう IL ，液菌検出器ゃli 報ボタンが適当な場所に設置さ

れている。

( e ) 防食防汚

海水の鋼腐食は 10年IL数ミリにも達し ，その対策は海中構造物にとっ

て重要課題である。とくに ，水中展望塔のよう にかなり広い腐食対象面

積を持ちながら海底に固定され， ドック入りなどで点検修理のできない

構造物は ，防食対策lζ 注意、が必要である。

今回は防食として，エポキシ系の塗料を使用 し， 流電陽極方式による

4 気防食を併僻した。また，電気防食の困難なと乙ろで. とくに重要な

部材には ，耐海水のステンレス系特殊金属を使用 した。一方，海中構造

物は防食と同時に，防食塗料がカキ，フジツボなどの海中生物によって

侵食されるのを防ぐために，防汚対策も必要となる。そ乙で，防食塗料

の上lζ ，有機毒物を混入した特殊防汚塗料を使用し ，防食面の保護が考

慮された。防汚については，主主料以外K 有機塩素ガスの噴出や超音波を

利用する方法も可能である。

( f ) 繕連絡設備

水中展望培は海岸よりかなり沖合にあ り( 白浜の場合約 l∞m， 沖縄

の湯合約 170m) ，乙れと連絡する方法と しては， 橋，モノレーノレ， リ

フ ト，水中道路，船などが考えられる が，それぞれ長短があり ，今回の

白浜の場合はモノレーノレ，沖縄の場合は桟橋となった。

白浜のモノレールは，定員 7名で，矩形の梁を持つ単線で，陸地と水

中展望塔間を往復する。 梁は砕波の影響を受け ないように波頂より高く

してあり ，脚は円筒形の柱で，下部は岩盤K 埋設されたアンカ ーボル卜

によって固定されている。

一方，1中総の桟橋は，幅員 1. 5m で，橋桁は砕波の影響を受けないよ

う考舷され， 一般の歩道橋の規準に沿って設計されている。

またモノレー J レや桜橋の桁は，水中展望塔への送電，送71<，その他の

サービスダクトとして利用される。

(3)  水中展望塔の構造設計審査と建設認可

水中展望塔の建設には ，陸上構造物と同じ く，その安全性を確認、した

建築許可が必要で，白浜の場合は，日本建築センタ ーに審査を依頼し ，

建築構造審査会，鉄鋼系委員会の審査の結果，構造耐力上支障のないも

のとして認可された。

また，水中展望塔は， 陸上構造物と迷って，公有の梅雨lζ 設置す るた

め，公有水面占用認可が必要となる 。

(目 立造船 K K鉄権設計部水路構造設計課 重藤宗之，井上輝一)
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海洋開発に関する参考文献

海洋開発 lζ 関する参考文献は，海洋開発が現在まだ，

従来技術の海中への適用という段階をぬけきっていない

がために従来のそれぞれの研究に対する参考文献がその

まま適用できる ものと考えられる。 しかし ， 1 ， IT ， E  

においても海洋という外的環境のことなることから ， ζ  

乙では 海洋を主体 とした参考文献をあ げてお 乙う 。

1  ) 佐々木忠義: 深海の秘境， 日経新笥

2  ) 佐々木忠義 : 海洋開発，講談社

3  ) 佐々木忠義 : 海の神秘，あかね書房

4 ) 佐々木忠義: 海洋開発への挑戦， 日刊工業新聞社

5)  J ohn L. Mer o :  The mi neral  resorces of the 

sea， Ams t er dam， El sevi er ， 1965.  

6)  Harr i s B. St ewart  J r :  Deep chal l enge， Pri nce 

t on， Van Norst and， 1966.  

? )  C. L.  Bret schnei der :  Fundament als of Ocean 

Engi neeri ng， Gul f ， 1969.  

8 )  M.  L.  Gul berl et  :  Expl ores of the Sea， Famous  

Oceanographi c Expedi t i ons， Ronal d， 1964. 

9)  J . J . Meyers:  Handbook of ocean and Under wa 

ter Engi neeri ng， Mc Gr a w.. Hi l l ， 1969.  

10)  A. S. C. E:  Ci vi l  Engi ne巴ri ng in the Ocean.  

11)  J. F. Braht z :  Ocean Engi neeri ng， Goal s， Envi  

r onment ， Technol ogy， Wi l ey， 19回.

12)  C. L.  Bret schnei der :  Topi cs in Ocean Engi nee 

ri ng， Gul f ， 1969. 

13)  A . D. Qui nn :  Desi gn and Const ruct i on of Port s 

and Mar i ne St ruct ures， Mc Gr a w- Hi l l ， 1961. 

14)  A .  I. A.  A  :  Mo dern Devel opment s in Mar i ne 

Sci ence， West er n Peri odi cal s. 

イ也 l乙海洋工学の専門雑誌として

1  )  Ocean I ndust ry :  Gul f .  

2 )  Of f shore :  Pet rol eum Pub.  

3 )  Under sea Technol ogy :  Compass Pub.  

4 )  Of f shore Technol ogy :  The Sci enti f i c Pr. 

5)  Internat i onal  J ournal  of  Ocean Engi neer i ng :  

Per gamon Pr. 
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梁 貫 通 と そ の 補 強

1. は じ め に

ダクト貫通孔に対する補強を考えるに際し ，まず今までの研究結果か

ら得られたいわゆる「一般常識」的な乙とがらを整理してみますと .

(  1  )  形…・・・… .. .円形

( 2 ) 大きさ … … … 孔の直径は梁せいの40%以下

( 3 ) 数. . . ... " ...". 梁一本 lζ っき 3 - 4個以下

( 4) 間 隔・ ・・・孔径の 2 倍以上離すこと

( 5) 位 置 ....... 珂断力の小さい所すなわち梁中央部

などが梁を貫通するダク トlζ 関しての「のぞましい」条件であって，こ

れには誰しも異論がない乙とと思われます。いずれにいたしましでも，

構造上安全な補強をしなければならないのですが，補強の程度，方法が

問題になるのであって各者各様の設計 lζ わかれる ことになります。特殊

な場合を除いて，ほとんどが鉄筋コンクリー ト造，または鉄骨鉄筋コン

クリ ー ト造の建物である現状では，コン クリ ートの占める影響が非常に

大きく ，補強する といって もその方法，目的などをあらかじめは っきり

させておく必要があります。

通常の問題点といた しましては， 強度，岡IJ 性，亀裂の三つがあり ，乙

れらについて考えてみますと ，

(  1  ) 強 度

孔による断面欠損により材自身の強度( 特に到断耐力) が低下する乙

と!C加えて，断面変化lζ 伴う応力集中も当然考えなければならず，弱い

部分 !C集中した応力と不利な条件が重なって生じる乙とになります。 し

かし単に強度( 終局的な耐力) だけをとりあげるのであれば ( ある程度

の変形，亀裂を許容するとすれば) ，色々な補強方法が既lζ 考えられて

おり特 !C困難という程の乙ともなさそうです。

(  2  ) 剛 性

たしか! とその部分近辺では剛性が低下しますが，梁全体としてその局

郎的な剛性変化がそれ程大きな影響をおよぼすとは考えられません。た

だし干しが極端に大きくなり ，梁の連続性が保たれない状態になっ てくれ

ば一本の連続した梁ではなく ，貫通部でピン結合された多数部材からな

る梁といったような特殊な憐造も考えなければならなく なりま す。

(  3  ) 亀 裂 ( 主として孔の周辺に生ずるもの)

コンクリ ート !ζ 生ずる亀裂の問題は ， ダクト孔lζ 限った乙とではな

く，広く一般の大問題でありま す。特 lζ コンク リー トの収縮によるも

の，温度変化によ るものなどは， たとえ外的条件が理想、的であったとし

ても全然亀裂が生じない という 乙とは不可能に近く ，いかにうま く分散

させるかだけの問題になります。ダク ト貫通孔周辺に生じる亀裂につい

ても閉じことがいえますが，乙の場合は亀裂発生範囲がどく限られた小

部分であり分散させるのが非常にむつかしくなり ます。また鉄筋コンク

リー トの宿命 ともいえますが，補強鉄筋が十分にその強度を発揮する 時

点、においてはコンクリ ートに ある程度の亀裂が発生して当然である とも

考えられます。

したがいましてダク ト貫通に対する補強方策といたしまして，所要強

度を確保するための補強と亀裂を防止( 分散) させるための補強とにわ

けで考えるのも 一つの実際的な方策であると思われます。

2. 鉄骨鉄筋コンクリート渠の貫通補強について

現在主として用い られている補強方法の考え方として，鉄骨部分! と主
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として明断耐力を期待し，コン クリ ートを二次的 [ζ 考えて設計される場

合が多いのではないかと恩われます。乙れが前 lζ 述べました強度と亀裂

をわけで考える乙とで，乙うしておけば少しぐ らい亀裂がでたとしまし

でも ，強度的 lζ は大丈夫であると安心しておれます。鉄骨梁の補強とい

たしましては ，図- 1に示される形やこれらの組合せなど，各積設計さ

れ施工されています。 ( a) ・( b) の方法は小さな孔の場合，あるいは

現断力が小さい場合などに，よく使われる 方法で鉄骨加工も簡単で，それ

程問題にならないと恩われます。 しかし大孔径でしかも大きな兇断耐力

を確保 しなければならないときは ，乙れらの方法ではむつか しく ( C )

のような補強されたウェブプレートを用いる乙とになります。 ( C- 1)  

の場合は ( a ) と同様ラチス ( トラス) 型とも考えられますが，乙乙で

は一応 ( C- 2 ) と同様に孔の周辺でウェブプレ ー トの断面が急増した

ものと考えました。

孔周辺K 起る応力集中につきましては ，古くから多くの研究発表があ

りますが， 1 例としてティモシェンコの材料力学の本lζ よりますと ，孔

のあるプレートが軸方向力を受けた場合の応力集中係数が 図- 2 のよ

うに示されています。 ζ の ( 1  ) と ( 2 ) を比べてみますと ， ( 1 ) の

c/a=  5 のとき応力集中係数[3. 08に対し ( 2) のA 2/ A l = 0.5のときで

1. 53となり ，最大応力が約5096低下しています。

ζ の乙とからもあきらかなように，鉄骨梁の有孔部 lζ 対する補強方法

として「スリーブ管」を溶接する乙とが一つの有効な方法であると いえ

ます。

梁貫通の場合，通常，要求されるダクト径は梁丈の約 4096前後にな

り，応力集中係数という観点から梁の強度を計算できるだけの十分な資

料も乏 しく，どの程度の補強リング( スリ ーブ管の板厚と長さ) が必要

なのかの決定が非常にむつかし くなります。

先般，某ビノレの設計にあたり非常に大孔径のダクト貫通が要求されま

したので ζ れを機会に補強リンク! C . 対する考え方をまとめてみたいと思

い，実験致しました。

以下，ζ の実験結果について述べま す。 乙れとても単なる一例にすぎ

ませんが，補強リングという ものの一つの参考資料として見ていただき

たいと思いま す。

実験概要

実際の梁は鉄骨鉄筋コンクリ ー ト造であるが貫通部分の tjj 断耐力をす

べて鉄骨に期待 しコンクリート 部分を無視して考える。従って実験は純

鉄骨梁で行なった。

孔径は30CM. で梁丈 (54CM. ) の約55必にあたる大きな孔である。

供試体種類は図- 3  IC示すように，リングのないものと断面積の各々異

なるリングを溶接したもの 4 種類，合計 5 種類について実験しま した。

図- 4. K 示しました荷重一最大歪度曲線からも明らかなように A R/

A ω= 1前後の補強リングにより孔周辺の最大応力はリングのない場合

の1 / 2以下になります。

乙れらの実験結果から得られた乙とをまとめてみますと次のようにな

ります。結論として断定するには資料の数も十分でなく問題点も数多く

残されていますが前にも述べましたように参考資料として記します。

(  1  ) 補強リ ングを用いる ζ とにより ，明断耐力を単lζ ウェブに孔をあ

けただけの梁の 2 倍近く上げる ζ とができる。

( 2 ) 乙のときの終局強度は計算規準にあるフノレウェブ梁の式Q = t ・

ｪ ・ ｦ ｳ の ＷＰｾ ぢ Ｍ ＹＰＥ で ‘ ある。
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( 3) 補強リングの断面積( 板厚 × リy グ長さ) は

ウェブの孔による欠損断面積( 孔径 × ウェブ板厚)

の5 0 %- 150%が望ましい。

( 4  ) 補強リングの有効長さはその板厚( ウェブの

板厚以上と考えて) の 10- 15倍程度と考え られるが

ウェブの板厚，孔径，溶接，許容変形量に左右され

そうである。

( 5) 梁全体としての剛性は ( 3) K 示した程度の

補強リングを用いれば，孔のないフノレウェブの梁と

ほとんど変らない。

以上が実験結果の概要であります。

鉄骨梁K対する補強方法やその設計計算方法など

は，乙の他にもいろいろ考えられますが，いずれも

大きな「仮定J Iにζ もとづ

雑すきぎPて実用』に乙は供しがたいなど，各々一長一短が

あり ，設計者の工学的判断にたよる他ないのが実状

ではないでしょうか。

鉄骨鉄筋コンクリ ー ト梁の補強に関する問題とし

て，コ ンクリートの亀裂防止のための補強方法( も

ちろん，ある程度の耐力的な補強も含めて) が残さ

れたもう一つの大問題でありますが，乙れに対して

は従来からよく用いられている異形鉄筋を 45
0

方向

に斜めに配筋する方法やワイヤ ーメッシュによる方

法など，があり
ζ

れら以外には乙れといった適当な

方法も見当りません。 乙れ らの方法についてはすで

に発表されている鉄筋 コンクリート有孔梁の実験，

鉄筋琵の算定方法など，数多くありますから今回は

省略させていただきます。

ただし，今まで述べてきました「補強リング」とい

う考え方をそのまま鉄筋 コンクリートに応用して実

験しましたと乙ろ ，興味ある結果が得られましたの

で，次にその概要を記 してみたいと恩います。

3. 鉄筋コンクリート有孔渠の補強につ

いて

鉄骨鉄筋 コンクリ ー ト梁の場合は鉄骨に対する信

頼度がきわめて高く ，少々の乙とは「鉄骨があるか

ら」といった安心感が強いものと思われます。乙れ

に反 し， 鉄筋コンクリ ー トの有孔梁となりますと ，

誰 しもいろいろと計算はしてみる ものの乙れといっ

た狼拠にも乏しく ，亀裂に対する不安感などもあっ

て割り切れないものを残しながら設計するといった

状態ではないでしょうか。

亀裂が生じるか，否かという問題はもちろん，補

強鉄筋量にもよりますが，それ以外K現場での施工

条件，コ ンクリート自身の性質によっても大きく左

右されます。従いまして補強方法はできるだけ施工

しやすいものであるのが一つの条件になると恩われ

ます。乙とに忙しい現場で設計変更なとによる混雑

をなくするためにも施工性というものが重要である

ことは当然の乙とであります。

乙ういったととから ，先に述べました補強リング

をそのまま コンクリ ー トに使用できれば非常に有利

になります。乙の場合の補強リングとしましては ，

(  1  ) ダクト 径，梁巾などにより何種類かの補強リ

ングを予め工場生産 しておく乙と。

( 2 ) 現場では乙のリングをコンクリ ー ト型枠にと
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りつ けるだけで ，それ以外にはなんら補強配筋をす

る必要がないこと 。 ( リングだけで十分な耐力が確

保される乙と 。〕

の二点が満足されなければなりません。

鉄骨鉄筋コンクリー トの項で述べま したように，

孔周辺の断面が急増 していれば応力集中が少なくな

るとわか っていますので乙れにかわる考え方とし

て， コンクリ ー 卜の孔の周聞に鉄板が連続 していれ

ば断面急増と同じ効果になり，亀裂防止にもなって

各種の問題が一挙に解決されないだ ろう か，という

のが出発点であります。

乙の場合の問題点Lはコンクリー卜とリング鉄板の

附着だけにしぼ られま す。附着させ る方法として

(  1  ) 自然のコンクリ ート の附着力による 。 ( 周囲

を柱のフープのように補強する乙とも 含めて〉

( 2 ) 鉄板表面 lζ 凹凸を作り附着力を増す。

( 3 ) 機械的なひっかかりを作る 。 ( アンカ ー欽筋

溶接など)

( 4 ) 特殊な接着剤を使用する 。

などが考え られます。

図- 5 1ζ 乙れらに項目別にわけ考えられる種類の

代表的な ものを図示しました。

とれ らを理論的K . 解明し，最もすぐれた型を選び

だすことは不可能に近くとうしても実験に頼らざる

を得ません。 またこれらすべてを十分な資料が得ら

れるだけの実験をしながら優劣を判定していくには

時間的，経済的な制約もあり ，なかなか思うにまかせ

ません。したがいまして私共でやりました実験は ，

乙れ らの内か ら代表的なもの数種を選び ( 2 種類を

くみ合せたものを含めて) ，通常考えられる寸法( 梁

丈7 0 C M 孔径25CM. ) の約 1/ 3 の模型lとより行

ないました。応力分布なとの詳しい実験結果の整理

はや っていませんが概要は次の通りであります。

(  1  ) 附着さえ完全であればほとん 10096の耐力が

得られる 。

( 2 ) 形状としては単純な ものがよく ，複雑な形に

して も ( 1- 2 ，3 - 1なと) その外周が弱点とな

り単に孔径がそ乙まで大きくなったごとき性状を示

す乙とがある 。

( 3) リングを用いたときの初期亀裂( 孔中心にむ

かつて45
0

IL生じるもの) 発生荷重は，斜鉄筋補強だ

けの梁に比べではるかに高くなる 。

( 4 ) 崩壊亀裂( 孔周辺にそって 45

0

方向 IC生じる

もの) 発生後の耐力保持も非常に良好である。

以上のよ うになかなか有望な結果が得られま した

が，実用K . 供するには未だ十分な資料が得られませ

ん。梁丈と孔径の関係 ，接着剤の現場施工のバラツ

キ，有効かつ経済的なF付着助長材，適当なリング鉄板

の厚さ ，梁巾の型枠とリング長さの誤差による取付

け施工性なと ，残された問題が多々あり ，ζ のタイ

プの補強方法としてはほ とんど第一歩をふみだ した

ところであると恩われます。

建築 lζ 対する空調の占める割合がま すます大きく

なり，あいかわ らずの鉄とコンクリ ート で ビソレを作

る上で，乙 ういっ た問題は依然として残された問題

であります。画期的なよい方法が開発されるととを

期待し つつ本稿を終ります。

( K K大 林 組 設晋l 部 ・主任技師)
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建築データシート座談会 『掲載会社と編集委員』

日 時 44年 4月15日 (火) 正午~後 2時

会 場 近畿建築会館 4階集会室

出席者 ( )I康不同)

掲載会社 糸 井 直 太 郎 氏 ( 内外建材)

打 浪 政 信氏 (新興建材)

4夏 敏 男氏 ( 日東工業)

橘 泰 治氏 ( 共栄パーライト)

野 田 光 顕氏 ( ゴール)

早 川 保氏 (新明和工業〉

松 本 大 平 氏 (田島応用化工)

勝 間 正氏 ( 東亜ペイン ト)

司会 ; 建築データシ ー ト (以下文中は: D .  S ) も今回で345シー ト刊行

いた しました。今日は資料掲載会社の皆様にお集り頂き ，忌憾のないど

意見をお聞かせいただいて，乙んどの企画，編集に役立てたいと 恩いま

すのでよ ろし くお願いし ます。

データシート 選 定 と 経 過

委員長 : 本日はお忙 しいと乙ろをお集り頂きまして有難とう どざいま

す。お蔭をもって発行目標の過半数のシ ー トを刊行して，会員初め各方

面から非常に喜んで頂いておりますが，乙れはひ とえに掲載会社のど協

力の賜 と感謝いたしております。本日の座談会の目的は i D . S の意義

と効果J i 編集内容の問題点J i 乙んどの D . S J についての忌惇のないど

意見をおきかせいただいて ，こんどの D . S の編集に資したい と思いま

す。 D. S の編集委員会の組織 ・運営などは . 44年 4 月号に掲載 した「会

員と編集委員の座談会」で述べておりますので省略いたしますが，掲載

シート 選定の経過について簡単lζ 述べますと ，企画当初に編集委員会に

募集分科会とデザイン分科会を設けて，各種材料 ・工事の分類別資料を

作製 し，乙れをノ《ツクデータといい ，それをもとに 5 つの編集グループ

が各工事( 仮設工事外23工事) を分担し ，その各グループそれぞれにつ

いて掲載会社を選び委員会で- 諮って掲載するという方法をとってきまし

た。最近は委員会でも D . S のP Rをしてより多くの資料を掲載できる

よう検討を開始しているのが現状で，発行目標の “氾 シー トの確保が委

員会の関心事と もなっておりま す。

カタログと デ ータシート

委員: D.  S を企画したのは，利用する立場からと ，カタ ログを整理

する一つのよい方法として ，また永く活用できるもの ，との観点から種

々検討の結果成立しました 。

編集委員 中 原 茂氏 ( 蜜員長 ・安宅エンジニアリング)

松 村 宏、津男氏 〈副妥員長 ・大阪建築事務所〉

司会 正法院 陽 三氏 (委員 ・日本処築総合鼠験所〉

小 川 博 三 氏 (委員 ・竹内建築事務所〉

長 浜 忠氏 (蚤員 ・大林組〉

小 林 俊 雄 氏 (寮員・r.1 公々社〕

酒 井 蔚 章 氏 (雲員 ・大阪建築事務所)

水 上 清 三 郎 氏 (委員 ・高砂熱学)

特 1<::: カタログと D . S の相違点についてのご意見からおきかせ下さ

し、。

会社 現在材料革新とか流通革新とかで，建築に関連するメ ーカーとし

ての乙んどの在り 方を反省する必要があるのではないか と思いま す。 メ

ーカーの立場で建築の多様化，ユニッ ト化に対処するため研究を進めて

いく際1<::: . 色々な資料を多く見なければな らない という苦しい問題もあ

るが，そういう場合 D. S によって大ざっぱにだいたいの動き がみられ

るという 乙と が非常にプラスになって，乙んどの材料の研究 ・開発 ・販

売を再認識する一つの基礎となった点、で感謝しています。

権 威あるものにしたい

会社 . 詳しく知らなければいけない ものは，直接ききにいく が，それま

での予備知識としての D . S の企画は良いと恩う。 D. S の権威を高める

ためには ， あらゆるものを網羅する必要がある。 乙の前の座談会での

"密より 粗かつ多種" との意見は大切に していただきたい。D. S が権

威ある ものになれば，掲載会社も多くなる ように恩われる。なお材料も

多様化さ れて くるので ，スピー ドも要求される。その間を どうするか，

なんで も掲せるかというと権威に反する。例へばで きて l 年目で消えて

しま うものなら 乙まる。

委員 : 利用者側からみればなんでも載っている という乙と が大切であ

る。種類が多くなればおのずと権威も増大して，百科事典的なものにな

れば信頼感も増す乙とになる 。

会社 . 利用者側から D . S は是非利用すべきだといった気持をもたせる

ような方法も検討廠いたい 。

会社・ D . S は結局利用する方か らも利用されないと困る 。カタログを

作るときにも D. S の内容を参考にし たい。

掲載会社 ・早川 ・勝間 ・松本 ・野田 編集委員長 : 中原，副委員長. 松村 掲載会社 : 打浪 ・橘 ・糸井 ・榎
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警

データシートの効用

委員: D.  S が実際lζ 利用者に活用されている乙 とを確かめ られた乙と

がありますか。

会社 : ある 官庁での話ですが，現在発刊されている D. S  K は新し いも

のが少いといわれておりま したので，新し い資料 もとりあ げて発行され

るよ うに希望 します。

会社 ・利用者からメーカーに D. S  IC資料が裁 っていないと いわれるの

もD . S の価値を増すためのよい方法ではないかと恩われま す。

会社 : いまの乙と に関連するのですが，利用者から D. S  IC掲載されて

いないもの は推せんできないといわれるよう な完備さ れたものになって

ほ しい。そ 乙まで権威づけら れればよいと思 うが，そのためには早く多

くの種類を揃え る乙とが必要に なって くる。

委員 : 委員会では ，最初の方針 として，発行順序を工事 ごと に纏めて発

行する 乙と にしていたが，作業を開始してみると 予想された程資料が集

らなかった 乙と もあって各工事の D. S が別々になって発行され るとと

lとな っfこ。

会社 : 塗料業界の D . S は，一社毎の単品紹介でなく て，有志会社が共

同 して資料を緩めてだす型式になりま したが，利用者側の反響をおきか

せ願いたい…・ ー

委員 : 利用する立場からは ，塗料の D. S が同じものを共同して必要な

もののみ緩めてだす という型は ，使う 側からは嬉 しい。 D. S は乙のよ

うな型が使いよし 、。そのためには ，長くかかっても ，業種団体，組合な

どで緩めてもらうのも一方法であらためて考えていきたい。

データシートの纏 め 方

会社・ 編集全般について感じた乙とですが，乙の前の D . S 作成の際は

期聞が短かかったのでいろいろ不備な点も多く反省も しておりますが，

乙んど作成の場合には執筆要項とも いうものもあらためて検討していき

たいと思います。また統一テ ーマを打ちだす乙 とも必要fこ、と考えます。

例えば「 ビ、ノレ関係J [ "住宅 ・産業関係J IC別ければ利用者の魅力 lζ つな

がるようになり専門家以外の人々にも利用できる と思う。

委員 ・仮設から設備工事のすべての分野にわたっている関係で，テーマ

にわけでまとめるには非常に難かしい乙とになる。部分的に ， 例えば

「防火建築」というようなテ ーマが考えられますが ....。

内容を充実するために

会社 . 読んでみると「内装工事関係」が少いが ー。

委員 ・われわれ としては ，内外装工事関係、の資料が一番多く集まると思

っていたが，現況ではまったく逆になっている。ど乙にその原因がある

のかそれを検討中であるが関係会社との座談会なと・でt意見を聞いて現況

を打開していきたい。

会社 ・同じような製品で，シー トどとに単価が違うが，同一単価で統ー

できないも のか ... 。

会社 それは難しい。規模によっても途うからあまり正確なものにな ら

ない。工事をするときにもう一度調らべなければならない乙とも問題で

はあるが，ー. . .。

委員 . 単価の統一化とい う乙 とは，設計者にしては ，設計する段階で例

えば予算が少ない場合には ，窓図しないうちに安い方の商品! と設定して

しまう乙とになる 。

編 集内容の反省

委員 : 編集内容は各工事別については，全体を通した項目があるのです

が，その理想的な形はやはり利用する側からみて，乙ういった項目を網

緩していただいた方が 利用価値 があ るのではないかといった形につ き

る。 書く側か らは，必ずし も書きやすいス タイ ルではなく 筈きづ らい点

などもあると思います。 その反面，乙の商品! とついてはとういったと と

を書き たいのだが，該当の項目がないといったような点がある。そう い

った ととについて原稿作成や発刊さ れた D. S をみて何か感じられた点

はありま せんか。 やはり 利用する側からは統ー した ものをというのが，

圧倒的希望だと思うのですが ・1

1 シートでは書 き足りないか

会社 : 資料が多くて ，図 ・表などを l シート lζ 納めるために小さくなり

見に くくな ったが，できれば 2 シート 位いが必要と思う 。

会社 : 製品によっては l シー トでは足 りな いと おっ しゃっ ておら れます

カ三…・

委員 ・反対の例 もあります。標題の製品の記事が半部で済んで しまい，

表面に は関係のない とと が書かれであるものもあ ります。

司会 . 端的にい って掲I絞された会社は乙れでよかったとおおも いでしょ

うか

会社. 非常によかったですが，勉強不足の点もあ りもっと 考えたらと お

もう点もありま した。

編 集 内 容

委員: 表現方法についてもいろいろあると患いますが，昔ーから関係 して

きた材料と いう のは，メーカ ー側 もわれわれ建築に携るものから みて も

同じ踏み台にたっている。それが機械的なもの化学的なものなどの場合

は，専門家の表現方法とわれわれ とでは受け取り 方 lζ 差があるのではな

いかと恩われる 。例えば設備工事関係については ，あまり専門的な表現

が多くみられるが，計画の基礎的資料 となるような内容を希望 したい。

委員. カタ ログと D. S などを使う 場合，見る側から 一つ欲 しいと おも

うのは ，材料或はその他の商品を使 うに当って 乙ういっ た使い方を して

はいけないとか，乙ういった欠点があるのだといった ことをはっきり明

示される ととを望んでいる。

委員 : たしかに メーカーに大小があるので，編集の段階で調整が難かし

い，一定の沓式で| 現られた シー トlζ 載せていただく こと に抵抗があるの

ではないかという乙とで，当初問題にはなった，しか し内容としては エ

ッセン スを知ってもらおうという趣 旨で載せているので，詳 しくはカタ

ログを見てもらおうという考え方です。でき るだけカタロ グを転載する

のではなく ，短時間である程度の内容がつかめるものにしたい ，とい う

意図があった ，しか しでき上ったものを見ると ，密なものもあり ，疎な

ものもあり ，乙のあたりが 乙んどの課題だと恩われる。やはりーから 十

まで万遍なく知りたいが，所詮カタ ログとは太刀打できない ，あくまで

もエッセン スである。

再版の場 合の原稿

司会 . 現在の企画について ，別の計画で発行する場合は相当者き 換えを

必要とするでしょうか。

会社 ・あると思います。時機との関連もありますが." ... 。

会社 : D .  S は日本建築協会が推奨された形になっておりますが，各業

界にも協会があるので， D .  S  K 掲載されたものはそれらの協会にも推

奨 されるような乙とはできないものでしょ うか。

データシートの便 利さ

委員 ; 業務に必要なカタ ログを常備すると ，1，500 種程度の ものが必要

になり ，それを整理していつでも活用できる状態にするには大変な作業

となる 。 しか しD. S のよう に一枚の シー トで一応の要点が解る という
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私達の有難さが，メーカー側なりにあまり解ってもらっていないのでは

ないかと，恩われる 。

会社: 設計事務所など D. S を利用される似肋3 らその効用といったもの

を，われわれに P . R される乙 とによって . D .  S の値うちが非常に高め

られて，掲載資料も培えるようになる 。

会社 D.  S の発行・は ，いまま でになかった ユニ ークなもので成功し て

いる 。カタ ログとくら べた場合. 1  mt で永く利用できるという乙とは大

変ありがたい 。

委員 現在D. S のファイノレが 11. ( 間 部以上も 購入されている。 l 人で

2 - 3 部使用していると しても . 相当多くの技術者が D. S を利用して

いる乙とになる 。

編 集 方 法

委員: 掲載会社より拠出された原稿は，担当の編集委員が検討して原稿

の一部修正などをお乙ないます。乙の段階で褐il員会社で加筆なとを願

い，再度提出された原稿により坂博士の監修を お願いします。監修の コ

ピーを掲載会社が参照して原稿の調整を おと ない ，その原稿により 編集

作業に入ります。WJめに提出された原稿から発刊までの期間は約ω日を

要する ζ とになります。

司会 : 提出された原稿は編集委員が内容を検討して ，訂正し ていただく

乙とが多いのですが，乙のととに ついてどう恩われますか ー..。

会社 長い期間と大へんな労力が詑やされるのですねえ。

司会: 編集方法などについてなにかと窓見をお 聞かせ下さい。

会社: まあ欲をいえば，原稿執筆前に，もう一度業界の方に集ま ってい

ただいて，編集委員を中心にして執筆方針なとについて協議願えばと思

いま す。

委員 : 私 も原稿をみていて感じる乙と は， 会社が近ければ，電話ですぐ

きていただいて ，私の意見を述べて ，原稿を直 していただける と非常に

スムースにいくのですが，赤鉛2Rで訂正事項とかを普く場合は，果して

ζ ちらの意図が十分に汲みと られているのか疑問になる 。

こ ん こ の デ ー タ シ ー 卜 の 在 り 方

司会 : いろいろの怠見をお聞かせいただきま したが，締めくくりとして

D .  S のこん乙の在り方につ いて，例えば， 単価について. 1  年毎 ・2

年毎に改訂したらよいのではなし、かという乙となど・一 。

会社 ・し かし それは ，全部姉l わなければできないでしょう。修正もその

段階にならなければ… … 第 l 条件は各工事別の予定シ ートを揃えるとい

う乙とですね。

会社・ D. S を活用する場合! こもっと便利な企画があると恩われます。

司会 : 会社名または工事別による索引をつくる乙とも活用される際便利

だとは考えますが， 一度予定シ ート を完結 した際 lζ 作成するようになっ

てお。ます。現在の D. S  について，乙ん ζど. 乙ういうよう』にζ もつていつ

たらよい という点も { 併井せて乙

会宇社土 : Dコ. S の魅力 lはま ， 一応全工事にわたってひととおりのシ ー卜 が線

められであるという ζ とでしょう 。fこだ必要にせまられてみ る場合の分

類がみあた らない。例えば「防火関係」の材料 ・機器を索引する場合に

は現在工事別では該当する シー卜 を探すのにー苦労 となる 。

会社: 5_l IJmt のようなもので「防火特集」と して追録していく方法がある

よ うに思う 。その場合は希望者のみ追加して送るよ うに してはーー- 。
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会社: 予定の D. S の全貌が解る予告みたいなものが発表できないでし

ょうか。各工事どとの予定シ ー ト数なともわかれば参考になる 。

委員: 編集委員会で検討してみたい。

委員 : 乙 んどの乙ととし ては，改訂版と い う方法と ，新製品を追加して

いく方法があるが，少くとも 発行 した D. S の改訂の時機は委員会では

3 - 5 年と予想 しておりますが… .

会社: 3 年間では永すぎるよ うに思われる。 改訂は できるだけ早く して

ほしし、 。新製品の紹介も D. S でお乙なえば一番周知が計れるように恩

つ。

会社 . 発行 した D. S の差し換えより も，追加をしてほしい。材料が残

っている限り はシ ー トも残してほしい。

会社 : 改訂される要因と して，価格の問題があると思いますが… - 。

委員 : 価絡の変動は多いと 思うが. その郎度 D. S が変るのも実際上問

題がある。材料費のみでてあれば変動も少ないが，材工と もなると変更が

激しくなる 。 しかし ，何年何月現在と しておれば ，価格の変動もわかる

のではないか。

司会 Ｚ 本日 は種々貴 重などＺｑＢｾ見なりをお聞かせいただいてありがとうど

ざいました 。ご意見は委員会で検討してよりよき D. S を刊行していき

たいとおも いま す。乙ん ζ とも何卒 D. S の発展 {ζ ど協力下さるようお

願いいたします。

編集委員 : 酒井 ・小林

守

"  
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住 宅 委 員 会

委 員 会

1 日 5 時半 - 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 岡橋 ，黒谷正副委員長ほか 17名

議事( 1)第 6 回「よろず相談住宅展J の件

(2)委員慰労懇親会の件

(3) そのほか

住宅展打合会

7 日 4 時半 - 5 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 星 野 主 査 ，日東建装村岡氏

議事会場装飾全般について

阪神百貨庖打合会

7 日 6 時半 - 8 時 半 於ホテ J レ阪神 8 階

出 席 者 阪 神 寺 田 部 長 ほ か 5 名

協 会 岡 橋 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 第 6 回「よろず相談住宅展」について打

合せ

住宅展小委員会

28日 6 時- 8 時 半 於 は つ 根

出席者黒谷副委員長ほか 5 名

議事(1)第 6 回「よろず相談住宅展」全般について

反省

(2) 第 7 回の構想について

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集委 員 会 |

デザイン分科会

1 日 5 時半 - 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 池 田 幹 事 ほ か 3 委員

議事(1)企画グル ープについて

(2)中間インデックスについて

鉄骨工事原稿作成会

2日 正午- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 真 塚 委 員

議事鉄骨工事関係原稿作成について

編集 D グループ打合会

3 日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長，楠団幹事ほか 3 委員

議事(l )D グループの組織の再編成 と運営につい

て

(2)次回のデータシ ー トについて

編集 E グループ打合会

8 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 宮 武 幹 事 ほ か 2 委員

議 事 次 回 の データシ ー ト企画について

原稿説明会

11 日 2 1侍- 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 旭 輿 ほ か 7 社，

松村副委員長ほか 3 委員

議事原稿作成説明会について

編集A グループ打合会

24日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 長 浜 幹 事 ほ か 4 委員

議事(1)担当工事別の予定シ ー トについて

(2) 第20回の掲載データーシー トについて

デザイン分科会

!曜b

28日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 池 田 幹 事 ほ か 2 委員

議事(1)中間インデックスの企画について

(2) デザイン分科会の運営について

委 員 会

30日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 中原 ・松村正副委員長

2 幹事ほか 5 委員

議事(1)特別委員に関する事項について

(2)東京での執筆説明会について

(3) 企画グループの設置について

(4) 中間インデァクスについて

(5)そのほか

| 事 業 委 員 会

各種説明会小委員会

3 日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 三 宅 幹 事 ほ か 2 名

議事(1)本年度の説明会企画について

(2) そのほか

見学会小委員会

4 日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者山野副委員長ほか 4 名

議事ll )6月に実施した見学会についての報告

(2) 7 月- 9 月の見学会企画について

(3) 10月以降本年内の見学会企画について

(4)そのほか

講演映函小委員会

7 日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者岡本副委員長ほか 2 名

議事ll )住宅生産工業化の長期構想についての諮

演会について

(2) プレハブ住宅産業の現状と問題点につい

ての講演会について

(3) そのほか

委 員 会

10日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 本 ，窪田 ，山野各副委員長

大橋，三宅各幹事ほか 9 名

議事¥1)各小委員会の事業企画について

(2) 7 月- 9 月の事業企画について

(3) 本年度の事業企画についての提案

(4) そのほか

展示会小委員会

17日 5時半 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 窪 田 副 委 員 長 ，木原幹事ほか l 名

議事ll )本年度の展示会企画について

(2)そのほか

編 集 委 員 会

委 員 会

9 日 4 時- 7 1時 於 会 館 集 会 室

出席者大久保幹事ほか 6 名

議事ll )8月号特集= 解決をせまられる公害問題

報告

(2) 9 月号特集= 海洋開発と建築について

(3) 10月号特集= 民家の系譜について

(4) 11月号特集= 第16回青年技術者について

(5)作品作風の今後の方針について

(6)12月以降の特集テーマについて

作品作風小委員会

22日 5 時半- 9時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 星野委員ほか 3 名

議事(1)9月号作品の決定

(2 )今後の作品作風のあり方について

(3) 本年中に竣工予定の新建築調査 IC関して

(4)九州の新建築調査について

法 規 委 員 会

委 員 会

24日 3時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか20委員

議事( 1 ) 建築基準法改正案( 修正案) について

(2)そのほか

出 版 委 員 会

「基礎工法と実例」編集幹事会

16日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山肩委員長ほか 2 幹事

議事ll )検討原稿の取扱いについて

(2)特別資料の企画について

講 習

. 6.  

""ζ 

第19回建築工事実務講習会

6月30日- 7 月 5 日 ( 6 日間)

第20回建築工事実務講習会

7 日- 1 2日 ( 6 日間)

各 自 午 前 9 時~午後 5 時

会場大阪科学技術センタ ー 4 階401 号室

聴 講 者 第 19回 156名

第20回 169名

30日， 7 日 建築工事の着工か ら竣工までの

業務総論

大阪府営繕工事課 中居誠之助氏

材料の検収とその管理

鴻 池 組 小川地喜貞氏

基礎 ・地業工事

竹 中 工 務 庖 水 畑 輝 雄 氏

l 日， 8 日 現 場製図

大 林 組 越 本 昌 弘 氏

労務管理と安全管理

鹿島建設大阪支庖 岸田 成計氏

1 日， 2 日， 8 日， 9 日

鉄筋 コンクリ ー ト工事 ，鉄骨工事

清水建設大阪支后金尾 寛氏

2 日， 9 日 仮設物と仮設材料

松 村 組 伊 藤 俊 夫 氏

2 日， 3 日， 9 日，10日

積算，木工事，屋根工事，サッシュ外工事

鹿 島 建 設 大 阪 支 庖 高 橋 裕氏

3 日，10 施工計画

大 成 建 設 大 阪 支 庖 梅 原 洋 一 氏

3 日， 4 日，10日，11 日

石工事，タイ J レ工事，ブロック工事

藤 木 工 務 庖 京 都 出 張 所 西 山 長 司 氏

4 日， 11 日 工事機械と工器具類

大 林 組 木 下 幸一氏

4 日，5 臼，11 日，12日

防水工事，左官工事，塗装工事

銭 高 組 塩 脇 昭 司 氏

5 日，12 日 設備工事

竹 中 工 務 庖 小川隆造氏

現場に関する諸法規とその手続

大 成 建 設 大 阪 支 居 高 木 義 夫 氏

見 学

4 与

コヨZ

第 5回日本の伝統工芸を見る会

「泰山製陶所と大仏タイル工場の見学会J

5 日 1時半- 4 時

参加者 20名

京都祇園祭宵山の見物

15日 5 時半- 9時

参加者 16名

第 2回日本万国博会場建設工事見学会

( 大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部と共催

16日 12時半- 6 時

参加者 114名

( 竹中工務底パス提供による)
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29日

参加者

ゼミナール

建設計画について

大阪マー チャ ンダイズ ・マー ト建設郎長

中田 悟氏

構造計画について

竹中工務庖技術研究所開発研究部

主 任 研 究 員 石 田 正氏

設計計画について

竹中工務庖設計部設計課長

設備計画について

竹中工務j苫設備部設備課長

施工について

竹中工務庖作業所長

和治氏

新建築研究ゼミナールと見学会

「大阪マーチャンダイズ・マー卜新築工事」

f大阪府建築士会 1  

l 臼本建築学会近畿支部 と共催l

設計，施工 株 式 会社竹中工務庖

l  時半- 5 時

150名

哲郎氏

孝芝、氏

伊東

島田

大野

新宮殿建設記録映画の上映と講演の会

( 建築 6 団体共催)

24日 l  時半- 4 時

於朝日生命 B 階ホ ーノレ

4

2

 

J実函 ・講映

厚意識者

講 演

ど造営工事について

株式会社大林組取締役東京支庖次氏

( 前宮殿造営工事共同企業体工事事務所長)

} 白川光之助氏

映 画

「宮殿の造営」技術Z:rl ( シネマスコ ープ) 1巻

3会 事 業 委 員長 打 合会

17日 正午- 2 1時 於 会 館 集 会 室

出席者矢野士会委員長ほか事務局員 6 名

議事 8月以降の共催事業について

10日- 15日 ( 6 日間)

阪神百貨庖 8 階催場

50，512人

1，561件

141名

よ ろ ず 相 談 住 宅 展

会期

場所

入場者

相談件数

共催団体事務局打合会

11 日 2 時- 4 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 大 阪府建築士会ほか 4 団体 5 名

議事(1)委員会の構想について

(2) 運営委員の選出について

(3) そのほか

日 本 建 築 祭第 2 回

幸
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建 材の 頁

信用み 5技術ど伝統の

7X771LトZ 専 業 大J吉

誓言矢保商由

内 装 資 材 専 門 庖

宏 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生 rnV. 1ヒ以 狭 通 4 ー 1 (英和ビル )

直辿i l:.:ぷ N' 戸 (33) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北灰紺笠11汀50(堂ビル 5 階 502号室)

直.ilUi l : . : 新大阪 (364) 2031- 4

倉 庫 神戸Tli ［Ｂｪｾ介区八幡Ｎ￬ｬｦｩ 1  - 5  (屯話 @2923)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工法を

前回 ＷＱｩＭ 阻ｾ帯

トな冷工法 苧 ヲ q イ ト

奥山イヒ工業株式舎枇

一許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー 1
( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工事 ・ 通 風 ル ー パ ー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各 種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番 地

電 話 ( 981 )  0  6  1  6  - 0  6  18  
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創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸ピル 6 7  6 号

電話 212( 代 )3751

大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361 

札 幌 唐 札帆市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 腐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 1  4 号

電話 261 (代 :0641

京都市南区西九条春日 町 4 8 番 地 電話 681 (代) 1781

社

空 調 設 備 の 頁

暁

大 阪 庫 大 阪 市 西 区 土 佐 堀通 l の l

本 社

出張所

‘  

冷 暖 房 y  ｾ守柿サッシ

給排本、衛生水道 s  . t 袋境衛生施設

電 気 1 =、荷役j J f f 搬機械

厨 房 I ¥ 化 学 鉱山 機 械

= 幽 T 盤 株 式 →- I U: ; -:;I;- r七・

園田句謂ｾ現号 会 社 ノ 、 防 災 J ι ，ロ

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取 締 役 支 庖 長 tim 口 目 券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖東京・日比谷・三倍ピル

支 底名古屋、福岡、札幌、広島、仙台、富山

出 張 所州浜、金沢、 静岡、高位

京 郵 腐

設 計 ・ 施 工

続朝日三業社

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

| φ  

大阪市東淀川区加島町357 電話 ( 302)2271 - 9(代)

向 上

東京都港区芝浜松町2 - 7 11[話 ( 434) 6171 ( 大代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

釧 路 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・神 戸

本 庖

大阪支社

東京本社

支 底

営 業 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 包括( 363)大代表1371

東京都千代田区神田小川町2丁目 l 番地 電話( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番22号 電 話 ( 47 ) 代表4535

循 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12 号 電 話 ( 76 ) 代表3795

名 古 屋 ・富 山 金 沢 ・ 福 井 ・ 京 都 ・ 松 江

ｾ＠

:zx 
商株 式 会 社

干土

1i5 

本

支

式 会

喜久雄

英 雄

電 話( 201) 0181(代)

電 話( 363) 410 8 - 9  

' ;JL話 ( 231) 3046 ・6007

電 話 ( 74) 6  8  6  3  

( 75)  5  4  8  2  

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

建 設 工 業 株

代 表 取 締 役 田中

大阪出張所長 猪 俣

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 3 - 1  

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 5

名 古 尾 市 中 村 丸 / F人' 1 2 - 17 - 10

飯 岡 市 東 淡 町 3 8  

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

e  大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

本 広 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 腕 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

出 峻 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・機 浜

新 潟 ・ 富 山 ・福 井 ・笠 田

出張所

社

A  

去
業 株 式工賀須設 計 施 工

生

気

水 ・ 衛

房 ・換

排

冷

給

暖

株 式

会 社
衛 生 設 備空 気 調 和

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電話 大 阪372局7 l 51(代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

電 話 441 - 5171
大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

庸 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・ 福 岡

出張所一北九州

支

営 業 所 一 広 島

冷 房 ・暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 ( 814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 高 絞 ・広 島

Ｇｮ Ｇ ｾｦｯ ｦＨ 日 ・空気調和 設備 ・ 給排水衛生設備 ・塗装設備

・蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 設 計 ・ 製 作 ・施工

建材社

株式

会社- zi }吉平

ヰ土本

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203)3721 代

名古屋支庖= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー 13 ⑨(211) 1535 代

出 張 所= 札帆・仙台・北陸・神戸・広島・松山 ・九州

⑧ 

温 温 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

，; 宣言十並ニ施工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0  屯 J 苫 lii む;: ;;; jji i

本 社 東 京 者11千 代 印 区 丸 ノ 内 3 - 2  ( 新東京ピル)

電 J孟 (211) 8  5  1  1 ・8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 f云 鴻 町 6 0  

"Ilt ，1舌 (21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 お ( 971) 3  6  2  1  

水 道 ・ 術 生 . u愛冷房 ・其 f也管工事

設 計 並 胞 工

(旧 E智 雄 久 孝 事 務 所 )

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東京邸千代悶区大子田T 2 の 8 番地( 日本ピ Jレ)

電 .1吉 東 京 ( 270) 7  4  1  1 寄 ( 代 表 )

札似市南太泊西 Ｔ 丁目 ｬ ｾ 凶 ｬ ｽｬｪ ｮ 銀ピル ・引 ａ 宅 ｌ ｾ ＩＱ ｾ［， Ｗ ［， Ｖ＠
金 沢 市 高 l判開f 2  If; 1  6  ｾ［Ｎ＠ Ｇ， ｦｕ ， ｦ［ 舎 ｾｊｾ 211  ｾＨη Ｑ＠
制 作 rli 御 世 2 の 1 'o' ii ，!!; ｾ川弁ｦｩ，山 ＱＺＱＶ
.:;'j 怯 ，11  2  自作 丁 9  ＧｯＧ ｕ ，Ａ前仙松 ｾￌＩｦ， Ｑ ＹＵ
l晶l 山 市 大 m 3  8  0 の l ・官。!占|出l山占' yr>486

仙 台 支 庖

ｾｾＩＱ ＧｩＢ［Ｑ＾ ｐ 庁
金沢; 日業所

有'1¥JTt l!，';民F斤

高松山燐所

l品l山出娘所
名古屋支底
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冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工
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水
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ピ
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E

z

-

2

坂

長

京

行

板

赤

北

区

ヰ

赤

反

宣

川

区

回

行

司

港

生

咋

展
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市
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古

京

戸

大

名

東

神

A

S

A

 

式株業田山

本 社

支 Iお

出張所

品主ｾ

......-

階

表

制

牽守1

大 阪 市 北 区 権 回 8 番 地 ( 新阪急ビル 8

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2

fi!!! 高

大阪支庖

ネ土本

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ ア ル ミ - サ ッ シ ・ ド ア ・シ ャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・ 施 工

鋼 機 株 式

社

庖

(!"IP- 空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会

大 阪 支
社

大 阪 市 東 区 高 麗 締 5 - 4  5  ( 興銀ピル別館)

電話 ( 06) 2 0 2 - 7745番 ( 代 表)

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 話 '(03) 902 - 3111番 ( 代 表)

東 京 ・名 古 屋 ・仙 台

A

Q

一

A
目丹

本 社 ・ 工 場

庖

理

大 阪 支 庖川

町

船

州

区

ピ

リ

立

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 j迫 1 - 2  5  (新大

m ｾ［ｉｩ大阪 ＨＳＴＴＩ 1  5  1  2  (大

東 京 郎 中 央 区 日 本 締 本 石 町 4 - 2 ( 三井第二月

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九

崎 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 初 足

社

底

場

本

支

工

， 

支

@ 暖 冷 房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

、" 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式

社 長 牛 図 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 5 0  

大阪恵業本附 電 話 大 代 表 (312) 8  6  7  1  

東京事熊本部 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 1 8  

電 話 大 代 表 (353) 9  1  5  1  

名古屋市中村区下広弁町 3- 15 ( 中京電気ピル)

電 話 (581) 9  3  7  6  - 8  

京 滋 、 下 関 、 新 潟、 金

空 気 調 和 設 f
ー圭宣言十

換気・除塵設備伺

く m哩型里コ

会 社

屋

部

部

本

蝶

.

業

寧

名

古

'

各

施工

眠 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0  

T E L ( 562)  1 3  

7  1  

5  1  

東 洋 梨 工 業 機 式 会 極 大

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京都市南区西九条 ｾ回町 Ｒ 0 番 地

m昔話( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691)

大 阪 市 北 区 天 満 締 筋 1 - 37( 天 満 僑 北

電話 ( 352)  3  5  0  1  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話@7431

i'lt 市 栄 町 2 - J  1  J  電話③ 3 6  

鳥取市品治町鳥取農協会館内 電話 ( 22)

沢

( 特許工法)

建設大臣賞授与

日本白蛾対策協会より表彰さる

特l! lf 第 8 種目出願中

設備

⑨ 社

A

Q

一

A

所

所 長 防 除 士 松 平 藤 佐 根

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 2 8  電 話 ( 22) 4 0 9 8  

奈 良 市 登 大路 二 番町 ( 博 物 館 前 ) 電 話 ( 22) 4 0 9 8  

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 田T 2  6  3  9  

防予滅殺蟻白式平本金
I

M

切

り

S

3

0

門

的

印

刷

出

~

~

l

“

社

大 阪 営 纂 所

四日市営蝶所

津 1宮司陣所

鳥 取 営 集 所

本

エレベータ・リフト ・カーリ フト

製 作

..  

計

壬凡

員文

底

給・排水 ・衛生・消火・暖冷房設備

お 緊 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル ) (351)  4927代

4540 

大 阪 営 業 所 ( 351) 4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 (328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 渇 ( 328) 0363(-t 

番

問

電 話 大 阪 ( 458) 3531

者fl ・ 福

大阪市大淀 区 中 ｩ］ ｾ南ｩＡｉｊ Ｔ 丁目 ＱＱ

出 張 所 = 京

置
商 底

カ ー テ ン ・ 室 内 装 飾 ・ リ ノ リ ュ ー ム

ビ ニ ー ル タ イ ル ・ 壁 張 り

幸

，司会、

居利

平山互業株式会社@  
合名会社

大阪市南区長姻僑筋二ノニO ( 日本紙バス停前)

電 話 大 阪 ( 211 ) 0  5  7  1  - 4  

電 話 大 阪 ( 2I l ) 0 5  7  5 ・ 6 9  2  3  

京 都 市 中 京 区 河 原 町 夷 川 下 ル 指 物 町

電 話 完 若 者11 (231 ) 3  2  7  7 ・ 8 7  7  9  

所

ぱ 度 売 部)

京都出張所

事量営

工設計 ・施
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L  代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 西 京 極 郡 三 反 田 町 1 I の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 主 総 町 / J 1d 2 2

ｾＱ￬＠ ，!'i 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

* 京 拘1I 港 区 赤 坂 1 r 白 5 lfI: 7  

.'1]: .lf; (481)  8  6  2  I 代 ぷ

名古 ｉ 毛・札 ｬ�ｾ . 間 1M] 

iill 川 ・ 償 浜 ・ 浜 松 ・姫 路 ・r. i J 総

電 気 設備 の 頁

社
〈
云式電陽

4土

営 業 所

朝

本

社

社

東京支社

-t: 

r，li 

業 所

Jど

営 業 所

l  

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市点区高閲橋五丁目 二八f在地 屯話大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 郎 千 代 間 区 丙 神 田 1 丁 目 4 得 I也 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 . ; l L I 内 ・ 名 古 屋 ・ 楠 岡

出 張 所 旭 川 ・ 内 河 ・ 横 浜 静 岡 ・ 富 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 市 此 花 区 恩 1 ' t 南 之 町 7 3  

' i l l t J 工事本苦11 T  E  L  ( 06)  462- 1  3  0  1  ( 代)

A

Q

E

 

工藤エ太 陽

• 6  9  

1  ( 代)

大 阪 市 北 区 野 崎 町

T  E  L  ( 06)  313- 3  4  5  

設

E 本 音11

施

工

社

設 計 ・ 施 工

A

Q

一

A
式

司'

株

信

切

れ

電 気 工 事

号居E

司，本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 I/ j( *  Ｑ 亘 ｾ ｦ 江東之町 三 「同 一 ｨ
'，'(r ぷ 大 阪 (931) Ｈｾ＠ 長 7 3 4 1 - 5

0 3 8 8 ・2 1  9  3  

大阪市城京l互野江東之町二三丁 目 - ，も Ａｬｩ 大阪 ＨｾＺｉｉ ＩＷＨ ｘ 凶

祭良県御所市御同通 η:1 6  () ''' l!，!，r;I Jti /i (r 2'  2607 .  ＴＲＺ［ｾＱ＠

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 . ｽｾｦ 鶴 ・ 広島 ・ 九州 ｼ・神 一

A

Q

E

 

式

英信

株

原

業

一巣

工

取締役社長

原栗6詮

資 材 倉 康

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472 ) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川 区西五反田 6丁目 25番 11号 ( 細 島 ピ ル )

電 話 東 京 (491 ) 1746 (492)0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

工情

興

敏

設事工

昌

一

川電

社

I苫

本

支

社

林

大 阪 市 北 区 制 i 笠岡T 5  0  ( 堂ピ ル 7 階)

'I'l t  ，{li ⑩ 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都i 中 央 区 日 本 陥 箱 崎 町 3 丁目 2 m: 地

Ｇ ， ｾ ＱＱ＠ .l!i ⑪ 1  4  7  8  ( 代)

川 由 奇 ・ 相 模 原 . J : 界. fli; 山

夫

株 式 会 社

代点取締役

ヰ土本

営 業 所

后支

群出号民戸斤
出 張 所

電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ J レ三 階 )

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

':"I! J舌 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

で1! ，1苫 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・ 崎 県 市 ・ 高 槻 市 ・ 姫 路

ｾ＠

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝S与

'):と

大阪市凶区北別¥; . 1 r_  j凶 1 T  H  6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・ 名 古 出 ・出 品 . ｎＮｾ＠

中111 取締役社長

社本

宇土

宇土

本

支

営 業 所

|判
営業所

市
神出張所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

A

S

A

 

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京M> 港区新編 5 - 3 4 - 6 相 馬 ピ ル 5 階

rt! lt a古 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大 阪 南 ・札 帆 ・r，，，，- ｾ＠ .  1J 4  H  ､ｩ ・松山 Ｇ Ｑｾ 山

商

取締役社長

社

東 京 支 1，1;

本

社工 業 株 式

今 村 騰

取 締 役 社 長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 御 ケ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312 ) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・ 草 津 ・/ ' 1- 1>岡・水島 ・福 岡

A

Q

玄
中 央 電 気

取締役会長

ネ土本

所張出

支 庖

営業所
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そ の 他 の 頁

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手t-9- ・ミ>i/;-j.レ

⑬ 

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

( カタロ グ進呈)BoardふStateStandard 

ｾ＠

⑪まま 111 淳 窯 s 商 Jd
a・

各 種 局面1¥

ガラス製品卸問屋 ι J C)

思吉田芳雄商庖 ♀詞

、

b

E

υ

 

ポ
Iy 

セトモノのデパート

フ タ パ 需 3阪

大 阪 市 東 住 吉 区 桑ιIr町 三 丁 目 1 0  1  ffr:.1也 ｾｕＺ ｬｬ 前大 ｉ ｬｉｩ Ｈ ＷＱＷ Ｉ ＴＵＶ Ｑ Ｍ 2  

耐 酸

網器、

/  

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ック ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ック ス 吹 付

本 社 営業 所 ・ 大阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 54  電話(702)代 7814- 6  

特約代理底・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・ 広 島 ・今 治 ・ 福 岡
ノ

建 築 物 ・ 船 舶 等の 造作 工 事 及 び

室 内 装 飾 工 事 の 設 計 施 工

建具、 パ ネノレ、家具、各種木工品 の製作

内外装飾織物、? e 接卜、敷物、 壁 紙 類一式

⑨二葉屋装備工業 向土

( 創業大正 7 年 )
庖

大 阪 支 庖

商石理大橋矢
式

社

株

会

大 阪 市 東 区 高 麗 紙二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

取締役社長 若 林 繁 吉

大 阪 市 大 淀 区 本 庄 川 崎 町 2 の 6

電 話 ・ 大 阪 (371) 3321- 3・3630

大阪府知事砲股R : 録

{ 白) !II J  6  2  J  6 号

瓦

ル
イ

門

仏

タF

A

 

'

勾

E

U

大

大

瓦

ル
J

t

 

用

タ

屋

鮒

奇

変

数

鵬

寺

時

社

内

椋 式 会 桂

三 幸 商 曾

• 
京 都市東区山今熊野大仏池周回r9 町 9

大 阪 市 北 区 安 心 町 1 丁 目 2 8  

名古屋市守 山区 大7 小 嶋 山 脇27

東京都 渋 谷 区 上 限 1 丁目 29 的 4

京 都 清 水 ・ 山 城 ・ 瀬 戸

本 社

大 阪 営 禦 所

名 古 屋 営 難 所

東 京 営 難 所

工 場

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  T E L  ( 361)9055 ( 代 必 )

本町記・業所大阪市東区本町4- 27 御 堂 ピル T E し (252 )  3  9  0 6  

繍 姻 企 業 所 大 阪 市 点 区 峨 刷 2 - 3  6  

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
3 寸緩旬最適軽量7J，止付( 空葺) 瓦

事 雨 水 濁 入 制 落 防 止

t  耐 震 献 臥

安 定 経 量

置瓦

五株

霊 式

罰 金

霊社
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建 材 の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル ③ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ 。 ⑮ シ ヤ タ ア . ｾ凡用シヤタア

そ の 他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ーツ ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

• ド ア ー ハ ン ガ ー

F 可

警32 三 高 製 作 所
本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8  0 番 地

近代建築の要求する

90 

設: 言十

製

米 特 許

イ乍

施 工

川、 f 異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ' y q -

II¥{実シャ11/9- 工業専朱式会社大阪支庖

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

ブゲスにも/ 季初ごも

函すを・薬品 l二 も

丈丈夫でオ

- 責 任 施 工 ・型 録 送 呈

Ｗｦ ＱＩ 工ミ ｊ 弓 ｊｾ ｪＮｾ ヨル

スＭ， ｴＭ 苅リ王 ν ｊＩＩｾ克明ｽ砂 Ｈ ｓｐｍ Ｉ

カ弓ーヌーＧ｜ＺＭｬＱ Ｇｊｬν ，Ｉ ＩＮｾＹｊＮ (C SP M)  

. 新 時 代 に 7 - ; / チ し た 各 種 の カ ラ ー 製 品 が あ り ま す

Jf IJ 1  ! J ヲル克明ル製造株式会祖

本 社 尼 崎 市 大 物 北 口 電 話 大 阪 (481)8085- 9

大臣宣社並工場 尼崎市北軒町 4- 41( 古川ピル) 電話大阪 (481)8085- 9

東京支社並工場 埼玉県 雄市東町 2 - 2 0 - 4 電 話 班 (32) 3115- 1

主 直 田出張所 郡山九州名古屋・川崎岩国・宇都・証問・敦賀・三原・博品・官、山

司

• 



建 材 の 頁

腐らない そして 燃えない

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

新しい型の

ひふくてっばん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 (782) 4171代

d二コtga m a  

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

営 業 品 目

. L A F 形 リ ミ ッ ト ロ ー ド 送 風 機

・V A F 形 可 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

・C A F 形 遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

(才寺 言午)

本 社 工 場 / 大阪市 城 東 区 聖 子 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

電 話 大阪 ( 931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814 ) 6  6  5  1  - 3  

豊かな経験と

最 新 の 技 術・. .

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町30 新野村ピル T E  L  (762)  5861 代

支 庖 東 京 (771) 1171 ・名古屋 (331) 6171 ・大 阪 ( 352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・滋 賀 ・京都 ・神 戸 ・福岡 ・他 全国主要 都 市
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建 材 の 頁

剤

剤

散

水
け
一
一
ン

ン
一
コ

d

h

z

ノ

セ

引

、

ク

許

ン

J

特

コ

I

e• 
- 耐 火 ・ 防 水 外 見 板

S P ボ ー ド 代 理J吉

建 設 大 臣 認 定

・三段ブロック

- 日 本 鋼 管

其 の 他 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

N K プ レ ハ ブ 代 理 庖

神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 ニ 団 地 設 計 中

指 導

工スシ- ) レ#31 - 高 弾 性 目 地 材

エスシール#21 

ヰ土 神 戸 市 議 合 区 熊 内 町 2 丁 目 8 8 番 地

1li a舌0 7 8 代 表 ( 23) 1 4 2 1 ・ 6 9 5 6  

東京営業所 電話 0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・ 6 1 7 7  

福山 出張 所 包 括 0 8 4 9 ( 2 3 ) 2 6  7  9  

- 防 水 材

本

⑩神戸五ゐ株式袋詰
. . ・・・・・・・・・・・冒・・・・・・・・・・・回・・・・・・・・・・恒国，_ . ，・・・・・・・. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .冒回，_， ι・
[  " - - - _  M M M M M M M M M M M M M M MM M _ _ _ _ M MM M M MM M MM _ _ M M M _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ W WW W j ・・

l ・r-________ Ｍ ｷｷｷｷ ・ Ｍ ＭＭ ＭｾｾｾＭＭＭｾ ＭＭ Ｍ ＭＭ Ｍ ＭＭ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ ＭＭ ＭＭ ＭＭ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ ＭＭ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍｪ ・・・岨・円・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｾ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｡ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｺ ・・Ｎ圃・

漆

差

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

q ィ5，z，

コート

全国有名建材l苫又は当社へ

@  

警 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

守R 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 (672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

偏 岡 市 上 牟 田 八 田 町 2 6 の 1 T E L 徳岡 (41 )  5  2  

-

+

9

畠

σ
・

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ピ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

錨

御

紡

帆

・

・

王

座

・

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐而す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 西 長 指 南 通1丁目 5番 地 T E L 大 阪 (538)2951 - 5・( 5. 1 )5757- 9  

営 業所 東京・高槻・明石・ 姫路・四国・中国

イ寸;.A 音水
-* 
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- ' I7t-q. イトB号

日本セメン卜防水剤製造所

所 電 話 東 京 (4 31 ) 8 64 8 ・名 古 屋 (3 31 ) 15 31 イ111台 ⑮0 7 21 ・札l悦 ⑪ I

卜 増 強 防 水 剤セメン

稼式会社

日本建築協会優頁謹明

'¥'HI 

t's 

ｊＮ ［ ｾ＠ ｉ ｉｾ Ｚ＠

M

H

1

i

 

マ ノ ー ル 製 品

〈雪 J 与17-f 用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤l

剥 禽量 斉lj

R方 ;東 淘l

エ ス コ ー ト

Ｈセメント走 ｾｩ 包宵日Ｉ

ア コ ー ル

( 空気述行剤 )

貴 黄 華

( 着 色 剤 )

ｾｉＢｉＮ 防水剤
マノール防水剤は 、屋上 、内外壁 、地 下 室

など のモルタルやコンクリート 、 ブロ ック

の 防水、 防湿に最適です。

その上 、亀裂予防はもちろん 、作業能率も

著るしくあがり 、仕上り面が特にきれい な

点にも人気があつま ってい ます 。

エ

宮

思 3由周旨41: 工事主

東京都品川区大井 1- 15- 1 電東京 (774)4111代表

山

p

h

U

A

H

u

n

M

u

w

a

n
-
E
 

j

「

4

4

今

&

n

u

c

O

に

J

v

a

e

?
“

7

、l

7

。
b

a

n

-

-

唱
，

‘

、，，

q

J

、
1

，
，
、
1

J

1

2

4

2

 

n
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、
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u
内

4

0

屋

(

(

阪

古

島

岡

大

名

福

盛

包

電

電

電

大阪市東成区西今里町 2 - 4 8

名古屋 市 中区門前町 5 - 3 7

福島県信夫郡吾妻町下型T寺遠原

盛 岡 市 南 大 illi 3 ー 1 2  - 5 0  

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

福 島 営 業 所

盛 岡 営 業 所6診

- 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

自 信 三 品 杭誌 置 式

大阪 ｲｬｩ 点 ｬ メー ｉ ｾＮＺ ｪ w! 柿 2 - 2  0  (，: : iWtJ i ピJ レ)

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代 ) ・7501 ( ( U 

CY， ，11  hi  II J "  ｉＨ Ｉｻｾ 鈎 Ｑ ＭＳＭＲ ( 殖 産 住宅 ビ ル )

T E L  : /，，，片); { ( 211)  3 0 8 6 (10  

大 阪 ，[ i f t  ，'， 1メ 北 川1t: i  I11111 J" 5  - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672 ) 3  2  2  3 ・ 3 2  2  4  

愛知 県 海Ｚｬｉｾ J: 日 弥 山 町 院 山 本

T E L  悦. ，川 ( 7 )  1  1  9  1 ・1 1  9  2  

ヰ土

名 古 屋 営 業 所

本特 許 . 第 2 3 3 ワ4 4 号

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 ・ 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号
大 阪 工 場

名 古 屋 工 場

訴 智 工 務 J i tr株 式 会 社

日 本 建 鉄2  

P S  80Aレディメ

( /)  

ドサッシ
-・田・・・

P ABOA. P A  70Aサッシドア

十
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1

 

T E L 東 京 ( 2 7 0 ) 65 1 1 ( 大イU

T E L 大 阪 (341)4331  (代 )

L: ; 入

ヱエ式

東 京 都 千 代 田 区 大 手 IIlf 2  - 8  

大 阪 市二| ヒ区梅回 町 4 7  ( 新阪神 ビノレ )

十4t止
八

点

主建本日

本

大 阪



建築と社会 “ A R CHI T E C T UR E A N D  S OCI ETY " 第50輯第 9 号

. 昭和44年 9 月25日発行 (毎月 l 回25日発行) ・昭和24年 3月19日第 3種郵便物認可

屋 根 . 外 壁 . 内 壁 . 天 井 に

骨 建設省認定 朝 日 の 不 燃 建 材 を
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石田朝

大阪支1百/ 大阪市北区神 山 町 4 3 電 話 ( 312)8521(代 表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3 電 話 ( 573)5111(大 代)

営 業 所/ 東京 ・横 浜 ・静岡・名古屋・富山 ・大 津 ・姫 路

岡山・ 広島 ・門 司・福 岡 ・長崎・延岡・ 高 松

新 居 浜 ・札 幌

工 場/ 横 浜 ・山 梨 ・ 大 阪 ・水 島 ・ 玉 島 ・ 門 司

工場・倉庫・住宅に

法 定 不 燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

朝 日 ス テ ン ド ス レ ー ト

朝 日 ネ ッ ト イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝 日 耐 火F ¥ネ ル

朝 日 防 火 パ ネ ル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェ ザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン パ ネ ル

吹 付 石 綿

朝 日 ブ ロ ベ ス ト

気品と風格のあふれる床材

日本の感覚

ｾＧ ＧＧ ｍ ＧＧ ｾ ［ｦル

風 格 あ る ビ ル づ く り に

い ま ま で に な L 、“ 気 品 の あ る 床 材 "。 み な さ ま に は 初 お 目 見 え の

色 と 模 織 で す 。 い つ ま で も ア キ の こ な い の が 特 長 で す 。 風 格 あ

る ビ ル づ く り に ぜ ひ 欠 か せ ま せ ん 。

優 れ た 品 質 と 性 能 で

ますま す 高 級 化 す る 最 近 の イ ン テ リア・ デ ザ イ ン が 求 め て い た

床 材 。 プラスチ ンク 床 材 で い ち ば ん 経 験 の 深 い 田 島 応 用 化 工 が 、

優 れ た 捻 術 と 経 験 で つ い に 登 場 さ せ ま した 。

- 色と 機織 IJ Ｑ Ｒ ｾ 垂 姐 Ｍ Ｎ 革主見本帖を周 章 し て おりますハガキ に て お申 し込みくださ ｌ Ｇ ，

2 客ず事東伊 .f Tι p の

田島応用化工株式会社

. '  

戸

東京/ 千代田区岩本町3・11 T  E  L  866- 61 0  1  (代) 大限/西区京町繍1- 74 T E L 4 4卜5951 (代)

- ご入会のお 申込みは ・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振替口座大阪39975番

1  

定価 300円 (送料共)


